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序

主要地方道上田丸子線は、上田市と丸子町を結ぶ幹線道路であるとともに、

千曲川左岸地域から上田市街地へ向かう連絡道路であり、広域的な連携機能を

有しています。今回、主要地方道上田丸子線バイパス建設を実施することによ

り、都市環状道路が整備され、地域間のアクセス機能が向上し、市街地内の交

通渋滞が解消されることが期待されています。上田市・上田市教育委員会では、

工事に先立ち事業地に存在する反田遺跡の発掘調査を行いました。工事によつ

て失われてしまう貴重な資料を記録保存することを目的としたものであります。

皆様も御存知の通り、上田は古代から現代に至るまで地域の政治・経済・文

化の中心であったため、今日では市内の至るところに貴重な文化財が存在して

います。国指定史跡信濃国分寺、国宝安楽寺人角二重塔、国指定史跡上田城跡

等を始めとして、数え上げれば限りがありません。 しかも、我々はこれらの保

護に関して早くから力を入れて取り組んでおり、全国的にも先駆者的存在であ

ると自負しております。この度も、上田建設事務所をはじめ多くの皆様の文化

財保護に姑する深い御理解と御協力のおかげで、反田遺跡の発掘調査を実施す

ることができました。

ここに調査の成果として本書を刊行し、地域の歴史研究の上で新たな手掛か

りとなる資料を提供できたと確信しております。同時に、先輩方から教えられ

た文化財を大切にする心を引き継いでいくことをあらためて誓い、未来に伝え

てまいりたいと思います。

最後となりましたが、現地調査から整理作業・報告書刊行に至るまで、御協

力並びに御指導をいただきました地域の皆様、調査に参加された皆様、先生方

に心から敬意と感謝を表する次第であります。

平成 14年 3月

上田市教育委員会教育長  戎 妻 忠 夫



例 言

1 本書は、主要地方道上田九識 前rパス建設工事に伴う反田遺跡の発掘調査報告書である。
2 発掘調査は、上田市 (上田市教育委員会生涯学習課)が実施した
3 現地での調査は、平成 11年 11月 25日 から12月 8日、平成 12年 5月 31日から平成13年 2月 3日に
現地調査を実施した。整理作業・報告書作成作業は、平成14年 3月まで実施した。

4 現地調査におけるバックホーによる表土剥ぎ作業は、和農興 竹内和好に依頼した。
5 現地調査における遺構の実測は、小笠原正、平林裕蔵、井沢光子、大井敬子、山本万里が行った他、空
中写真測量及び図化を株式会社みすず綜合コンサルタントに委託して行つた。また、遺構実測の基準とな

る国家座標によるグリンドの杭打ち、基準点等の設置も同社に委託して実施した。

6 木材・木製品の保存処理及び樹種同定は (財)山梨文化財研究所に委託して行つた。
7 石器石材の鑑定は甲田三男先生にご教示いただいた。
8 遺物の整理及び報告書の作成作業は、小笠原、平林、久保田敦子の指示のもとに市村みつ子、井沢、
上原祐子、大井、田村雄二、山本、丸田由紀子が行つた。

9 遺構の写真は、小笠原、平林が撮影した。航空写真は、株式会社みすず耕合コンサルタントに委託して
撮影した。遺物の写真は、久保田が撮影した。

10 本調査にかかわる資料は上田市教育委員会が保管している。

11 本調査の体制は次のとおりである。

教 育 長 我妻忠夫

教 育 次 長 〆漂 噸 J

文 化 課 長 サ|1上元 (平成12年 3月剛
蝉 蔽 的 〕

文化財係長 糸剛|1修

文 化 財 係 平林裕蔵 (平成13年 3月剛 、中澤徳士、尾見智志 (平成13年 4月着
任)、 塩崎幸夫、久保田敦子、西沢和浩 (平成11年 9月剛 、清水彰 (平

成 12年 3月剛 、小笠原正 (平成13年 3月退任)、 須齋千恵子 (平成

12年 3月退0
12 調査に参加・協力していただいた方々 0靡同。敬称略)
甲田五夫(保屋野友延、西澤勝、成沢伯、瀧沢章子、池田市郎、刑 郡胎、田村雄ミ   大井
敬子、井沢みつ子、山本万里、古野明子、内山重利、鈴木義房、河上純一、美斉津京子、名川真

由美、赤田一理、井沢諒、清水閲二、石合好江、丸田由紀子、饗場奈那江(田村まり子、上原祐

子、市村みつ子

13 調査にあたり多くの方 や々諸機関の御指導と御協力をいただいた。心より感謝する次第である。

地域の皆様、刊 |1隆之様、 (財)長野県埋蔵文化財センター様



凡 例

1 遺構は、次のように略号で表した。番号は任意である。
SB:竪穴住居跡 ST:掘立柱建物跡 SA:柱火列 溝 :SD ピットIP 土坑 :SK

2 遺構の実測図については、次のとおりである。
(1) 国家座標の北を買の上とした。例外の場合は、方位を示した

(2) 原図 1/20、 縮小1/3を原貝Uと し亀

(3) 海抜高の単位はmでぁる。

3 遺構観察表の記述については次のとおりである。
(1)長 さの単位は、mでぁる。
(2)方 位は国家座標によつた。
(3) 竪穴住居跡、掘立柱跡、溝跡(土坑の深さは、検出面からの深さを示した。

4 土層及び上器の色調は、『新版標準土色中劇 鶴弱球産省農林水産技術会議事務局監修・財団法 人口

本        碇劾 1997を用いた。

5 写真の縮尺は任意である。

6 スクリーントーンは以下の事項を表している。
焼土 区 國  角 勁 匡睡 畳 黒色処理部分 [彗:劉 赤塗彩部分 饉

孵 的 翻 面 匡峯劉  翻 面

7 遺物実測図については、原図1/1を原則とし、縮小は次のとおりである。
士器1/3  石器・石製品 1/3、 1/1、 1/2、 1/3  金属製品 1/2

雛 関連追物 1/2

8 遺物観察表については、次のとおりである。
(1) 法量の単位lucm、 gでぁる。

(2) 「B台」を胎上、「鈍 を賊   「色」を色調とした。
(3) ( )内 の数値は、土器については推定値、石器については残存値を蕊 る
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調査の経緯

調査に至る経緯

本調査の原因なった主要地方道上田丸幸繰′ミイパスの建設工事は、国道18号上田坂城バイパス・国道

143号築地バイパスに接続し環状道路を整備することにより地域間アクセス機能の向上及蜘 鞘肖を図る

ことを目的として計画された。

その第二期工区の事業予定地が上田市大字福田に所在することから、平成 ■年9月に上田建設事務所よ

り埋蔵文化財の有無について上国市教育委員会事務局文化課 (平成 12年度に生涯学習課に改組。以下、事

務局という。)に問い合わせがあった。事務局で確認したところ、この場所は周知の埋蔵陳化財包蔵地であ

る「反田遺跡」の範囲内であつた。そのため、10月 7日 に二者で協議を行い、用地買収の完了後に試掘調

査を行うこととし、その結果を見て保護措置を検討することを申し合わせた

これをうけて事務局は、平成■年 10月 18日及び 19日 に予定地内にトレンチを設定し、試掘調査を行

った。トレンチ5本のうち4本から竪火住居跡及び購跡等の遺構と須恵器・土師器等の遺物が検出された (平

成■年度発行の『市内遺跡』参K)。

以上の結果から10月 25日 に上田建設事務所と事務局で遺跡の保護協議を行い、工事着手前に発掘調査を

実施して反田遺跡 3,7CXlだの記録保存を図ることを合意した

これにより、平成11年度から平成13年度にかけて発掘調査等が実施された。現地調査は事業の進捗状況

に合わせて平成二年■月・12月 と平成 12年 5月から平成 13年 2月 に行われた。この間、当初予定した

発掘調査範囲の一部に遺構面の破壊・削平が認められたため、調査面積を2,950だに減少した。その後、整

理作業を行い、平成 14年 3月 20日 までに報告書を刊行し、調査を終了した。

なお、本調査について、事業費は平成二年度に9側Ⅲ000円、平成 12年度に 1島2制Ⅲ000円、平成 13年

度に3,95QGXl円で、上田市が上田建設事務所から委託契約を受託して実施した。

垂早
　
節

待
知

第2節 調査の方法

1 遺跡名 と略記号

反田遺跡%称 により、反田 (Ta一 N一Da)
の頭文字「TND」 を本遺跡の略記号として調査

に用いた。各種の記録や遺物の注記等にこの記号

を使用してある。

2 調査地区の設定

調査区域は、第 2図及び第 3図のとおり、事業

地内の試掘調査によつて判明した遺跡の範囲とし

た。
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第 1図  ゲ リッ ト設定 図



第 2図  主要 地 方道 上 田丸子 線 バ イパ ス と反 田遺 跡

-2-



事 業 計 画 図 と調 査 地 区
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第 3図



グリンドの設定

便宜上、第 1図と4図のとおり調査地区に

グリッドを設定した。これは、 1単位の方眼

の大きさが3mX 3mで、国家座標に拠った
交点にはそれぞれ記号名を与えた。記号は

図のとおり、任意の点を0と して、そこから

方向を示すために東・西。南・ヨBこEoW・

S・ Nを、踊離を示すために数字を与え、両

者の組合せによつて表した。例えイ式 点 0か

ら北に48m、 東に30mの地点は、N16
E10と表される。個々のグリッドは、北東
の交点の記号名をそのグリンド名とした。

なお、任意の点0の座標値は、第Ⅷ系のY
=-25860.OCXJ、 X=42690.OCXlである。

このグリッドは、遺構の平面実測及び遺物

取上げに使った。

グリンドの設置は、lklみすず辮合コンサ

アレタントに魏 して動 した。

4 遺構測量
遺構の平面実測イよ 前述のグリッドを基準

に1/20の作図を基本として行つた。
さらに、ラジヨンヘリコプターによる測量

用空中写真の撮影と図化作業を lalみすず

綜合コンサアレタントに疑 して動 した。

5 その他
調査における表土の除去は、主に重磯を用

いて行い、必要に応じて人力で行った。

遺構の掘り上げはすべて人力で行った。遺

物は、包含層等から出土したものはグリンド

ごとに取上げた。遺構から出土した遺物は層

位と地点を留意して取上げた。

また、現地での調査出小笠原正、平林裕蔵

が担当した。本書の編集・執筆は、小笠原、

平林の野帳等をもとに久保田敦子が行つた

第 4図  グ ッ リ ト配 置 図
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第 3節 調査日誌 (抄)
平成 11年度
11月 25日  機材搬入、表土剥を開始する。
12月 3日   シートを掛け、遺構の保護をする。
12月 8日   遺構測量、主砂埋め戻硯

平成 12年度
5月 31日   表土剥開夕乱
5月 26日   魏 出鰈 開女乱
6月 26日   遺構掘り上作業開始D
6月 30日   遺構実測を開始する。
7月 5日    調査地区清掃、空撮Ь雹混じりの強い雷氏
7月 14日   黒坂周平先生来訪多ご教示をいただく。
7月 18日   昨日梅雨明けという。
8月 4日    激しい雷雨あり。
8月 10日   親子歴史的 学会ら

8月 29日    本国も残暑厳しく、4響勤ミ困難である。
9月 1日     1,1∞ 話分の銑
9月 7日     表土劇を行う。
10月 5日   爽やかな気候で作業がしやすし、
11月 13日  空撮Ьユニットハクス猛
11月 14日  本日からC地区の表土剥開女乱
11月 16日  イ翔 時の撹舌とが著しく、遺構の保存状態は極めて悪いことがわかる。

12月 14日  第18号竪穴住居址から勾玉が出土する。
1月 9日    昨日の降雪が1 5cmほどあり、除雪に手間取る。
1月 11日   雪が解けて、作業剛亀 づ隊 ポンプを饂 する。
1月 19日   銑
1月 27日   雪かき。現地説明会開イ色
2月 3日    現地での調査を終了する。

以後、埋蔵文化財整理室において整理作業を実施し、平成 13年度に本書である麟 の干崎 を行い、

調査事業を終了した

-5-



第二章 遺跡の環境
1節 自然的・歴史的環境

今日の上田市は、上田盆地とその西方に接する塩田平を中心に展開している。これらの盆地は、ともに三

角形で、周辺はそれぞれ第二系の共辮に囲まれている。また、両盆地の境界を千曲川が北西に流下している。

反田遺跡は千曲川の左岸に位置する。

遺跡が存在する地域とその周辺の地形は、湯川・劇 ||り闘 ||の浸食による沖残地である。また、城山。横

山・小牧山及さと田原台地・千曲川に囲まれた平坦地である。この地域から南方にいくにしたがつて塩田平

は大きく広がり、西方には浦野川流域の平坦地が広がっている。湯川イ胡呻 申岳を源とし、塩田平の

画部を流れて閣 ||と合流し、さらに下流域において浦野)||と合流して千曲)||にそそQそ の閣 ||と合流する
福田。ネ申畑地籍においては、幾度も大きく蛇行する。本調査は、閣 IIと湯川の合流煮からおよそ2CXlm上流

の湯川左岸において行われた (第 5図 )。

先にも述べたとおり、反田遺跡イ蒟コ ||と場 ||の合流煮近くの湯川西岸に展開している。曰 ||と場 |1合流点

から浦野川と劇 |1合流煮の間にはいくつかの遺跡が存在する。この地域においては近年、上田原遺跡・塚原

古墳群・下之条条里水田跡遺跡・浦田遺跡及び官脇遺跡・築地遺跡が公共開発事業に伴って発掘調査された。

また、昭和 46年から48年に力Чすて、『上田市の原始。白此丈イ剛 (1977)の干J行にあたり、市内一円にお
いて分布調査を実施している。主にこれらの調査の成果をもとにして、反田遺跡周辺の遺跡の様相について

以下に述べようと思う (第 6図・第 1表)。

1  厖垂サil凍夢|
上田原遺跡 (110

産川と浦野川合流点近くの醐 |1東岸に位置し、】Bこ千朗 lk西に閣 ||と に囲まれた段丘上に大きく展開す
る遺跡群である。上田原の古くからの集落を包み、赤坂遺跡・丹M確鍵勤卜塚田・丁田遺跡。中島遺跡・前
田i罰本。本晒副雁 怪勢轄跡から構成される。

赤坂遺跡は潤跡群の東北端にあり、弥と時代後期の上器が豊富に出土する。

その西方の殿海道遺跡
`ょ

およそ 25,OCXJポにわたって弥生時代後期の上器及び、土師器・塚襲零謗ミ出土

する。

塚田。丁田遺跡は遺跡群の東南にあり、土師器・須恵器を出土する。

中島遺跡はその西方にあり、縄皮時代前期。中期の上器及び石器、弥生時代後期の土器、土師器・勾ま器

等が出土する。

前田遺跡は遺跡群の南に位置し、土師器・須恵器が表採される。

塚原遺跡は自跡群の北部から西端部の観音寺裏の段丘張り出し部にかけて展開する。縄炭前期の南大原

式・下島式止器、中期の勝坂式・加曾利E式圭器及び石器等と土師器 。須恵器が出土することが知られてい

た。また、多くの五輪塔を出上し、戦国時代の墳墓跡と考えられている。

塚原遺跡は1993年 。1994年に県営球易藍設に伴ない発掘調査が実施され、縄支時代・弥生時代。平安時

代の堅穴住居跡 13軒(弥生時代後期から古墳時代前期の周溝墓 4基k古墳時代後期の礫床墓 1基(縄丈時
代。弥生時代・平安時代の土残 293基等が出土した (上田市教育委員会 1996『上田Ⅷ )。 遺物は、縄

文時代早期末の条痕文系 。絡状体圧痕文系土器や鵜ケ島台式と器が出上している。前期では花積下層式上器

第
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をはじめとする繊維土器や諸磯武土器が出上し、中期では五領ヶ台式土器が出上している。後期では堀之内

式土器 。加曾利B式と器が、晩期では条痕文系土器。大洞武系土器が出土している。また、弥生時代前期か

ら中期にかけての水神平土器、中期の栗林式孟器及び後期の箱清水土器が確認された。そのほ力＼周態

礫床墓から外来系土器、ガラス小玉等の玉類及醐 1時の金属製品が出土した。また、弥生時代後期に属す

ると思われる土墳から鉄鉾が出上し、平安時代の溝跡からFTHl。「仁」の文字がある墨書土器が出土した

塚原古墳群 (109)

塚原遺跡に重複して位置する。『長野県町村誌。東信編』 (長野県 1986)によれば 6基が所在していたと

されるが、『上田市の原始・古に文イ劇 では5基力瀞認されている。1理 び4→朝勃 らヽ1ま願翰g。 鉄鏃・金
環・勾玉等の遺物が出上した。1993・ 1994年に先述の県営球場建設に伴なって古墳2基が調査された。『上

田原遺跡』によると、1基は巨石が散在しており石室は確認されなかった。もう1劇よ 石室は残存してい

るが地元の人によると移動してあるということだつた。この古墳の周溝と推定される遺構から古準騰く腹朗

の上器と馬骨が出土した。

下之条条里水田跡遺跡 碑0
上田原遺跡の北隣の段丘下に存在する。昭和 47年度より3ヵ年計画で、文化庁 。長野県教育委員会等の

援助を得て市内に多く散在すると考えられていた条里遺構の調査を実施した。この中で、大字下之条字本組

地籍を対象地区の一つに設定して調査を実施している。『条里遺構分布調査概報一国分・常田地区、常磐城・

秋和地区、千曲川南西地区―』 (上田市教育委員会 1974)イこよると、下之条地区の区画Iま極めて不完全な

ものが多く、方位も異なり、しかも偏胸で 3° W前後となっているので幾度も変形されたことを意味してい

ると述べている。また、川床面との比高インよヽさいので、大洪水の際は冠水または水田の埋没、あるいは破壊

も充分考えられる地帯であるとしている。

1993・ 1994年に、先述の県営球場建設に伴なってトレンチ調査を実施した。しかし、『上田期 によ

ると過去の水田を示唆するような遺構や遺物は検出されず、珪藻分析・花粉分析。植物勘酸体分析等の自然

科学分析の成果からも過去の稲作に関する情報を得ることはできなかった。

太田遺跡 (11つ

産川と湯川の合流点より下り、最初の蛯行黒の東岸にこの遺跡は展開している。弥生時代の遺跡の包蔵地

と考えられている。

中     (117)

珈美畑神社の南隅にある 1号墳を北端として、曰 IIの氾濫原を望む台地の面縁に約 50m間隔で 3基が南

司Llこ並列している。1号墳及び 2号墳は半壊している。3号墳は全壊し、直刀 。金乗などの出土遺物は土地

所有者宅に保管されている。

2 産川西岸及賜 II流域

浦田遺跡 (108J

産川と浦野川の合流魚、雨 )||に挟まれた地域に展開する。縄皮時代中期の勝坂・trISllE式土器、弥生

時代後期の箱清水式土器、土師器・須恵器が出土すること力浜日られている。平成8年度に国道 143弓線バイ

パスの施工に先立って発掘調査が実施された。その際の試掘の結果、遺跡の範囲イ商コ|1沿いから浦野川沿い
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に広がり、その間に遺構の無い空間が存在することがわかった。そこでこれらを別の遺跡と捉えた方が良い

と判断し、閣 II沿いを浦田A遺跡とし、浦野川沿いを浦田B遺跡とすることとなった (尾見智志 1998『浦

田A・ 宮脇遺跡』上田市教育委員会)。

浦田A遺跡からは弥生時代後期、古墳時代初頭及び前期、奈良時代、平安時代の竪穴住居跡 36軒(古墳

時代前半の掘立柱建物跡 16軒、溝跡■条等が検出された 遺物は弥生時代前期の条痕文系上器と縄文系土

器が出土した。これらの上器の出土は、上田地域においては上田原遺跡に次いで2例日である。このことは、

この地域が■/1ヽ地方の弥生時代の成立に重要な役割を果たしていたことを示している。さらに古墳時代初頭

の在地系の上器に伴ない、東海地方や北陸地方等との深い関わりを示唆する外来系土器等の良好な資料を提

出した。

浦田B遺跡は、県営ほ場整備事業下之条地区の施正に先立ち平成 8年に発掘調査された (尾見智志 1999

『浦田B遺跡』上田市教育委員勾 。弥生時代後期から古墳時代前期、奈良時代、平安時代前期の堅穴住居

跡 36引R期 から奈良時代の溝跡等が検出された さらに、中世の掘立柱建物跡 35拐載溝跡、井戸跡

及び上墳等が検出され これらの遺構群は中世の屋敷跡或しW醐 であると考えられ、注目を浴びた。遺物
は包含層等から、縄皮時代草創期の有舌尖頭器、縄支時代後期の上器等が出上した。また、弥生時代前期の

条痕文系土器と縄文系土器が出土した。これら、上小地域の当該期の遺物はこの地域の遺跡を中心に出上し

ており、この付近に重要な遺跡が存在する可能陛を示している。遺構からは弥生時代後期の箱清水式註器が

出土し、さらに弥と時代後期から古墳時代初頭の御屋敷式と器と共に東海・北陸地方等の特色をもつ外来系

の上器が堅穴住居跡等から出土した。鉄製品では、当該期の東日本での類例が無いといわれている撃が出土

した。また、古墳時代前期のハケ甕を中心とする土器群が出土した。奈良時代の遺構から出土した遺物は、

それらの特徴により8世紀第一四半期、第二四半期から第二四半期頃に属すると考えられる。平安時代では、

10世紀第四四半期に属し、祭祀行為に使用されたと考えられる状態で出上した皿等もみられた。中世の遺物

では、土師器。瓦質上器・須恵質土器・陶磁器・石製品。金属・木材等が出土した。土師器には土師質の皿

等が多くみられ、中には京都系とされているものもあつた。須恵質土器では在地系の鉢と珠洲系の瓶子が出

土した。陶磁器では国産のものとしては、常滑と古瀬戸がみられた。輸入陶磁器では、龍泉窯青磁の婉・皿・

壺形合子が出土した。また、23枚 10種類の北未銭が柱穴や溝跡等から出土した。

期     (111)

産川と浦野川の合流点より約 800m南方の両河)||に挟まれた地域に展開する。古くからの築地集落を含ん

で、蔵之台遺跡 。屋敷遺跡・西沖遺跡・駕籠田遺跡から構成される。

蔵之台溜跡はこの遺跡群の北東部に位置し、弥生時代後期の箱清水式土器と土師器が出土することが知ら

れている。

屋敷遺跡は集地集落内の公民館を中心として展開している。縄皮中期の勝坂式・力隆冴可E式、土師器等が

表採されている。この遺跡群の西】Ыこは西沖童跡が位置し、土師器・須恵器を出土する。

駕籠田遺跡は遺跡群の西南に位置し、縄文中期の加曾利E式土器を出土することが知られている。この築

地遺跡において、平成9年に県営ほ場整備事業下之条地区の実施に先立ち築地池の東側 6,∝Ю雷を発掘調査

が実施された。その結果、弥生蜘 と奈良時代のの竪穴住居跡6軒、平安時代の掘鋤 跡 42椋

土坑・井戸・溝・道路場遺構等が検出された。道路状遺構イよ 幅員が伝路と同じ規格であることやこの地に

東山道が通過すると推定されており、その推定東山道と同様に東西に延びていることなどから官道の可能陛

があるとされている。さらにその横に展開する掘立柱建物群は奈良時代のものを中心に計画的に配置されて

おり、地理的位置関係等を考慮に入れると小県郡の福田郷に所属する公的施設であつた可能陛がある。これ
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らのことから、この遺跡の性格は律令体制下では重要な拠煮の一つであったと考えられる。遺物では箱靖水

式上器が竪穴住居跡等にから出土し、「■/Jヽ地方の弥生土器編年」 (尾見智志 1999『長野県の弥生土器』長

野県考古獅 によるとそれらは 4期に所属する。また、奈良・平安時代の上器については、「」レよヽ地方
の奈良。平安時代の上器について (2)」 (尾見智志 1999『駕籠田 (築地)差勤悧 上田市教育委員会)に基
づいてみてみると、3・ 4期のものを中心として9世紀代までのものが確認できる。そのほか、縄文時代中期
の上器と打製石斧が出土した。

宮脇遺跡 (110日 堀之内遺跡 (113)

築地遺跡の南西隣に接する七社宮の周辺で、閣 |1氾濫原とひる測 ||の自然堤防に展開している。弥生時代

後期の箱清水式土器、土師器・須恵器が出土することが知られている。 平成8年、国道 143弓線バイパス
の施工に先立ち、七社宮に接近した東側において発掘調査が実施された。堅穴住居跡4軒、奈良時代から平
安時代の掘立柱建物群工撫 溝く土坑等が検出された。竪穴住居跡は特徴的なものとして、1軒からは箱清

水式止器と共伴してハケ調整の甕・鉢等が出上し、もう1軒からは在地系の上器と伴に東海や北陸地方の影
響を受けた上器群が出上した。掘立柱建物群は、「ヨ」の字型に配置されていることが推測される。出土し

た須恵器等から、奈良時代後期から平輿時代初頭のものと推測される。この掘立柱建物群が納 llTヒのも
のと提えると、有力者のムラ或しW策 あったと考えられる。また、この調査では、七社宮と調査地区との
境となる地黒から堀跡が確認された。この東方には中世の居館とされている堀之内遺跡が存在する (上田・

小県誌刊行会 1980『上田・小県誌』第す巻歴史編D。 これにより、館域の範囲は堀之内地籍から七社宮を

中心として宮脇地籍まで広がる可能性が出てきたといえる。七社宮には境内を方形に囲むように十黒が巡ら

されており、堀はこの十畢の外側に巡つていると思われる。一方、堀之内地籍には明治 23年製の地籍図等
より堀跡の存在が推定されている。このことから、単郭でない堀配置形態が想定される。しかし、工事及び

遺跡NQ 遺   跡   名 住 所 時 代 備 考  (調査年度等)
古屋敷遺跡 築地字古屋敷 弥生～古墳

箕輪遺跡 築地字箕輪 弥生 。平安

浦田遺跡 築地字浦田 縄文～平安 1996年度発掘調査

塚原古墳群 上田原字塚原 古墳

上田原遺跡 上田原字本町 。中島 。嫁原 縄文～平安 1903～ 1994年度発掘調査

築地遺跡 築地字蔵之台・ 屋敷 縄文～平安

宮脇遺跡 吉田字宮脇 弥生・ 平安 1996年度発掘調査

掘之内遺跡 築地字掘之内 縄文～平安

太田遺跡 神畑字太田 弥生

宮島遺跡 吉田字宮島 縄文～平安

東村遺跡 福田字東村 。中村 。新屋 古墳～平安

手矢塚古墳 神畑字手矢塚 古墳

反 田遺跡 福田字反田 今回調査

西村遺跡 神畑字西村 古墳・ 平安

向村遺跡 神畑字向村 縄文～古墳

菱池遺跡 小島字菱池 縄文～平安

北山越遺跡 本郷字北山越 平安

八幡山遺跡 小泉字八幡山 古墳

八幡山遺跡 小泉字八幡山 弥生・ 平安

原田遺跡 吉田字原田 弥生 。平安

須々貴城跡 下之条字須々貴山 近世

下之条条卑水田跡遺跡 下之条 弥生～平安

表  周 辺 遺 跡 名
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調査上の制約から、堀跡及び十黒について『浦田A・ 宮剛 には文章のみの報告に止まらぎるを得なか

った。さらに、これに関わる遺物はこの調査で確認することはできなかった。

宮島遺跡 (115)

築地遺跡の南方には縄文時代中期の上器。石器、弥生時代後期の箱清水式土器、土師器・須恵器が出土す

ることが知られている。

東村遺跡 (110

反田遺跡の西方、宝池の周辺に展開する。東村 。中村・新屋地籍に分布がみられ、一体のものと思われる。

古墳時代から平安時代の上師器 。須恵器が出土する。

原田遺跡 t387)

横山の裾部の段 F卜に展開する。弥と時代後期の箱清水式土器と須恵器・土師器を出土することが知られ

ている。

醐 齢  (119)

産川と湯川の合流煮より南方の削 )||に挟まれた地域に展開する。反田遺跡とは湯川の対岸に位置する。

古墳時代と平安時代の自物を出土することが知られている。

向村遺跡 (120J

西村遺跡の南東方に位置する。曰 ||が西へ大きくカープする地点の内側に展開し、西と北が閣 ||に囲まれ

ている。縄�時代と古輿時代の遺物が出土することが知られている。

期      (121)

菱池遺跡は、湯川東岸に展開し、縄虞時代の石器、弥生時代後期の箱清水式土器、土師器。須恵器が出土

する。

北山越遺跡 (122J

北山遺跡は湯川と劇 IIの中間付近の上田南部消防署東側に展開する。土師器・須恵器が出土する。

3 浦野川西岸
古屋敷遺跡 (106)

城山山麓のこの地域は下之条地籍の飛び地にあたる。弥生時代の遺物土師器を出土することが知られてい

る。

須 貴々城跡 (4閉)

城山の中腹のこの高台は、上田原合戦において村上方が陣をすえたと伝えられている。

期        (107)

浦野川と城山に囲まれた山麓のテラス状台地にあり、縄皮時代中期の加曾利E式岩薇 弥生時代後期の箱
清水式土器、平安時代の上師器・須恵器を出土する。

L
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八幡山古墳 924J

浦野川北岸の弓崎神社脇から150mほど東北方へ登った山麓にあり、墳丘は破壊されて、石室の北側壁と

天丼石の一部が残っている。明治 3年に発掘され、直刀 。鉄鏃などを出土している。

′咄印暖凱いG25)

弓崎神社の西方段斤卜の果樹園内、およそ 5,000ポにわたって、弥生時代後期の箱清水式赴器平安時代の

上師器・須恵器が出上している。

第 2

調査地の基本層序は、以下のとおりである。

節  基本層序

本遺跡の立地している上田市大字福田宇十由から反町の一帯I�)||の侵食による沖積地である。この地域
は今日まで水田として汚用されてい亀 日召和 43・ 44年にイ剖堀鰤請が実施され、 I層からV層までは客土等
から成っている。 I層は耕作上である。Ⅱ層も水田耕作上の酸化鉄による赤化色上で、Ⅲ層は明灰褐色土で
ある。Ⅳ層は黒褐色上で遺物を包含している。V層は灰黄褐色土である。
Ⅵ層からⅧ層は地山層である。Ⅵ層は褐灰色で若干砂礫を含む粘質土である。Ⅷ層は褐灰色で暗褐色上を

含む粘質上である。Ⅷ層は灰色土と黄褐色上の混合土層で粘性を有している。遺構は主にⅥ層に遺構覆土が

落ち込んだ状態で検出される。

第 7図 基 本 層 序
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調査の結果

本調査では、竪穴住居跡 22軒、掘立柱建物跡 15軒、柱穴列 8基k溝跡 5条、土坑 171基が検出された。

検出された遺構の配置図は第 8図のとおりである。遺物は、主に土師器・須恵器等の上器、鍛治関連遺物、

石器等、鉄製品、玉、骨、木製品等が出上した。以下に、各遺構ごとに遺構と遺物について述べたしち

節 竪穴住居跡

第 1号堅穴住居跡 (SB01)達 購 第 9図・第2カ、勤 第的図・第18翔
本遺構は調査地区の南側 S15E9グ リンドとS15E10グリンドに検出された。この住居跡の南半分は未調

査である。ほ場による撹乱の影響を強く受けており覆土は浅く、西壁のほとんどを喪失している。規模は北

壁が 3,関血 を測り、その他は不明である。平面形態は隅丸方形を呈すると推定され、主軸方位はカマドを基

準とするとNIが 一Eである。床面イ顛占り床らしい客土は認められず、覆土を取り去ると地山層となる。
柱穴と思われるピットが 2つ検出されている。

カマドは東壁に構築され、平面精円形に壁より張り出している。周辺の床面上から構築材と思われる角礫

が散在している。両ネ聞顔 位置を保つと思われる円礫と角礫 3点が据えられている。

遺物は第 59図の 1と 2が須恵器の不で、2の底部切り離しは回転合ラ切りである。4は甕で、カマド内か

ら出上した。日縁部は「く」の字状を呈し、器壁は極めて薄く、月酷レト面はヘラ削りを施している。また、

鉄製品が 2点床直上と覆土から出土した。

第 2号堅穴但襲酎弥 (SB02)遺 構 (第 10図・第歩節、遺物 (第∞図・第18表ほか
本遺構は調査地区の南側 S■E9・ SllE10。 Sl姻 9。 Sl班E10グ リッドに検出された。第 15・ 21・ 236

号土坑と第 4・ 5号柱穴列に切られている。規模は4,10m X3.80mで、平面形態は隅丸方形である。主軸方
位はNIが 一Eである。床面I韻占り床らしい客土は認められず、覆土を取り去ると地山層となる。ピット
はPlと P2が柱穴と思われる。その他、カマド南西に掘り込みがみられる。焼土、炭化移を多く含む理上
が堆積しており、カマドに関連するピントと思われる。

カマドは東壁中央のやや南寄りに構築され、平面円形状に壁から張り出している。両袖は原位置を保つと

思われる角礫が内側に傾いて据えられ、内部には円形扁平礫が芹隆に寄りかかって出上した。炊き日から奥

壁、両壁全面にわたって焼土及び炭化波が検出された。炊き口周辺の火床面は明黄褐色で非常に堅ヤち

遺物は第 60図の 1と 2が須恵器の杯蓋で、2の口縁部端紬ま折れている。3・ 41ま須恵器の坪である。5。

6は土師器の甕で、6の器壁は非常に薄く月「落防卜面はヘラ削りを施しており、カマド内から出土した。8と 9

はこの遺構に伴わない遺物と思われる。また、擦・敲石等が出上している (第 97図 21)。

第 3号堅穴住居跡 (SB03)進 購 仰 ■図。第2翔、勤 第 61図・第18,19詞
本遺構は調査地区の南側S10E10。 S10E■ ・SllE10・ S■EIグリッドに検出された。この住居跡の東
半分は撹乱のため失われている。規模は、残存する西壁は 3.55mである。平面形態は隅丸方形と推定される。
主軸方位はほぼ座北である。床面イ却占り床らしい客土は認められず、地山層が直接の床面となる。Plから
柱痕が確認され、その直下に輝石安山岩の扁平な円形礫が据えられており、礎石を下に置き柱を建てたこと

がわかった。

垂早一二
第

第
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カマドは北壁に構築されている。西袖は原位置を保つと思われる2個の扁平円礫が 8 cmaヽら 10 cmほど埋

設されている。炊き日の南州則の覆土中からはカマド構築材と思われる数点の礫が集中して出土した。火床

は良く焼け、カマド内部は焼土及び角 働勿が密に分布していた。

遺物は、第 61図の 1は内黒の不で体部から底部外面の調整は手持ちへら削りが施されている。 2は須恵

器の杯である。 3から5は土師器の甕で、3の日籐 日ま「く」の字状に外反しヨヨナデを施している。カマ

ドからは土師器甕の破片が出土したが図化しなかった。6は須恵器甕の胴部である。7と 8はこの遺構に伴

わない遺物と思われる。

第 4号堅穴住居跡 (SB04)進 篤 悌 12図・第3翔、勤 悌磁図・第19,別荊
本遺構は調査地区の南側S9E8・ S9E9。 S10E9グリッドに検出された。第 2号掘立柱建物跡、第 89。

243号土坑に切られている。規模は4.4Ch× 4.副血である。平面形態は東壁が西壁よりやや長い合形気味の

隅丸方形である。主軸方位はN-3° ―Wである。床面イ韻占り床らしい客土は認められず、地山層が直接の

床面となる。PlからP4の主柱穴が確認された。
カマドは北壁中央よりやや東側に構築され、平面精円形状に壁から張り出している。火床と奥壁の立ち上

がり部分は赤く焼けている。東袖は、原位置を保つと思われる礫が内傾して 10 clllほど埋めて設置されてい

る。カマド周辺には5点の礫が散在しているが、その内4点は厚さ約 4 cmの炭化惨層の上に乗つておリカマ

睡 時にはこの位置にあつたものではないことが分かる。もう1点は炊き日の南外側から出上し原位置か

ら動いている。熱を受けており芯石の可能い あるが、その周辺は全く破壊されており抜き取り痕も見当た

らなかった。火床の中J凸嗜卜よりやや奥には支脚と思われる礫が確認された。床に埋めこまれておらず、底面

に焼土及び炭化物が付着していることから、床に直に立てられていた可能l■がある。

遺物は、第 62図の 1は内黒のイで体部から底都外面の調整は手持ちヘラ削りが、内面にはヘラミガキが

施されている。 2は須恵器の郵蓋で、日縁端部が短く折れている。 3・ 4はカマド内から出上した土師器の

甕で、外面にヘラ削りが施されている。 3は日縁部を炊き口方向に向けて横転していた。 4の底部には木葉

痕が見られる。この他、南東隅付近から編物石と思われる礫が出上した 5から 15はこの遺構に伴わない

遺物と思われるが、弥生時代後期・古墳時代初頭の遺物は本遺構覆土から多く出上した

第 5号堅穴住居跡 (SB05)進 騰 綽 13図・第34‐l、 勤 備鶴図・第郷荊
本薗陶潮 査地区の南東側 S8E10。 S8E■ ・S9E10。 S9Ellグジッドに検出された。第 99号土坑

に切られている。規模は 3.4Ch× 3,18mで、比較的小型の住居跡である。壁高は 5側から 13 clllと極めて浅

い。本遺構は全体的に削平を受けているが、検出面のレベルは他の住居跡と同じであることから、掘り込み

が浅いのはこの住居跡のSII陛であると思われる。平面形態は隅丸方形である。主軸方位は N弓開
°
―Eであ

る。床面は貼り床らしい客土は認められず、地山層が直接の床面となる。柱穴は確認されなかった。

カマドは東壁中央の南寄りに構築されていたと推定されるが、袖部やカマド構築材イま確認されなかった。

束面の一部が強い熱を受けて変色しており、火床部と推定される。この部分の上を覆うようにして一回り大

きく焼上が広がっていた。このやや奥には円礫が床に据えられており、支脚石と思われる。

遺物は、第 63図の 1は内黒のイである。表面が磨耗気味なので調整等の詳細はよくわからないが、ロク

ロ調整のものと思われる。 2は土師器の甕である。

第 6号竪穴住居跡 (SB06)営 顎第14図・第3表)、 勤  (第 64図・第20～22表ほか
本鵡勤簿イ脚 区のEFTRll S 6E 8。 S6E9 。S7E7。 S7E8。 S7E9。 S7E10 ・S8E7・ S8E
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8・ S8E10。 S9E8。 S9E9グ リンドに検出された。北西の隅を撹舌Ыこよつて破壊されている。第 2号掘
立柱建物跡に切られる。規模は6,9Ch× 6.52mで、平面形態は隅丸方形である。壁は床からほぼ垂直に立ち

あがつている。主軸方位はN-2♂ ―¶である。礫を多量に含む地山を掘り込んで造られているが、床面に
イ烈占り床らしい客土は認められな�ち覆上には炭化物を多く含む 2つの層が存在し、下の層には焼土も含ま

れている。埋没過程に何らかの行為が行われた可能性がある。ピットは 10基確認され、そのうちPlから
P6は主柱穴と思われる。Pl・ P3の内部には柱材が働 引こ残存していた。P6からは礎板かと思われる
板状の木材が出上し危 P7は平面長方形を呈し出入口施設跡と考えられる。P8・ P9・ P10は浅い断面
皿状の凹みであり、覆上には多くの焼土及び炭化物を含み、P10の覆土は堅く締まっていた。
カマドは北壁中央に構築されている。袖の構築上が戎存している。構築土はブロック状に周辺の上とは異

なる黄褐色上を含んでいる。カマド前方周辺の覆土中には裸が散在し、これらは廃絶以前にはカマドに用い

られていた可能畦がある。カマド内の覆土中から少量の骨片が出上した

遺物は、第 64図の 1から8土師器のイである。丸底を呈し、外面は体部から底部に力鞘すて手持ちヘラ削
りを施している。その内の 7・ 8は内黒である。 9から11は土師器の高杯で、10はカマドから出上した。
12・ 13は土師器の鉢と思われる。14・ 15は須恵器の杯蓋で、内側に返りがついている。14はカマド近くの

床面から出上した。16・ 17は須恵器の不で、17はカマド周辺から出上した。16の底部にはヘラ削りが施さ

れ、17は回転
^ラ
切り未調整である。18は須恵器の鉢、19は鉢か高盤かと思われ 18は床面から出上した。

20から34は土師器の甕である。22・ 27は床面から出土し、31・ 34はカマドから出上した。31と 321ま同
一個体かもしれなしち器面が剥落気味で調整等が不明のものがあるが、20・ 27・ 28・ 31・ 32はハケ調整を
施し、21・ 23から25・ 26・ 29・ 34はヘラ削りを施している。また、33の底部には木葉痕が施されている。
35は甑の底部で、36はミニチュア土器である。37は他からの流れ込みの遺物と思われる。また、砥石、擦・

敲石等が出上している (第 97図 ■、12、 20、 22、 23)。

第 7号堅穴住居跡 (SB07)離 第 15図・第13剣、働独第∞図・第22・ 路剰

本遺構は調査地区の東側 S5E■・S6E■ グリッドに検出された。大半は説査地区の外となり、詳細lま不
明である。第 5号掘立柱建物跡に切られている。また、第 8号住居跡を切っていると考えるが、断定できな
しも規模は西壁の長さが 4.則題 で、平面形態は隅丸方形か長方形を呈していると思われる。貼床は認められ

ず、地山層を直接床面にしている。

遺物は、第 65図の 1が内黒の杯である。丸底を呈し、外面は体部から購 殷こかけて手持ちヘラ削りを施
している。 2・ 3は須恵器のイである。 4・ 5は土師器の変で、4の器壁は極めて薄し、

第 8号堅穴住居跡 (SB08)進 騰 彿 16図 。第4翔、物 悌∞図・第路力
本遺構は調査地区の東側 S5E10・ S5Ell・ S6E10・ S6E■ グリッドに検出された。第 4号掘立位建物
跡と切り合う。第 5号掘立柱建物跡に切られるが、床までは破壊されていなし、第 7号住居跡に切られてい
ると考えるが、断定できなし屯規模は2.80m× 2.66mで、比較的小型である。平面形態は隅丸方形である。
壁高は 12 clllから 16 clllと極めて浅し屯本遺構は全体的に削平を受けているが、検出面のレベルは他の田巴跡
と同じであることから、掘り込みが浅いのはこの住居跡の風性であると思われる。主軸方位はN―鶴

°
一 E

である。礫を多量に含む地山を掘り込んで造られているが、床面にイ顛占り床らしい客土は認められなヤゝ

カマ ドは東壁に構築されていたものと推定される。焼上を多く含む上が東壁際に広がっているた。この部

分を取り去ったが、火床は無かった。焼上の北側に扁平楕円形礫が 1点あるが、その他に礫はみられなかっ
た。左右イ幹由らしい粘土等も無かった。この焼土等を囲むように「い」の字形の浅い掘り込みがある。カマ
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ドと関連をもつ施設と思われる。

遺物は、第 66図の 1が内黒の杯である。丸底を呈し、外面は体部から底部にかけて手持ちヘラ削りを施

している。 2から4は須恵器の杯である。2の底部は回転公ラ切り未調整で、 3は回転合ラ切りの後粗雑に

ヘラ削りで調整されている。 5から9は土師器の甕である。 5イd/1ヽ型で、日縁部は短く外反する。 8は内外

面にミガキが施される。10・ ■は他から流れ込んだものと思われるが、本遺構からは弥生時代後期・古墳時

代初頭の上器が貌魚出上している。また、細かい鉄滓が出土した。

第 9号堅穴住居跡 (SB09)進 購 第 17図・第4表 )、 勤 悌師図。第23・ И表ほ力う
本遺構は調査地区の中央 SlE9。 S2E8 。S2E10・ S3E9・ S3E10グリッドに検出され滝 第6号・
7号掘立柱建物跡に切られている。規模は3.65m× 3.58mで、平面形態はHLTRllがやや広がる台形気味の隅丸

方形である。主軸方位はN-2♂ ― Eである。床面には貼り床らしい客土ば認められず、地山層を直接の床

面としている。ピットは 5つ確認され危 Pl・ P2、 P4からP5は柱穴と思われるが配置等が整然とし

ていな�も P3は炭化物と焼土を含む覆土が詰まっており、カマドに関連する施設と思われる。
カマドは北壁中央に構築されている。平面精円形状に壁から張り出している。床は赤褐色の焼上が広がり、

特に炊き口と推定される位置よりやや奥の東よりの床面は明黄褐色に焼けて堅く締まつている。これらの焼

土範囲の南側には赤褐色や明黄褐色の焼土粒を含む黒色上が広がる。両袖は原位置を保つと思われる扁平礫

3点が据えられている。東袖の南側に据えられている礫の両側は砂質気味の上を入れて構築されている。ま

た、両袖の中央やや西よりには、伏せた状態の甕が口縁部を 3 clllほ ど地山層に掘り込んで据え付けられてい

る。甕の内部には黒褐色粘質土を充填していた。このことからこの甕は支脚の可能性がある。

遺物は、第 67図の 1が土師器の杯である。丸底を呈し、比較的小型で体部は浅しヽ 2・ 3は土師器の高

邦で外部の内側は黒色処理されている。4は土師器の鉢でカマ ド近くの床面から出土した。丸底で日縁部は

外反している。 5はカマ ド内から出土した須恵器の杯蓋で、日縁部の先瑞が丸く小さく折れている。 6から

8は須恵器の杯で、 6・ 8はカマド内から出土した。 9から 13は土師器の甕である。 9は先述したカマ ド

の支脚に転用されたと推定される甕で、内外両面をヘラ削りが施してある。10・ ■は外面がヘラ削りされて

おり、カマドの周辺から出上した。14は須恵器の甕か壺の口縁吉|でカマドから出上した。また、靭 陳

部の床面直上から銅製品が出上した。腐食していて原形が不明であるが、銅鏃と思われる (第 95図 1)。 ま

た、砥石、擦・敲石等が出土している (第 97図 12・ 24)。

第 10」引聖穴住居跡 (SB10)嵩 顎第18図・第14翔、進物 (第 68図・第24・ 25表ほか
本遺構は説査地区の】LttN l E10・ N l Ell・ OE10・ OEll・ S l E10・ S l Ellグリッドに検出された。

第 11号住居跡と切り合うが、新旧関係は明らかでなヤ、試掘 トレンチにより西壁と床の一部を壊している。

東側半分は未調査である。規模は西壁帳 さが 5.25mで、平面形態は聰 と推定される。壁鍼 リイま良

好で、ほぼ垂直に立ち上がっている。周溝は南壁から西壁下に巡つている。主軸方位はN-4° ―Wである。

床面には貼り床らしい客土は認められず、地山層を直接の床面としている。ピットは、Pl・ P3・ P5。

P12は主柱穴と思われる。その他もP10・ P6を除いて柱穴と思われる。P5・ P7の段面形は階険状を呈

し、柱が入つていた部分が低くなっているものと思われる。P12には礎石となる扁平礫がある。P10はカ
マド東脇にあり、土師器甕片等の他、炭化物と焼土のほか上器やメノウの破片を含b■Lが詰まっている。
カマドは北壁に構築されている。平面楕円形状に若帝壁から張り出している。両袖にI1/1規模の礫がみ ら

れ構築材の一部と思われるが、袖芯石は無し、両袖とも黄褐色砂質土を含む黒褐色土を構築材としているが、

残りは良好でなし、 カマ ドからは器壁の極めて薄い長胴撫 須恵器のイ 。甕等が出上した。
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遺物は、第 68図の 1が内黒の杯である。 2・ 3は須恵器の郷蓋で、日縁部先端を短く折つている。4か

ら6は須恵器の杯で、 2・ 5は無高台で底部は丸みを持ち、6は断面平行四辺形の高台を付す。4の障 隅ま

回転ドラ切りを施した後、粗くヘラ削りがなされている。 7から 12は土師器の甕である。 7から9イ灘ヒ較
的小型の甕である。 7・ ■は外面がヘラ削りされている。10は P10よ り出土し、外面にハケ調整が施され
ている。13は須恵器の壺で比較的大きな高台を持つ。14・ 15は須恵器の甕である。また、P3近くの床面
上から刀子と思われる鉄製品が出上した (第 95図 2)。 南西隅の周溝から砥石が出土している (第 97図 14)。

第 11号堅穴住居跡 (SBll)進 騰 ぃ 19図・第4到、自勿第∞図・第25剰
本遺構は調査地区の北側N2E■・NlE■ グリッドに検出された。第 10号住居跡と切り合うが、新旧関
係は明らかでなヤ、本遺構の大部分は調査地区の外になり未調査のため、規模・平面形態及び主軸方位等の

詳細は不明である。ピットは、Plが確認され、柱穴と思われる。カマドの存在も不明である。
遺物は、第 69図の 1・ 2は須恵器の不である。2の底吉騨ま回転ヘラ切りが行われている。13は須恵器の

壷の口縁部と思われる。この他、内黒の杯や土師器甕の破片等が出上した。

第 12号堅穴住居跡 (SB12)進 騰 彿 20図・第4表 )、 国勿第陶図・第%・ 閉剰
本遺構は調査地区の北側N14E10。 N14E■・N13E9・ N13E10グ リンドに検出された。第 15号掘立
柱建物跡の柱穴Plに切られる。規模は3.62m× 3.38mで、平面形態は隅丸方形である。主軸方位はN-1♂
― Eである。床面は、北半から東壁沿ヤWま地山層を掘り込んでそのまま床として使用している。これに対し、
南半は北半よりも一段掘りくぼめた後に客上を行っている。したがって、本遺構の床面は、北半が地山の黄

褐色粘質上で、南半は黒褐色上の中に地山の黄褐色土がブロック状に含まれている上である。ピットは南壁

沿いにPlが検出された。このPlは客上の部分に掘り込まれている。
カマドは、構築材、支脚、煙道等の設備の痕跡は確認されなかった。床面東よりに焼土の広がりがみられ、

その中央部は明黄褐色で非常に堅ヤ屯火床であろう。

遺物は、第 70図の 1・ 2が内黒の杯で、 1は床面から出土した。表面は剥落していて、調隧等は下明で
ある。 3から7は須恵器のイで、 7は床面から出土した。その内、3から5は無高台で、底部は回転糸切り
未調整である。 6・ 7は箱型の体部に高台を付し、底部は回転ヘラ削りが行われている。 6の表面には火欅
が良くみられる。 8は須恵器の甕で外面に平行タタキロが施されている。 9は須恵器の横瓶である。体部は
横に長い俵形で、外面に平行夕タキロが施されている。この他、土師器甕の破片等も出土している。

第 13号堅穴住居跡 (SB13)進 鯖 第 21図・第15詞、ヨ勿第 71図・第囲刃
本遺構は調査地区の南西側 S19E7・ S20E7グ ジッドに検出された。西半分は調査区の外で、未調査で
ある。第 8号柱穴列を切つていると思われるが、確かではなV、 司ヒ・南側イ調踊ξЫこより壁と床の一言[み破壊
されている。規模は東壁の長さが 3.48mで、平面形態は隅丸方形と推定される。床面は地山層を掘り込んで
そのまま床として使用している。カマ ドは確認されなかっ危

遺物は、第 71図の 1が須恵器のイ蓋である。日縁言[の端訥魂 く折れている。 2から6が須恵器の不で
ある。2の底部は切り離し後に粗いヘラ調整が、3の底部はヘラ削リカ光子われている。この他、内黒の不、
土師器甕、羽日の破片が出上した。

第 14号堅穴住居跡 (SB14)進 騰 備盟図・第5翔、ヨ勿第穆図・第%・
"翔本遺構は調査地区の北側 S21E7・ S2,E7・ S22E8グ リンドに検出された。西半分は調査区の外イこな
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り、未調査である。第 315号から318号土坑に切られる。規模は東壁の長さは 4,00mで、平面形態は隅丸

方形と推定される。主軸方位はN-2° ‐=Wである。床面は、地山層を掘り込んでそのまま床として使用し

ていると思われる。

カマドは、北壁に構築されている。東側の袖には原位置を保つと思われる芯石が据えられている。東側は

ほ場整備による撹乱を受けていて残存していない。火床音卜周辺には構築材と思われる礫と焼土を含む上が浮

いた状態で検出されている。

遺物は、第 72図の 1は体部が内弯する内黒の杯である。2は土師器の郷である。1と 2は、表面は著しく

磨耗していて調整は不明である。 3は須恵器のイ蓋で、日縁先端が短く内側に折れている。 4・ 5は須恵器

の杯である。5の底吉岡ま、切り離しの後手持ちヘラ削りがなされている。 6から8は土師器の甕である。ど

れも小片であり表面は荒れていて調整等は不明である。 8の器壁は極めて薄く、外面に付着物がみられる。

この他、外面に平行夕タキロを施した須恵器の甕等が出土した。また、古墳時代初頭の遺物の破片が僅力Wこ

出上している。

第 15号堅穴住居跡 (SB15)離 悌 23図・第5表 )、 自勿陣鴇図・第27表ほ力う

本遺構は調査地区の南イ則S25E9。 S25E10。 S26E9・ S26E10。 S26E■・ S2写咽 9。 S2□ 10グ リ

ッドに検出された。南東隅は撹舌田こよつて破壊されている。規模は 4,9G血×4.岡hで、平面形態は隅丸方形
である。主軸方位はN-1が  Wで ある。覆土は大きく2層に分かれ、北西側が 2の黒褐色砂質土、市東側
が 1の黒褐色砂礫上である。 2が先に堆積し、 1がその上に堆積している。湯川の増水時の氾濫で住居跡内

の窪みに土砂が堆積したものと考えられる。床面は、砂礫の多い地山層を掘り込んでそのまま床として使用

している。ピットは、PlからP4は主柱穴である。P5は不整形を呈して、カマ ド東脇に存在する。
カマドは、北壁中央にある。両袖が残つており、地山層の黄褐色砂質土に黒褐色砂質土を混だた上で造ら

れている。西側袖の先端にI滸由石かと思われる扁平な角礫がある。また、カマ ド東手前の床には土師器甕の

研 が散在していた。

遺物は、第 73図の 1が体部の浅い内弯気味を呈した土師器の邦で、体部外面はヘラ削りが施されている。

2は須恵器の坪蓋で日縁部先端が内側に折れている。 3は須恵器の杯でP5から出土した。全体的に歪みが

大きく、底都は回転合ラ切りの後に粗いナデやヘラ削りが施されている。4は土師器の鉢か甕でカマド周辺

から出土した。胴部は張りがあり、九底である。内外両面にヘラ削りが施される。 5から9は土師器の甕で、

6はカマド周辺から出土した。 51ま、張りのな�胡同部を呈し、内外向向を口縁部にヨヨナデ、月同部にヘラ削

りしている。 6イ』同吉脱こ張りがあり、外面は日縁部にヨヨナデ、月同部にヘラ削りを施し、内面はナデとミガ

キが施されている。 7は口縁部が折れて外反する。胴部外面にヘラ削りが行われ、内面はミガキが施されて

いる。8・ 9も外面はヘラ削りされている。10は他からの流れ込みの遺物と思われる。本遺構からは弥生時

代後期・古墳時代初頭の遺物の破片が働 Wこ出土している。また、床面及び床盲 卜から多数の礫が出上した。

第 97図 26は擦・敲石と思われる。

第 16号堅穴住居跡 (S B16)遣騰 備И図・第5カ、自勿第馳図・第
"・
囲剰

本遺構は調査地区の南側S23E10。 S23Ell・ S24E10・ S24Ell・ S25E10。 S25Ellグリンドに検出

された。第 338号土坑に切られている。ほ場整備による削平が著しく、壁の残存は 6 clllか ら 12 cmほ どであ

る。規模は4.5m× 4.75� で、平面形態は隅丸方形である。主軸方位はN-81° 司 である。床面は、地山

層を掘り込んでそのまま床として使用している。地山は、床の東側は砂礫を多く含み、西側は砂を多く含ん

でいる。ピットはPlからP4が主柱穴であると思われる。P5はコーナーにあることから、何らかの婿蔵
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穴かと思われる。

カマドは、東壁中央のやや南側にある。平面円形状に壁より張り出すぅ奥壁手前の西寄りに土師器甕が伏

せた状態で出土した。支脚として使用されていたと考えられる。甕の内部に4層から成る上が入つていた。

遺物は、第 74図の 1が丸底の土師器の郷で、P3から出土した。体部外面はヘラ削りが施されている。
2は須恵器の郷蓋のつまみ部である。 3から5は土師器の甕である。 3は前述のカマド支脚に転用されてい

た甕で、胴部外面にヘラ削りが施され、内面は細いヘラ状工具による削りが施されている。4は薄いつくり

で、日縁部が大きく折れて外反する。 6は須恵器の甕で、日縁帯をもつ。 7は Plから出土した

第 17号堅穴住居跡 (S B17)進購 第 25図・第6到、潮勿第石図・第蕩剰
本遺構は調査地区の南側 S24E12・ S24E13。 S25E12・ S25E13・ S26E12・ S26E13グリッドに検出

された。南側は撹乱されており不明である。調査上サブトレンチによつて北壁は破壊した。規模は北西壁が

3.80mで、平面形態は不明である。主軸防位はN-43° 一Wである。床面の状態は安定していなヤ屯地山層
の所々に覆上がまだら状に入り込んでいて床を貼つているか否力半J明できなかった。地山は砂礫を多く含ん

でいる。

カマドは、北床壁の北寄りにある。壁より若干張り出す。焼上の広がりはみられず、張り出し部にのみ焼

上が検出された。火床も無く、袖等の状況も明らかでなVLさ らに、このカマドの西側、北東壁東寄りに焼
土と,麹酔方が集中して出土した。骨片も出土し、火床が確認された。壁下にあるが、あるいは張り出し部を

持たないカマドだったとも考えられる。

遺物は、第 75図の 1・ 2が丸底の上師器の不である。 1は、日籐 日まヨヨナデで体部外面はヘラ削りが

施されている。 3は須恵器の杯蓋で、日縁部先端が短く折れる。 4・ 5は須恵器の杯である。4は無高台で

購 日ま回転
^ラ
削りが施されている。 5は高台を付している。 6は土師器の甕である。この他、カマド付近

の床面から、外面にヘラ削りが施された土師器甕の胴部が出土した。この他、刀子と思われる鉄製品が出土

した。

第 18号堅穴住居跡 (SB18)離 律 26図・第6カ、潮勿第鴇図・第囲・
"表
ほか

本遺構は調査地区の南側S%E14。 SZE15。 S23E13・ S23E15。 S23E14・ S24E13・ S24E14・ S

24E15グリッドに検出された。第 19号竪穴住居跡を切り、第 340号土坑を切つている。 トレンチとJttζЫこ
より床面中央と南東部が失われている。規模は5,65m× 5,35mで、平面形態は隅丸方形であると思われる。

勒 は母王ぜ ―Eである。床面は、厚さ2から4 cIIlの貝占り床である。ピットはPlからP4が主柱
穴で、P5は入口施設に関わる遺構であると思われる。その他、P6・ 7があり、P6は礎石が疲つていた。
カマドは、東壁中央にある。長さ1,M血 の煙道を持つ。袖の芯石はヨ跡由にとつ南袖に2つみられ、原位置

を保っていると思われる。また、司跡由の北西と北東コーナー付近に礫が散在しており、これらは同一個体で

接合すると全長約 7CImになり、天丼石とすると適切なサイズである。

遺物は、第 76図の 1出′卜片であるが外面が手持ちヘラ削りされている土師器不である。 2から6が内黒
のイである。表面は荒れていて調整等が不明であるが、ここに掲載しなかった他の小片には外面に手持ちヘ

ラ削りが行われているものがいくつかある。 2の体部は直線的に開き、底部は平底である。 2・ 3の体部は

丸みを持つ。8・ 9は須恵器の不蓋で、日縁諄h釣瑞が内側に短く折れる。10・ ■ 1ゼ駆帯陶]り離し後回転ヘラ

削り等の調整が行われている須恵器のイである。12・ 131瀦臣に高台を付している須恵器の杯で、体部は箱
型を呈する。12はカマドから出土し、底部は回転公ラ削りが施されている。14から刻 は土師器嵯 である。

14。 15。 17・ 19イ剥賠呂1こヘラ削りが施されている。16は煙道入口と火床面から出土し、表面が荒れていて
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調整が不明である。17は北東コーナー付近の床面から出土した。18は南袖付近とカマド内から出上し、内

外両面はハケで削るように調整がなされている。19はカマド内から出土した。22は土師器の甑で、底部に

1孔を有する。また、内面に同心円文のタタキが行われている須恵器甕の破片が出土した。そのほか、P3

付近の西壁寄りの床面直上から礫が出土した。形状から作業用の台石と思われる。また、南側の床面より若

干上から勾玉が出土した (第 97図 8)。 覆土中からは骨片が出土し危

第 19激 1」吾跡 (S B19〉 進騰 第 27図・第6翔、物 悌 77図・第側剰

本遺構は調査地区の南側 S24E13・ S24E14・ S25E13・ S25E14・ グリンドに検出された。第 18号竪

穴住居跡に切られて、 トレンチと撹舌Ыこよりほとんどを失われている。規模・平面形態 。主軸方位は不明で
ある。

遺物は、 7個体の和泉的高イが集中して出土した。 1から6は床面上から出土した。第 77図の1から6

の杯部は、日縁部が外反し、内面底部が平坦である。その内、4の内面底部は若干内弯気味である。脚部は、

1・ 2・ 5・ 6の筒部が内弯して裾部は大きく開いている。3・ 4は接合部から裾部に向かって大きく開き、

先端でゆるく折れてさらに開いている。また、 1と ともに炭化した木材の破片が出土した。

第 20号堅穴住居跡 (SB20)進 騰 ぃ 28図・第7翔、溜勿第絡図・第鉤・31表1まか
必朝妻時t斎撤査地区の南側S20E16・ S2弼 17・ S21E15。 S21E16・ S21E17・ S2媚 15。 S囲 15。 S
22□ 16。 S2班E17グ リッドに検出された。南東隅は撹乱されている。第 330号土坑を切る。規模は 5.朗血

×5,30血 で、平面形態は隅丸方形である。主軸方位はN-39° ―Wである。床面は、住居内の北西 4分の 1
が 10�程度の深さの掘り形を設け、そこに黒褐色土とにぶい黄褐色シルト質上の混じつた土を詰めている。

その他の部分は、にぶい黄褐色シル ト質土と褐灰色上を 10 cmの厚さで敷き詰め貼り床としている。Plから

P4は主柱穴で、P5は貯蔵穴かと思われる。
カマドは、北西壁の南寄りにある。1.12mの煙道をもつ。煙道の天丼の上も残存していた。袖部の構築土

は両袖とも残存していたが、袖芯石はない。但し、構築材の一部と思われる角礫が覆土中及び床面から出土

してヤヽる。

遺物は、第 78図の 1から3は土師器の不である。 1・ 2は体部が浅く内弯し、 3は体部が深く外面にヘ

ラ削りが施されている。4・ 5イま内黒で、4の体部から日縁部イま丸みを持ち、5の口縁部|まゆるく外反する。

1は西コーナー近くの床直 卜から出上し、外面にヘラ削りが施されている。 2はカマドから出上した。4は

カマドの引跡由より北の床面から出土し、外面にヘラ削り、内面にミガキが施されている。 4はカマドから出

上した。 6は高イの脚で南東壁付近の床直上から出上した 7は窯印のようなヘラ痕があり、須恵器の坪蓋

と思われる。8は須恵器の邦で、P4から出土した。9から19は土師器の甕である。9は長胴甕でカマドの

袖近くから出土した。外面は縦方向のヘラ削りが施されている。10は背の低い甕でP5近くの床面から出土
した。胴部外面はヘラ削りの後ナデが施され、内面はヘラ削りの後ミガキが施されている。■から16イント

型の甕である。11は北東壁近くの床直上から出土し、胴音レト面はヘラ削りが、内面にはナデが施されている。

12は床の中央西寄りの床面から出上し、胴部外面はヘラ削りが、内面にはヘラ削りとミガキが施されている。

13はカマド近くの壁下から出上し、二次的に熱を受けており表面は歌1落している。外面はヘラ削りが施され

ている。14イ』同部外面にヘラ削りが、内面にはミガキが施されている。15はカマド内の9と ほぼ同じイ立置

から出土し、胴部外面にヘラ削りが、内面にはミガキが施されている。17は内外両面にヘラ削りが施されて

いる。18は外面にヘラ削りが、内面t砂 ケヽ調整が施されている。19の鮮 脱こ1紳 がある。20は甑で、
カマドの司跡由近くから出上した。外面にヘラ削りが、内面にミガキが施され、底部に 26の孔を有する。ま
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た、羽口。鉄津が出上しており (第 96図 1)、 小鍛冶を行っていた可能性があるが、それに関連した遺構は

確認されなかった。こ軸 、本住居跡の床直上から床面より多数鰈 が出上した。第 97図 15から17は砥

石である。凝灰岩による管玉の破片も出上した (第 97図 9)。

第 21号竪穴住居跡ィ欺 番

第 22号堅穴住居跡 (SB22)勘 顎第29図・第7表 )、 物 第 79図・第32表ほか
本遺構は調査地区の南東側S20E17・ S20E18・ S21E17・ S21E18グ リンドに検出された。南東隅は撹

乱されている。東側は調査区の外であり、未調査である。規模は西壁の長さが4.14mで、平面形態は隅丸方

形であると推定される。検出面からの残りが良く、壁高イ滸釘30 cmから蠅 cIIlある。主軸方位は N―]ば W
である。床面は、全体的に貼り床されており、褐色上を含む黒褐色砂質土が使用されている。柱穴等は確認

されなかった。

カマドは、北壁にある。壁から北へ向かって1,05mの煙道が延びている。東側嚇鯖|が残っており、構築

土と礫がある。西側嚇 館向醜 されて残存しなし屯

遺物は、第 79図の 1・ 2は体部が浅く丸底の土師器の坪で、3は内黒である。 1はカマド付近の覆土中
から出土した。 2は体部外面にヘラ削りが、内面にミガキが施されている。 3は北西コーナー近くの覆土中

から出上し、体部外面にヘラ削り、内面にミガキが施されている。4は高杯の脚と思われ、カマドの煙道か

ら出上した。 5から8は土師器の甕である。5は長胴甕で、南側の覆土中から出上し、胴部外面に縦方向の
ヘラ削りが施され、内面にヘラ削りとすデが施されている。6は内外両面にヘラ削りを施される。 7は南壁

下の床直上から出上した。胴吉日ま球形を呈し、内外向向にヘラ削りを施されている。8の底部は木葉痕がみ

られる。 9は須恵器の甕か壺の日縁部と思われるが、小片であり諦 剛ま不明である。この他、須恵器の郭及

び甕等の破片が出上した。また、覆土中や床面に多くの礫が散在していた。特に南側に重さ 10kgを魃える

大きな礫が集中して散在していた。これらの表面には僅力ヽこ擦痕等がみられ、台石や砥石として使用してい

た可能l■があるが、いずれも床上 30 cm前後の覆土中から出上しており、生活時の原位置を保つていないも

のと思われる。また、西壁下の床面にはベニガラのかたまりが検出された。

第 23号堅穴住居跡 (SB23)蔚 叡第30図・第7表 )、 物 傷 80図・第磁・33表ほか
本遺構は調査地区の南東側S18E17・ S18E18・ S19E17・ S19E18グ リッドに検出された。規模は3.80m
×3.40mで、平面形態は隅丸方形である。主軸方位はNttЫρ―Eである。柱穴等は確認されなかった。
カマドは、北壁と東壁にそれぞれ煙道を持つカマドがある。両カマドの煙道から長胴甕の破片が出土した。

北壁のカマドは、両袖ともわず力Wこ痕跡が残るのみである。火床の中央に長さ 15 cm程の礫があり、支脚石

かと思われる。東壁のカマドは、焚き日の天丼石が残っていた。但し、原位置から少し移動しているようで

ある。南袖は円盤状の扁平石を袖土内に入れている。また、】L4由内にも袖石がある。さらにカマド火床に支

脚石と思われる礫がある。北西コーナー近くから北壁のカマド前方周辺の覆土から角礫が出上しており、カ

マド構築材に使用されていたものと思われる。

遺物は、第 80図の 1・ 2は土師器の不で、丸底で日縁部はゆるく外反している。この内2は内黒で、体
音防卜面はヘラ削り、内面はヘラミガキを施している。3から11は土師器の甕である。3は長胴甕で、月同音隣

面はヘラ削り、内面にナデが施されている。 4イ』同部の内。外面にヘラ削りが施されている。 5は成賜旧を

呈すると思われ、胴部外面にヘラ削り、内面にナデが施されている。10は東壁のカマドの煙道から出土した

長胴甕で、月賠レト面に縦方向のヘラ削りが施され、内面にナデと削りが施されている。■は南壁付近の床直
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上と北東コーナー付近から出土した。小型で、日縁部にヨヨナデ、胴部内・外面にヘラ削りを施している。

12は甑の底部で住居跡中央の覆土中から出土した。13は他からの流れ込みの遺物と思われる。この他須恵

器の杯の小片が僅力ヽ こ出土した。また、覆土中より羽日と鉄滓が出土した (第 96図 2)。

第 2節  掘立柱建物跡
第 1号掘立柱建物跡 (ST01)離 悌 31図・第8剰、国勿い 81図・第路表ほか

本遺構|ま、調査地区の南側 S10E6・ S10E7・ S10E8。 S llE6・ Sll E 7・ SllE8・ S12E6・ S12

E7・ S12E8。 S13E6。 S13E7・ S13E8グ リッドから検出された。第 24・ 38・ 56号土坑に切られる。

平面形は2間×2間の側柱式で、南北棟である。規模は、桁行 8.別血、梁行 5,制血である。主軸はN-3°

―Eを指し、柱間は、桁行でおよそ 4.10m、 梁行でおよそ2.65mである。柱穴は底の中央が窪むものと窪ま

ないものがあり、平面形は長方形と精円形がある。P3・ 6・ 8に柱痕、P5に柱材があつた。

遺物は、柱穴の覆土から土師器甕、内黒杯、弥生時代後期の甕等が出土した。いずれも小片で図化できる

ものは少なく、第 81図 1は折り返し口縁の甕で、2は高杯の脚、3は土師器の甕である。 1はPlから、
2は P6から、3は P7から出上した。また、羽日の破片が出土した (第 96図 3・ 4)。

第 2号掘立柱建物跡 (ST02)昏 等鱒 32図・第8翔、国物彿鬱図・第路翔
本遺構は、調査地区の南側 S8E6・ S8E7・ S8E8・ S8E9。 S9E5。 S9E6・ S9E7・ S9E8。 S12

E8・ S9E9グリッドから検出された。第 4・ 6号竪穴住居跡を切る。平面形は4間×2間で、東西棟であ

る。規模は、桁行 8,60m、 梁行 4.側血である。主軸はN-8r― Wを指し、柱間は、桁行でおよそ 2.15m、
梁行でおよそ 2.25�である。P4と P20等の切り合い関係から、当初の南陣 明声陛の入れ替え後に内側に

約 50cm縮小して設けられたことがわかる。東側柱列は軒先柱の可能l■がある。柱穴は底の中央が窪むもの

と窪まないものがあり、平面形は円形か楕円形である。P6・ 7・ 8・ 10・ 21に柱痕、Pl・ 11・ 17に柱材

があった。P10と P20には裏込め石があつた。

遺物は、柱穴の覆土から土師器甕、土師器高杯、須恵器杯(箱清水式の甕等が出土した。いずれも小片で

図化できるものは少ない。第 82図 1は高台を付した須恵器の杯で購 日ま回転
^ラ
削りが施されている。 2

は須恵器の不蓋で口縁の先端は内側に折れている。 1は P19から、2は P21から出土した。

第 3号       (ST03)進 購 悌 38図・第8発、目勿錦開図・第33表ほか

本遺構は、調査地区の中央S4E7・ S4E8・ S5E7・ S5E8グリッドから検出された。平面形は 2 FHE×
2間の総柱で、南北棟である。規模は、桁行 3.60血、梁行 3.2Chである。主軸はN-9ば ―Eを指し、柱
間は、桁行でおよそ 1.8Ch、 梁行でおよそ 1.60mである。柱穴の平面形は円形か楕円形である。P5・ 7・

9裏込め石があつた。

遺物は、いずれも小片で図化できるものは少なしも第 83図 1は須恵器の甕である。 2は箱清水式の甕で

ある。 1は P10から、 2は P llから出土した。その他、土師器甕等が出土した。

第 4号       (ST04)進 購 律 34図・第9剰、潮勿第 34図・第路剰

本遺構イま、調査地区の中央S4E9。 S4E10。 S4E■・ S5E9。 S5E10。 S5E■ グリッドから検出さ

れた。第■0号土坑を切る。また、第 8号住居跡と重複しているが、新旧関係は不明である。東側が調査地

区の外で未調査のため、東に続く晰 離〕ミあり、桁行は何間が不明である。梁行は 2間で、規模は 3.殉mで
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ある。主軸はN―鬱P―Wを指し、柱間は桁行でおよそ 2.30m、 梁行でおよそ 1,85mである。柱穴の平面
形|ま円形と精円形がある。P6に柱痕、Plに柱材があった
遺物は、柱穴の覆土から土師器甕、内黒郷、須恵器杯、弥生後期から古墳初頭の甕及び高杯等が出上した。

いずれも小片で図化できるものは少なヤ比第 84図 1は内黒の郭で体部はヘラ削りが施されている。 2は土

師器の甕である。 1はP2から、2は P6から出上した。

第 5号掘立柱建物跡 (ST05)離 ぃ 35図・第9翔

本遺構は、調査地区の中央S5E ll・ S6E■ グリッドから検出された。第 7・ 8〕翌太住居跡及び第260
号土坑を切る。東側が調査地区の外で未調査のため、東旧続く可能l■があり、梁行は何蘭か不明である。桁

行4間の南北棟であると思われる。規模は、桁行 4.別血、である。主軸はN-1° 一Eを指し、柱間は、桁
行でおよそ 1,C15m、 梁行でおよそ 1.4Chである。柱穴は、平面形は円形を基本とし、比較的小さし、理十は

青灰色系上である。浦田B遺跡、上沖遺跡での平安時代末から中世の柱穴埋土に似ている。両遺跡での発掘
調査を経験した本調査の現場担当者は、本遺構も同時期になる可能性があるとの見解を示唆した。

遺物は、柱穴の覆土から上師器甕、内黒のイ、土師希^ケ甕等が出土した。いずれも小片で、図は本書に

掲載しなかった。

第 6号掘立柱建物跡 (ST06)離 ぃ 86図・第9荊、日勿彿弱図・第鵠詞
亦或割寺イま、誹躍郵地区の中央SlE8。 SlE9・ SlE 10・ S2E8・ S2E9。 S2E10・ S3E8。 S3E9・ S
3E10グリンドから検出された。第 9号竪穴住居跡を切る。さらに第 7号掘立柱建物跡のP2を本遺構のP
6が切る。平面形は 3間×2間の側柱式で、東西棟である。規模は、桁行 5.4Ch、 梁行 3.側hである。主
軸はN-9ば ―Wを指し、柱間は、桁行でおよそ 1.80m、 梁行でおよそ 1.8Chである。柱穴の平面形は長
方形と精円形があり、P2・ 4の断面形は段を有する。P3と P4で柱の建替があったと思われる。Pl・ P
6に柱痕あった。

遺物は、柱穴の覆土から土師器甕、内黒杯、須恵器杯、須恵器甕、須恵器壷等が出土した。いずれも小片

で図化できるものは少ない。第 85図 1は須恵器の甕で、P12から出土した。

第 71tE蜘 跡 (ST07)進 購 呻 37図・第9剰、勤 鱒腑図・第路荊
本式罰寺イま、訪躍郵地区の中央SlE9・ S lE 10。 SlEll・ S2E9。 S2E10・ S2E ll・ S3E9・ S3E10・
S3E llグリッドから検出された。第9号竪穴住居跡を切る。また、第6号掘立柱建物跡のP6に本遺構の
P2が切られる。平両形は3間X2間の側柱式で、凍西株である。規働ま、桁行 5,20m、 梁行 3.嵌ぬ であ
る。主軸はN―認°一Eを指す。柱間は、桁行でおよそ 1,73m、 梁行でおよそ 1,90mである。柱穴は、平
面形はP2から5は隅丸長方形で、断面形はP5から7は底の中央が窪んで段を有する。P3・ 5から8に
柱痕があった。また、ほとんどの柱穴埋上に柱状に明黄褐色ヽ褐色の粘質土入つていたぅ特にP5でイま検出
時にこの粘質上部分がまるで柱痕のように現れた。柱材が腐朽した部分にたまる押十は通常この遺跡では青
灰色である。したがって、この粘質土は、柱材の腐朽・分解等の原因によるものではなく、柱材の周囲に充
填し、掘り形への据え付けを強くするために入れられたものと考える。このような方法でつくられた建物跡
は今回の調査では本遺構だけに確認されたものである。

遺物は、柱穴の覆土から土師器甕、内黒郷、須恵器杯、須恵器甕等が出上した。いずれも小片で図化でき
るものは少なヤち第 86図 1は土師器のイで丸底浅めの器形で府報こヘラ削りがなされており、P4から出
上した。2は土師器の高イの脚と思わは 杯部内面はミガかれている。P5から出上した。
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第 8号掘立柱建物跡 (ST08)齢 彿 38図・第10荊

本遺構は、調査地区の中央SlE7・ SlE8・ S2E7・ S2E8グリンドから検出された。平面形は2問 X

2間の側柱式である。規模は、桁行 2,70m、 梁行 2.∝血 である。主軸はN-1ば ―Eを指し、柱間は、桁

行でおよそ 1,35m、 梁行でおよそ 1。調血である。柱穴は、平面形は円形と楕円形がある。断面形は、Pl・

10は底の中央が窪んでが段を有する。部分的に柱の建替えが行われていると思われる。Pl・ 2・ 5・ 6に

柱痕があった。

遺物は、柱穴の覆土から土師器杯、土師器甕、須恵器杯、須落器甕等が出土した。いずれも小片で、図は

本書に掲載しなかった

第 9号掘立柱建物跡 (ST09〉 離 律 39図・第10表)
本遺構は、調査地区の北側NlE7・ NlE8・ OE7・ OE8グリンドから検出された。第202号土坑に切られ、

第202号土坑の掘り形底面からP5のプランが現れたD平面形は2間 Xl間の側柱式であると思われる。但
し、 トレンチのため、この他にも柱があつたかどう力Wま不明である。P5と P4の中間に柱穴が僅力ヽこ確認
されたが、水田用の排水管埋設による撹苦しを受け図示できなかつた。規模は、桁行 2,判血、梁行 2.60血 であ

る。主軸はN-1ば ―Wを指し、柱間は、桁行でおよそ 1.2Chである。柱穴は、P4と 5の底の中央が窪
んで断面形は段を有する。平面形は方形である。P2に柱痕があった。

遺物は、柱穴の覆土から土師器邦、土師器甕等が出土した いずれも小片で、図は本書に掲載しなかった。

第 10号胴泣注建物跡 (ST10)鍵 錆 彿拇図・第10到
本遺構は、調査地区の南側 N4E9。 N4E10・ N3E9・ N3E10グリッドから検出された。東西2間 と南

北1間を検出したが、その先は確認できなかった。柱穴の配列状況から何らかの建物跡と考えた。西側が著

しく削平され、P4は痕跡が確認されたのみであつた。P5は、本遺構に関連するか断定できないが、覆土
の状況及び柱穴サイズは他と同じである。規模は、桁行 3.40mである。主軸はN一開

°一Wを指し、柱間
は、桁行でおよそ 1.70m、 梁行でおよそ2,15mである。柱穴は、P3の底の中央が窪み、断面形は段を有す
る。平面形は円形を基本とするが、Plは楕円形である。P3に柱痕あった。
遺物は、柱穴覆土からは出土しなかった。

第 11号掘立柱建物跡 (STll)鐵 数第41図・第10司
轄 は、調査地区の北側N10E9・ N10E10。 N9E9・ N9E10グ リンドから検出された。第 270号土坑

と本遺構のP6は切り合うが、新旧関係は不明である。南西側は削平され、P2からP4の壁のほとんどが

失われた。平面形は2間×2間の南北棟である。規模は、桁行 3,40m、 梁行 4.CXhである。主軸はN一♂

―Eを指し、柱間は、梁行でおよそ 1,70mである。柱穴は、平面形は北側の3つは方形である。南側3つの

P3から5には柱痕がみられる。P3は柱痕のみである。P2と東側で対となる部分は扁平な礫を礎石とし
て使用していた。

遺物は、柱穴の覆土から土師器甕の小片が僅かに出土した

第 12号掘立柱建物跡 (ST12)縫 鈴 ぃ宅図・第■翔、迎勿第87図・第盟剰
本遺構は、調査地区の北側 N6E10・ N6E■・N5E10グ リンドから検出された。東側は調査地区外に出

ており、不明である。現状では平面形は2間×1間以上の側柱式で、南北棟である。主軸はN-1ば 一Eを

指し、柱間は、桁行でおよそ 1.95�、梁行でおよそ 1.65mである。柱穴は、P4を除いて底が窪んで断面形
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イコ斐を有する。平面形イま円形を基本としている。

遺物は、柱穴の覆土から土師器郷、土師器甕、須恵器杯等が出上し亀 いずれも小片で図化できるものは

少ない。第 87図 1は須恵器の杯で底部はヘラ切りがなされていると思われる。Plから出土した。

第 13ヨ随 射 理 ≧弦跡 (ST13)遺 構 (第 43図 。第11翔
本遺構は、調査地区の北側 N8E10。 N8E ll・ N9E10。 N9Eユ グリンドから検出された。現状では、平

面形は2間 Xl間である。東側が調査地区外であり、さらに東に続く可能l■Dミある。主軸はN-1げ 一Eを

指し、柱間は、桁行でおよそ 1.80m、 梁行でおよそ 2.∝mである。柱穴は底の中央は窪まなし屯平面形は方

形 。円形と楕円形がある。南西の柱穴は確認されていなヤ屯

遺物は、柱穴の覆土から土師器甕、須恵器郷、須忘器獲辞が出上した いずれも小片で、図は本書に掲載

しなかった。

第 14号掘立柱建物跡 (ST14)離 ぃ 44図・第■翔、溜勿第酪図・第艶翔

本遺構は、調査地区の封LTRll Nl舛 E9。 Nl朋]10。 NllE9。 NllE10。 N10E9・ N10E10グ リッドから検出

された。平面形は 3間 X2間の側柱式で、南北棟である。規模は、桁行 5.30m、 梁行 3.側血 である。主軸

はN―ば ―Eを指し、柱問は、桁行でおよそ 1.77m、 梁行でおよそ 1,95mである。柱穴は、P7底の中央
が窪むが、その他は窪まなしも平面形は円形と楕円形がある。P7・ 8・ 10に柱痕、P3に裏込め石があつ

た。

遺物は、柱穴の覆土から内黒の杯、土師器甕、須恵器杯、須恵器蔑等が出土した。いずれも小片で図化で

きるものは少なヤ、第 88図 1イ鶏 の杯奄臨訥まヘラ切りがなされている。P2から出上した。

第 15号掘立柱建物跡 (ST15)離 いЪ図 ,第 ■翔、国勿悌鵠図・第拠翔

本遺構は、調査地区の北側 N14E10。 N14Ell・ N13E10。 N13Ell・ Nl囲E10・ N12E■ グリンドから検

出された。平面形は、現状では2間×2間であるが、東側が調査地区外であり、さらに東に広がる可能l■は

ある。第 12号竪穴住居跡を切る。規模は、桁行 3.04m、 梁行 4.∝血 である。主軸はN―ぽ ―Eを指し、

柱間は、桁行でおよそ 1,70m、 梁行でおよそ 2,OChである。柱穴は、P5の底の中央が窪んで断面形に段を

有するが、他のものは窪まなヤ屯平面形は方形を基本としていると思われる。

遺物は、柱穴の覆土から内黒の杯、土師器甕、須恵器杯、須恵器甕、箱清水式の甕等が出土した。いずれ

も小片である。第 89図 1は土師器の甕で、P6から出上した。

第 3節  柱穴列
第 1報 列 (SA01)薄 壽綽

“
図・第12翔

本遺構は、調査地区の北側 N19E■・N19E12・ Nl団 11・ グリンドから検出された。柱穴 3島益脇魂

第7号柱穴列と平行に隣接して検出されたが、柱穴の規模や配置に違いが見られ、これら2つの柱穴列が 1

つの建物を構成するとは考えにくかったので、それぞれ単独の遺構としてとらえた。また、調麿地区の瑞に

位置し、東側が未調査のため、掘立柱建物跡の可含Bl■がある。主軸はN-13° 一Eを指し、柱間はおよそ

1,64mである。柱穴は、底の中央が窪むものと窪まないものがあり、深さは一定しな彰比平面形は長方形と

精円形がある。Plから3に柱痕があった。

遺物は、柱穴覆土からは出上しなかった。
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第 2号柱穴列 (SA02)進 騰 律 T図・第12翔
本遺構は、調査地区の中央S5E8・ S6E8グ リッドから検出された。柱穴 3基が並ぶとこの柱穴列に対

応する柱穴がないため、柵跡と思われる。主軸はN―ポ ーWを指し、柱間はおよそ 1,75� である。平面形
は楕円形を基本としている。深さは一定していなし比柱痕等は確認されなかった。

遺物は、柱穴覆土から僅力ヽ こ土師器の甕の胴都と思われる破片を出土したが、図は本書には掲載しなかつ

た。

第 3号柱穴列 (SA03)進 騰 彿墾図・第12詞
本遺構は、調査地区の中央S5E10・ S5E■・S6E10グリンドから検出された。柱穴 3基が並ぶと調査
地区の端に位置し東側が未調査のため、掘立柱建物跡の可能性がある。主軸はN―ぽ ―Eを指し、柱間は

1.4Chである。柱穴は、P2の底の中央が窪む。平面形は円形が基本である。

遺物は、柱穴覆土から内黒のイ、土師器甕、土師器高郵等の破片が出土したが、本書では、図を掲載しな

かつた。

第 4号柱穴列 (SA04)潮 毒第ゅ図・第12翔
本遺構は、調査地区の南側S12E10。 S13E10・ S14E10グリッドから検出された。第 2号竪穴住居跡
を切る。柱穴4基が6.00mにわたつて並ぶと第 5弓用ジJと極めて隣接して検出された。第 5号柱列とは、35

clllほど西に平行して位置する。調査地区の端に位置し東側が未調査のため、掘立柱建物跡の可能い ある。

主軸はN―ピ ーEを指す。柱穴は、平面形は円形を基本としている。Plに柱材があつた。

遺物は、柱穴覆土から僅力斗こ土師器甕の破片を出土したが、本書では図を掲載しなかった。

第 5号柱穴列 (SA05)進 騰 彿∞図・第12到
本遺構は、調査地区の南側S12E10。 S13E10。 S14E10グリンドから検出された。第 2号竪穴住居跡
を切る。第4号柱列と極めて隣接して検出された。第 4弓湘レUとは 35 cmほ ど東に平行して位置する。柱穴

5基が 5.88mにわたって並ぶも主軸は国家座標の北を指すと柱間はおよそ 1.45mである。柱穴は、平面形

は円形を基本とする。

遺物は、柱穴覆土から僅力Wこ土師器甕の破片を出土したが、本書では図を掲載しなかった。

第 6号柱穴列 (SA06)目 寺備 51図・第12詞
本遺構は、調査地区の中央 NlE8・ OE8グリッドから検出された。柱穴3基が 3,18mにわたつて並夙
主軸はN―ザ ーWを指し、柱間はおよそ 1,55� である。柱穴は、平面形は円形が基本であると思われる。
Pl・ 3に礎石が戎り、柱が立っていたことを示している。掘物 の一部か、柵跡か断定はできなか

った。

遺物は、柱穴覆土から働 こヽ土師器甕の破片を出上したが、本書では図を掲載しなかった。

第 7号柱穴列 (SA07)激 壽第貶図・第13詞
本遺構は、調査地区の南側 N19E12・ N18E12グ リンドから検出された。3mにわたつて、3基の柱穴が

並んでいる。第 1号柱穴列と平行に隣接して検出されたが、柱穴の規模や配置に違いが見られ、これら2つ

の柱穴列が 1つの建物を構成するとは考えにくかつたので、それぞれ単独の遺構としてとらえた。また、調

査地区の端に位置し北東側が未調査のため、掘立柱建物跡の可含旨陛がある。主軸はN-1グ ーEを指し、柱
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間は 1.50mである。柱穴は、平面形は円形と楕円形がある。

遺物は、柱穴覆土中からは出土しなかった。

第 8号柱穴列 (SA08)進 騰 彿開図・第13司
本遺構は、調査地区の南側S18E7・ S19E7・ S20E7グ リンドから検出された。第 13号竪穴住居跡と

重複するが、新旧は明確にできなかったぅ調査地区の端に位置し西側が未調査のため、掘立柱建物跡の可能

性がある。4.56mにわたつて 4基の柱穴が並ぶ。主軸はN-1° ―Eを指す。柱穴は、P2の底の中央が窪
んで断面形は段を有する。平面形は楕円形を基本としている。P2に柱痕があつた。
遺物は、柱穴覆土から土師器甕、箱清水式の甕等の破片が出土したが、本書では図は掲載しなかった。

第4節 土坑
土坑は最も検出数の多い遺構で、総数 171基を教える。竪穴住居跡、掘立柱建物跡、柱穴列及び溝跡以外

の落ち込みを、規模の大小や形状に関係なく土坑として番号づけした。これらの実測図は第 5な 図1から6

に、観簾表は第 14～ 17表にあらわした。また、土坑の覆上中から出上した遺物は、図化可能なものは第 90

図 1から4に掲載した。以下には、遺構の性格や遺物の出土などで特記する必要があると考えられる土坑を

選択して、所見等を記載したしゝ

第 92号土坑 くSK92)目 壽彿舅図・第15翔、迎勿第∞図・第艶表ほか
本遺構は、調査地区の南側S9E10。 S9E■・ S10E10・ S10E■ グリンドから検出され亀 規僕は
1,87m× 1.2Chで、平面形は不定形、断面形は浅い皿状を呈する。第 241及び 242号土坑と切り合う。廃棄

坑かと思われる。

遺物は、覆土中から内黒の杯、箱清水の甕等の破片が出上し、床面から土師器甕が出上した。図の1は内

黒のイで、膊 隅こヘラ削りが施される。 2は土師器の甕である。表面は磨耗していて調整等は不明である。
3は弥生時代の蓋と思われる。また、擦・敲石等が出上している (第 97図 29)。

第 202号土坑 (SK202)離 彿 54図・第16翔 、国勿 (第∞図・第望翔

本遺構は、調査地区の中央NlE7・ NlE8グ リッドから検出された。第 9号掘立柱建物跡のP5を切
つている。 トレンチにかかっているため、長径は不明で、短径は0.60mである。西側が破壊されているが、
本来は第 203号土坑と同じ平面形をしていると思われ、これと覆上が共通していること及び出土遺物に時代

差が見られないことから、この2基の上坑はほぼ同時期につくられ、同じ機能を果たしたものであると考え

られる。

遺物は、覆土中から底部回転沐切り未調整の須恵器坪、日鮮 財詰円を折り曲げた須恵器の不蓋、内黒のイ

等の破片が出上している。内黒の杯はロクロつくりのものと思われる。図の 1は高台を付した須恵器の邦で、

底部は回転ヘラ削りが行われている。

第 203号土坑 (SK203)齢 彿 54図・第16鶏、迎物 (第∞図・第艶・弱剰

本遺構は、調査地区の中央N2E7・ N2E8。 NlE7・ NlE8グ リッドから検出され亀 長径は1,42n
で、短径は 0。62mの長楕円形の平面形を呈する。第 202号土坑もこれと同じ平面形をしていると思われ、
覆上が共通していること及び出土遺物に時代差が見られないことから、この2基の土坑はほぼ同時期につく
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られ、同じ機能を果たしたものであると考えられる。

遺物は、覆土中から須恵器郷、盤、黒色土器、須恵器甕の破片が出上している。図
の 1・ 21」嚇薦器の杯

で底部は回転糸切り未調整である。 3は高台を付した須恵器の杯で、底部は回転合ラ削りがなされて
いる。

4イ彰眼謡笠排 と思われる。

第 207号土坑 (SK207)酷 い 54図・第16翔

本遺構は、調査地区中央のOE9グリンドから検出された。拳大の礫が集中する集石である。規脚ま0,75

×0,42である。礫は 65点以上確認された。これらは、それぞれに接合面を持ち、元は 10個以上の円礫を打

ち欠いたものであることが分かつた。礫を取り幽Υヽたところ、下には何も確認できなかつた。遺物は、土器

等は出土しなかった。

第 260号土坑 (SK260〉 遺構 綽躍図・第17翔
本遺構は、調査地区の南側S5E■・S4E■ グリッドから検出された。調査地区外へと続いているため

全体の形状は不明である。平面形は円形、断面形は皿状を呈すると思われる。長径は 1.25mである。底部に

は北寄りに円形の炭化波の広がりがある。焼土もイ螢州こみられた。中で何か焼いていた可能Lがある。

遺物は、土器等は出土しなかった。

第 300号土坑 (SK330)離 彿 54図・第17翔、迎勿 (第∞図・第弱・y翔

本遺構は、調査地区の南側S5E■・ S4E■ グリッドから検出された。長径は 2.側血 である。平面形

は隅丸長方形を呈し、断面形は底から壁にかけてなだら力ヽ こ立ち上がる。底面はしまりが無しヽ 第 20号竪

穴住居跡に切られる。

遺物は、古墳時代前期の壼、

`米

講 、甕、甑等の上器がそ象曇に出土している (第 90図)。

第 5節 溝跡

第 1号溝跡 (SD01)冒 毒第55囲 、国勿第 91図・第M剰
本遺構は、調査地区の南側 S10E8。 S14E9。 S14E10グ リンドから検出した。形状は、浅い皿状の断面

形で、ほぼ直線的に東西に伸びていている。東の端は境乱を受け、西の端は消滅している。規模は現状の長

さで 10,随、幅はおよそ 0,8mである。覆土は灰褐色の粘質上の単層で、炭化物を含んでいる。流水の状況

は捉えられなヤ比

遺物は、第 91図の 1は須恵器の杯蓋である。 2から6は須恵器の杯で、 6は高台を付している。5の底

部は回転旅切り未調整である。 6の底部から体部下半は回転トラ削りがなされている。 7は須恵器の甕であ

る。8は器台の脚邸で、円形の透かしを有する。 9は弥生時代の壷の底部である。このほか、土師器のイ、

内黒の杯、土師器甕、須恵器の甕等の破片が出上した。この他、微量に木の実の破片が出上したが、破損が

大きく詳細は不明である。

第 2号溝跡 (SD02)目 壽彿56動
本遺構は、調査地区の南側 S15E5。 S15E6グ リッドから検出した。形状は、極浅い皿状の断面形で、直

線的に伸びていている。南西の端は調査地区の外までの伏 北東の端は消滅している。規模は現状の長さで

1.5m、 幅はおよそ0.6mである。覆土は黒褐色の粘質上の単層で、流水の状況は捉えられなヤち

-31-



第 3号溝跡 (SD03)目 寺第 58醐、創勿第 92図・第認～櫛表1よか
本遺構は、調査地区の北西に72,Omにわたって検出された。明褐色砂質上の地山層を掘り込んでいる。幅

は検出面でおよそ 2.3mから1,5mである。深さは0,6m程度である。しかし、上吉日ま昭和 43年実施のほ場

整備で削平されていることから、本来はもつと広く深かったと思われる。平面形は、8ヶ所にわたつて、左

右に緩やかな曲線を描いている。断面はU字形である。覆土は流水による堆積物と考えられる。底面の標高
差から、南から北へ流れたと考えられる。

覆土は大きく上部と下部に分かれ、上部は黒～褐灰色粘質土で、中にブロック状に黄褐色粘質土を含視

下部は砂礫層が雄積し、全体が鉄分の酸化によつて茶褐色を呈している。礫が多量に出土しているが、多く

は上層の粘質層に含まれていたものである。粘質層は、B― B´ セクションとC― C´ セクションでは溝の

西に寄っているが、D一 D´ セクションでは東に寄つている。礫の出土もこれに対応して、図の北側は溝の

西寄りに礫が集中し、南側は溝の東寄りに集中して出土している。覆土層は、曲線を抽いた溝の形状に影響

を受けて形成されていると思われる。また、遺物は上層と底面から多く出土している。第 92図の 13・ 18の

軸 及び郭蓋は最劇曙の粘土質の上層から出上した。42・ 51の須恵器甕は溝底から出上し、雄積の初嘲

段階で埋没した可能陛がある。

本遺構の西側には遺構がほとんど存在していなヤ屯従つて、集落の西側を画する溝である可含蟄14_Dミある。

遺物は、土器、石器、木材片、炭化物等が出土した。第 92図の 1から4は土師器の杯である。丸みのあ
る体部で、外面にヘラ削りが施される。2と 5は平底であると思われる。 6から8は内黒の杯で、6の底言る

は回転沐切りで、7は手持ちヘラ削りがなされている。 9から 11は土師器の高不で、 9はランパ状に開く
脚部で、10は筒部が内弯する脚部である。12から15は須恵器の蓋で、13・ 14は日縁端部を短く折り曲げ

る杯蓋である。15は深く、帝奉と思われる。16から23は、須恵器の無高台の杯である。16・ 18・ 22・ 23

の底部は回転沐切りを行い、19。 20は回転ふラ切りを行っている。17は、底部切り離し後粗雑な調整を行
い、21は手持ちヘラ削りをしている。24から26は、須恵器の箱形の体部に高台を付した杯で、高台の断面
は平行四辺形を呈する。24の障 日ま回転かラ切り、25。 27は回転公ラ削り、26は回転糸切りの痕がみられ

る。28から39は土師器の甕である。32から35・ 39の外面にヘラ削りが、36にはハケ調整が施されている。
38の障 限こは木葉痕が見られる。40から43は須恵器の壺と思われる。40は、小型で形が強く張る短頸壺
で、体部上半はロクロナデを、体部下半は回転

^ラ
削りを行つている。購 日ま手持ちヘラ削りがなされてい

る。42から43は高台を有し、胴部下位にヘラ削リカ光子われている。44の高台は削り出して作り、底部に回

転ヘラ削りがみられる。45から56は須恵器の甕である。その内、56は凸帯付四耳壺で、耳部の断面形は孔
が途中まで開く。凸帯の断面形は四角形を呈する。57と 58は横瓶である。59は弥生時代の壺の胴隣Iと思わ

れ、外面に赤色塗彩が施されている。この他、多量の上器類が出上した また、石鏃、打製石斧、敲石等の

石器類が出土した (第 97図 1～ 3・ 7・ 30卜 32)。

第 4号溝跡 (SD04)齢 彿58剛

本遺構は、第3号溝跡の】陪|に東西方向に延びる。西側は次第に浅くなり、その先はほ場整備による土層
の削平のため明確にできなかった。第 3号溝跡とは違い、幅は細く深さも浅し、第 3号溝跡に合流する支流
の溝であろう。

第 5号溝跡 (SD05)胤 壽伸57醐、国勿第粥図・第宅荊
本遺構は、調査地区南側の S18E16・ S18E17・ S19E16・ S19E17・ S20E16・ S20E17南北方向に延び
る。北側イ脚 区妙 卜まで延び、南側は第 20号歓 住居跡と切り合う。底面の標高差から、北から南ヘ
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流水があった可含旨l■があるが、明確なことは分からない。

遺物は、働 こヽ出土した。図の 1は弥生土器の高イの杯部であるが、磨耗が著しく詳細は不明である。2・

3は高杯の脚部で、2には円形の透かしがある。 4は須恵器の杯蓋で、日縁端部が折れるものである。 5・

6は土師器の甕である。その他、須恵器の不、須恵器の壺等の破片が出土した。

第 6節 遺構外

本調査地区は、ほ場整備事業により全体的に削平を受け、撹舌日こより遺構が大きく損失している部分もあ

つたにもかかわらず、耕作土中等に含まれている遺物は比験的少なかった。遺物は、古墳時代前期、奈良・

平安時代等の遺物が出上した (第 94図 )。 この中には陶器(灰釉鵡 、土師質土器等の遺構から出土しなか

った種類の遺物もみられる。

第 7節 まとめ
本調査で検出された遺構群を出土土器の様相とともにみてみると、おおよそ次のようなことが言える。

堅穴住居址群については、古墳時代後期から奈良時代 (7世紀後半から8世紀後半)に属するものを主体

としていると考えられる。掘立柱建物跡群については、上記の時期に属する遺物のほか箱清水系土器の破片

が出上しているが、これらは出土量が少なく、また柱穴の覆土から出上したものをその遺構の所属時期に単

純に結びつけることには多少の無理があると思われる。竪穴住居跡との切り合い関係をみてみると、多くの

場合は掘立柱建物跡が切つている。このことから、とりあえず幅を広くもたせて、竪穴住居跡群とほぼ同じ

時期からそれよりも新しい時期の中に属すると考えられる。土坑群の時期についてもこれと同様である。溝

跡も、第 1号溝跡及び第 3号・4号溝跡は出土遺物の様相から以上の遺構群と同じ時間に存在した可能性が

大きい。また、これら遺構に伴つた土器に加えて遺構外から出土したものを含めた出土土器の中にロクロ調

整の内黒の郷がごく僅かしかみられなヤ比 このことからも本調査地区に検出された遺構群は古墳時代後期か

ら奈良時代を主な時代とする集落跡と言つていいと考えられる。

この中で例外的なのは、古墳時代中期の遺物を出土する第 19号竪穴住居跡と古墳時代前期初頭に属する

土器を多く出土している第 380号土坑である。そのほか、遺構外からは、平安時代の灰釉陶器の椀が 1点出

土している。また、現場担当者は、第 5号掘立柱建物跡の柱穴理十が浦田B滝跡 (平成 8年度調査)。 上沖
遺跡 (平成 9年度調査)での平安時代末から中世のそれに類似性がみとめられることから、第 5号掘立柱建

物跡もそれらと同じく平安時代末から中世に属する可能性があるとの見解を示唆している。

さらに、調査地区以外のこの近辺にはこれらの例外的な遺構・遺物と同じ時期に属する遺構が存在する可

育旨性があると言え、周辺を含めたこの‐帯の地域には古墳時代前期初頭より平安時代もしくは中世まで断続

的に生活等の営みがあつたことが推測される。

また、第 4節でも触れたが、第 3号溝跡の西側には遺構がほとんど存在していない。このことから、本調

査地区は集落の西端に設定されたものと考えることができ、集落跡はさらにこれより東へ広がる可能性をも

つものと言える。ただし、調査地区の形状が細長く東西の幅が十数メートルしかないという制約があるため、

今回確認できた状況だけから断定することは妥当ではなヤ比

なお、土器の時期については、1987年の『長野県考古鞠 55・ 56に掲載された小林真寿氏の「■/JA

地方における様相」及び 1999年 (財)長野県埋蔵虞化財センター発行の『上信越自動車道埋蔵文化財発掘

調査報告書26更埴市内その5更埴条里遺跡・屋代遺跡群』の「第8章第1節」等を参考にした。
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2 10YR3/3暗 褐色粘質土 (褐色砂混じり)

3 10YR3/2黒 褐色粘質土 (粘土多量に含む)

H―
      P4     4生

ii!0

110Ⅶ 2/2黒褐色 (暗褐色混じり)粘質土

1 10YR3/4暗褐色粘質土 (炭化物少量含む)
2 10YR2/2黒 褐色粘質土
3 10YR4/3に ぶい黄褐色粘質土
4 10YR3/2黒褐色粘質土

雖粘む含を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

17.5YR3/2黒褐色粘質土
1 10YR2/2黒 褐色粘質土 (小石混じり) 2 10YR3/2黒 褐色粘質土
27.5YR2/2黒 褐色粘質土 (炭化物混じり)
3 10YR2/4暗褐色 (黒褐色混じり)粘質土 (小石混じり)            3 10YR2/2黒

褐色強粘質土

47.5YR2/2黒 褐色粘質土 (暗褐色プロックを含む)
5 10YR2/3黒 褐色粘質土
6 10YR3/2黒 褐色粘質土 (地山かもしれない)

４４‐

一
Ｊ一Ｊ

0           2m

第 31図  第 1号 掘立柱建物跡実測図 (2)
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P20    P4   441.50

H´

1 10YR3/3暗 褐色 (黒褐色混じり)粘質土
2N3/暗灰色粘土l N3/暗灰色粘土

2 10YR3/1黒褐色 (暗褐色混じり)粘質±                  3 10YR3/1黒 褐色 (暗褐色混じり)粘質土

l N3/暗灰色 (褐色上を少量含む)粘質土
2 10YR3/1黒 褐色 (暗褐色混じり)粘質土

４４‐

．
一
Ｉ

一
・

４４‐

．
一
Ｊ

一
Ｊ

1 10YR2/3黒 褐色 (暗褐色混じり)粘質土
2 10YR2/2黒 褐色強粘質土

1 10YR3/3暗 褐色粘質土
210Y22/3黒褐色強粘質土 (炭化物を少量含む)
37.5YR3/4暗 褐色粘質土

「
齢牝

'0

M
l N3/暗灰色粘土
21043/1黒褐色 (褐色混じり)粘質土

P14    441.50

M       M´

寸

1 10YR3/1黒 褐色 (褐色混じり)粘質土               P2,P12,P13,P15,P17,P18,P19の 覆土
2 10YR3/1黒 褐色 (暗褐色混じり)粘質±               10YR3/1黒 褐色 (褐色混じり)粘質土

P3,P8の覆土
10YR3/1黒褐色 (褐色混じり)粘質土 (炭化物を含む)
P5,P16の覆土
10YR4/1褐灰色 (褐色混じり)粘質土
P9,P21の覆土
10YR4/1褐灰色 (褐色混じり)粘質土 (炭化物を含む)

o            2m

第 32図  第 2号 掘 立 柱 建 物 跡 実 測 図 (2)
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P10 1 10YR3/3暗 褐色粘質土
2 10YR3/1黒 褐色粘質土
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昨
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bト レンチ      r

P51 10YR4/1褐 灰色粘質土
2 10YR3/2黒褐色粘質土
P61 10YR3/4暗 褐色 (黄褐色混じり)粘質土
2 10YR3/1黒褐色粘質土

Plの覆土
10YR2/3黒褐色粘質土

P2,P8の覆土
10YR3/3暗褐色粘質土

P3,Pll,P12の 覆土
10YR3/2黒褐色粘質土

P4の覆土
10YR3/1黒褐色 (褐色混じり)粘質土 (炭化物、 3 clll位 の
を含む)

P7の覆土
10YR3/1黒褐色 (暗褐色混じり)粘質土

P9の覆土
10YR3/1黒褐色粘質土

P13の覆土
10YR3/1黒褐色 (褐色混じり)粘質土 0            2m

第 33図  第 3号 掘立柱建物跡実測図
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Plの覆土
10YR3/1黒褐色シルト (指頭大の礫、砂粒、炭化物を含む)

P2の覆土
10YR2/3黒褐色シルト (砂利混じり)

P3の覆土
10YR2/3黒褐色シルト (砂利、炭化物混じり)

P4の覆土
10YR2/3黒褐色粘質土

P5の覆上
10YR3/1黒褐色 (褐色混じり)シルト

P6の覆土
10YR2/2黒褐色シルト (炭化物、焼土混じり) 0          2m

第 34図  第 4号 掘立柱建物跡 実測 園
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第 35囲  第 5号掘立柱建物跡案測図
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1 10YR2/1黒色シルト (礫を含む)
2 10YR3/2黒 褐色シルト
3 10YR3/3暗 褐色シルト

oξ                                                        聟

＞　庁／』け」Ｒ‐‐‐′，‐ノ‐〔ｐ‐ゝ
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P2の覆土
10YR3/2黒褐色シルト (炭化物混じり)

P3,P7の覆土
10YE2/2黒褐色シルト

P4,P8,P9の覆土
10YR3/1黒褐色シルト

P5の覆土
10YR3/2黒褐色シルト (炭化物、焼土混じり)

P10の覆土
10YR2/3黒褐色シルト

Pll,P12の覆土
10YR3/2黒褐色シルト

0            2m

第 6号 掘 立 柱 建 物跡 実測 図
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10YR4/4褐色シルト
10YR2/1黒色シルト (炭化物わずかに含む)柱痕
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     P4    巧
´

V
1 10YR3/4暗褐色シルト (小石混じり)
2 10YR2/2黒褐色粘質土

Plの覆土
10YR3/3暗褐色シルト (焼土、炭化物を少量含む)

P2,P3の覆土
10YR3/1黒褐色 (褐色混じり)シルト

P8の覆土
10YR2/2黒褐色シルト (直径 3 cm前後の石を含む)

P9の覆土
10YR2/3黒褐色シルト(焼上、炭化物少量含む)

441.50
F     P6   ~「 討

´

V
1 10YR2/1黒 褐色シルト
2 10YR4/6褐 色粘質土

第 37図  第 7号 掘立柱建物跡実測 図

1 10YR4/6褐色粘質土
2 10YR2/2黒褐色シルト

0          2m
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1 10YR2/2黒 褐色シルト (礫を含む)
2 10YR2/1黒 シルト (礫、炭化物を含む)柱痕

】II羊と〔r4/吾聾編:i旨生ちl境百を
含む)柱痕

1 10YR2/2黒 褐色砂質土 (小石
を含む)
2 10YR2/1黒 シルト (小石を
含む)

0デ孫

臼        O

⇔      卜

O

９
・、静

ぎ
部
・

潟
，
―
「
ｔ
♂

Ｓ２Ｅ８
十

祥

　
艦

争印1 10YR2/3黒褐色砂質土 (石を含む)
210Y22/2黒褐色砂質土 柱痕

】I艦〔子1責量乳
～
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P3の覆土
10VR2/2黒褐色砂質土 (小石を多く含む)

P4の覆土
10YR3/1黒褐色砂質土 (砂礫を含む)

P7の覆土
10YR3/1黒褐色 (暗褐色混じり)シルト

P8の覆土
10YR3/1黒褐色 (褐色混じり)シルト (炭化物、砂粒を含む)

P9の覆土
10YR3/1黒褐色シルト

Pllの覆土
10YR3/1黒 褐色シルト (砂礫を含む)

0             2m

第 38図  第 8号 掘 立 柱 建 物 跡 実 測 図
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1 10YR3/2黒褐色粘質土
2 10YR4/4褐色粘質土
3 10YR2/2黒褐色 (褐色混じり)粘質土

1 10YR2/2黒褐色粘質土
2 10YR3/2黒褐色粘質土 (砂利を含む)

P3,P5の覆土
10YR3/2黒褐色粘質土

P4の覆土
10YR3/3暗褐色粘質土
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0           2m
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Plの覆土
10YR2/1黒砂質土 (炭化物多量に含む)

P2の覆土
10YR2/3黒褐色シルト (小石混じり)

P3の覆土
10YR2/2黒褐色砂質土

P5の覆土
10YR2/1黒シルト
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Plの覆土
10YR3/2黒褐色粘質土

P2の覆土
10Y22/2黒褐色砂質土

P4,P5の覆土
10YR3/3暗褐色砂質土 (炭化物を含む)

'6,P7の
覆土

10YR4/1褐灰色 (褐色混じり)土

第 41図  第 11号 掘立柱建物跡実測 図
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Pl,P2,P3の覆土
10YP4/1褐灰色 (褐色、暗褐色混じり)シルト

P4の覆土
10YR4/1褐灰色シルト (砂礫を多量に含む)
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第 42図  第 12号 掘 立 柱 建 物 跡 実 測 図
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Plの覆土
10Yは2/1黒粘質土

P2,P3,P4の覆土
10YR4/1褐灰色 (暗褐色混じり)シルト
(小粒の礫を含む)
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_    P1   441.10
E       E´

Ψ

1 柱痕
2 10YR4/1褐灰色土

_ P2  4生 10

F             F´

▼
1 10YR4/1褐灰色土
2 10YR4/1褐灰色土と
にぶい黄褐色土の混合

_ P3 441.10
G       G″
マ

1 10YR4/1褐灰色土 (にぶい
黄褐色土ブロック混じり)

___      P7     441。 lo
HΨ r

l 柱痕
2 10YR4/1褐灰色土 (にぶい
黄褐色土ブロック混じり)    P4の

覆土

跨_鴇解θ

10YR4/1褐灰色土 (にぶい黄褐色土、炭化物を含む )

P5,P6の覆土
10YP4/1褐灰色土 (にぶい黄褐色上を含む)

P9の覆土
10YR4/1褐灰色土 (褐色土、炭化物を含む)

0           2m

P8     441.10

1~式

巫 ア

√
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1 柱痕
2 10YR4/1褐灰色土 (にぶい
黄褐色土プロック混じり)

P10    441.10

Jtt」
々

1柱痕
2 10YR4/1褐 灰色土 (にぶい
黄褐色土ブロック混じり)

44図  第 14号 掘 立 柱 建 物 跡 実 測 図
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10YR4/1褐灰色十 (褐色土プロックと小礫を含む)

第 45図  第 15号 掘立柱建物跡実測図
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Plの覆土
10VR4/1褐灰色土と4/6褐色シルト質上が
相互にプロック状に混じる

P2の覆土
1 柱痕
2 10YR4/1褐灰色土 (褐色シルト質土をブロックで含む)

P3の覆土
1 柱痕
2 10YR4/1褐灰色土 (褐色シルト質土をプロックで含む)
3 1044/1褐灰色粘質土
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第 47図  第 2号 柱 穴 列 実 測 図

0            2m

Plの覆土
10YR3/2黒褐色 (褐色混じり)シルト 締まっている

P2の覆土
10Y23/8暗褐色シルト

P3の覆土
10YR2/3黒褐色粘質土 (褐色砂質上を含む)

Plの覆土
10YR2/1黒色シルト (小石混じり)

P2の覆土
1 10YR2/1黒色シルト (小石混じり)
2 10YR2/1黒色シルト
3 10YR3/3暗褐色シルト
4 10YRl.7/1黒 色粘質土 (小石混じり)
5 10YR2/2黒褐色粘質土

P3の覆土
1 10YR2/2黒褐色砂質土 (小石混じり)
2 10YR2/1黒色シルト
3 10YR3/3暗褐色シルト
4 10YRl.7/1黒 色粘質土

第 46図 第 1号 柱 穴 列 実 測 図
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Plの覆土
10YR3/1黒偶色 (暗褐色混じり)粘質土

P2の覆土
10YR2/3黒褐色粘質土

P3の覆土
lllYR3た黒褐色 (暗褐色混じり)粘質土―

P4の覆土
10YR2/2黒褐色粘質土

P4《E)

S14E10

+

Pi鰍
鶏 色 (暗褐色混じり)粘質士

髯β霊力黒揺色粘質土

弩鯖 濫 髄 (聴饒 じり)腋 土

晋β露尤黒褐色 (暗褐色混じり)1粘質土

髯β露力黒褐色粘質土
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Plの覆土
10YR2/1黒色シルト (礎石 2個あり)

P3の覆土
10YR3/2月亀刹巳迫ヨこノルト
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第 1号住居跡 (規模の単位はm)

遺構実測図 1第 9図   1遺 物実測図 1第59図 そ
　
　
　
の
　
　
　
他

柱
穴 :う附納&鍬&翔

位

置

グリッド S15E9,S15E10

竃

位置 東壁 麟 10.75XO,70
標  高 441.08-441.18

覆土 」!I穏 :チ:膳福色〔堤呈盪もサ昇土規

模

規模 13.90X? 1床面積 1不明

壁高 1西壁0,26 形態 石組み

覆
土 】II器ジ]薫福琶軽醤坐視轟里邊む写キ

備

　

　

　

考

南半分は未調査

形

態

平面形態 不明   1主 軸方位 IN-95° ■

そ の 他

第 2号住居跡

遺構実測図 1第10図   1遺 物実測図 1第60図
そ
　
　
　
の
　
　
　
他

柱
穴 3う〔I:4111:::II:i!:

位
　
置

グリッド SllE9,SllE10,S12E9,S12E10

竃

位置 東壁中央   1規 模 10.68XO.92
標  高 441.05-441.13

覆土 !雛至
塞上
黒褐色粘質土 (焼土、炭化物混)

4粘土と焼土の混じり

規

模

規模 14.10X3.801床 面積 113.4aF

壁高 1北壁0.24 西壁0。 17

覆
土
1 10YR3/2黒褐色粘質土 形態 石組

備

　

考

SA04,SA05に切られる。
形

態

平面形群 隅丸方形  1主軸方位 IN-90'E

そ の 他

第 3号住居跡

遺構実測図 1第11図   1遺 物実測図 1第61図 そ
　

　

の
　
　
他

柱
穴 鳥単撃習影‰盤ぷ史ってぃる

位
　
置

グリッド S10E10,S10Ell,SllE10,SllEll

竃

位置 】ヒ壁 規模 |?× 0.7
標  高 440.95-441.00

覆土 10YR3/2黒褐色粘質土 (炭化物、焼土混)
規

模

規模 13.55X? 1床面積 1不明
形態 石組

壁高 1北壁 0。 20 南壁0.15
備

考

東半分は慣乱のため失われている。
覆
土
1 10YR3/2黒褐色粘質土

形

態

平面形態 隅丸方形か?1主軸方位 |ほぼ座北

そ の 他

第 4号住居跡

遺構実測図 1第12図   1遺 物実測図 1第62図
そ

　

　

の
　

　

他

柱

穴 :ヨ tl:|二||:与ill:?!1裏 ial!ぢ与10・
36XO.18)

位

置

グリッド S9E8,S9E9,S10E8,S10E9

標  高 440.95-441.08

竃

位置 】ヒ昌≧ 規模 10,85XO.70

規

模

規模 14.40× 4.301床面積 116.7ゴ
覆土 妨掘

ヒ

ヒ
炭
炭
土
土
焼
焼
監
雖
粘粘粘
絶絶絶
黒黒黒

／

／

／

ｍ
Ⅶ
Ⅶ壁高 1北壁 0。 28 東壁0.20

覆
土
10YE2/3黒褐色粘質土 形態 石組み

備

　

考

形

態

平面形態 隅丸方形  1主軸方位 1卜3つ 一▼

そ の 他

第 2表  竪 穴 住 居 跡 観 察 表 (1)
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第 5号住居跡 (規模の単位は■)

遺構実測図 1第13図   1遺 物実測図 1第63図 そ
　
　
の
　
　
他

柱
穴
な し

位

置

グリッド S8E10,S8Ell,S9E10,S9Ell

標  高 441.18-441.24
竃

位置 東壁南寄り  1規 模 10。 40XO。 60(焼土範囲)
覆土 10YR2/3黒褐色粘質土規

模

規模 13.40X3.181床面積 18,9 Ef

壁高旧醒罰.13 西壁0_05
形態

備

　

　

　

考

覆土 1 1 10YR2/3黒褐色粘質土

形

態

平面形態 隅丸方形  1主軸方位 1卜890-E

そ の 他

第 6号住居跡
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そ

の

他

柱

　

　

穴

の
５２
４５
０７
３７

・

２

０

・
０

・
０

。
Ｌ

ｘ０

６Ｘ

３ｘ

７Ｘ

ＯＸ

３４

　

・

４

　

・

６

　

・

９

・

９

０

．
ｘＯ

ｘＯ

ｘＯ

ｘ０

Ｘ

５６

９０

０２

０４

？

０
・
０
・
１
・■

Ｐ２

Ｐ４

Ｐ６

Ｐ８

Ｐ‐０

妙
の
Ｄ
Ｄ
Ｄ

４

４

４

２

０

０

．
０

，
０

．
０

．
０

．

５０

５４

５６

４２

４５

０

．
０

．
０

．
０

．
０

．

７

６

７

５

４

０

．
０

．
０

，
０

．
０

．

Ｐｌ
Ｐ３
Ｐ５
Ｐ７
門

位

　

置

グリッド S6E8,S6E9,S7E7,S7E8,S7E9,S7E10,
S8E7,S8E8,S8E9,S8E10,S9E8,SOE9

標  高 440.95-441.10

竃

位置 ゴヒ昌と 規模 11.30X O。 90規

模

規模 16.90X6.521床面積 140。 3(腔定)

覆土
!盈堅wサ

2曇
福色籍普上
側ヒ物、焼土混)

4 10YR3/2黒褐色シルト (小石を多く含む)

壁高 1南壁0,30 北壁0_10

覆

土 ζ認4Bチユ曾母#:Eヨ彗:Fえ】【陥 舒」L】記) 形態 石組

形

態

平面形態 隅丸方形か 1主軸方位 |卜23°―T 備

考そ の 他

第 7号住居跡

遺構実測図 1第15図   1遺 物実測図 1第65図 そ

　

　

の
　
　
他

柱
穴
不明

位

置

グリッド S5Ell,S6Ell

竃

位置 鰈
標  高 441.04-441.06

覆土
規

模

規模 14.20X? 1床面積 1不明
形態

壁高 |】ヒ壁0.24 南壁0.20
備

　

　

　

考

妥糊盈義響農獣漁。覆 110Y22/3黒褐色粘質土 (小石混)

形

態

平面形態 不明   1主 軸方位 1不明

そ の 他

第 8号住居跡

遺構実測図 1第16図   1遺 物実測図 1第66図 そ
　
　
の

　

他

柱
穴
な し

位

置

グリッド S5E10,S6E11,S6E10,S6Ell

竃

位置 東壁南寄り  陣離割 0.40XO.60(焼土範囲)
標  高 441.12-441_15

覆土 10Y22/3黒褐粘質土
規

模

規模 12.80× 2.66 床面積 Ef

形態
壁高 1北壁0.16 西壁0.12

備

考

M-04,Sr05,STl16に 切られる。
覆
土
11042/3黒褐色シルト (小石、砂利混)
しまっている

形

態

平面形態 隅丸方形  1主軸方位 |卜830-E

そ の 他

第 3表  堅 穴 住 居 跡 観 察 表 (2)
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第 9号住居跡 (規模の単位はm)

遺構実測図 1第17図   1遺 物実測図 1第67図
そ

　

　

の
　

　

他

柱

穴

０

４

２

Ｐ

Ｐ

Ｐ

:4〔I:`,III!ふli120)
位

置

グリッド SlE9,S2E8,S2E9,S2E10,S3E9,S3E10

標  高 441.03-441.09

竃

位置 ゴ隆 鰈 10.85X O。 65

規

模

規模 13.65X3.581床面積 111.2鮎定)
覆土 じ

じ
＞窮婉

リ

ツ
化

舞

ヽ
炭

土
土
土

色
焼
焼

褐
く
く
塾
雖
離
齢
鶏綿鶏

／

／

／

Ⅶ
Ⅶ
ｍ壁高 1西壁0.22 北壁0.15

覆
土
1 10YR2/3黒褐色粘質土 (褐色土混じり) 形態 石組

備

　

考

観-06,Sr-07に切られる。
形

態

平面形態 隅丸方形か 1主軸方位 IN-28・ ―E

そ の 他

第10号住居跡

遺構実測図 1第18図   1遺 物実測図 1第68図
そ
　
　
　
の
　
　
　
他

柱

　

穴

::tl:i!||:lξ ll::専 ;  :そ ||:;:||!i専||!:;す
)

:`モI:ユ:II::!II:ユ !:  ::`宅 il:甘歩♀il:!よ専illiイ)
Pll(0,3 4XO.34XO。 3か P12(0.52X?XO_53)

位

　

置

グリッド
NlE10,NlEll,OE10,OEll, SlE10,SlEll

標  高 440.94-441.05

規

模

規模 15。 25× ? 1床面積 1不明

竃

位置 】ヒロ謹 鰈 11.05X l.05

壁高 1北壁0。 26 西壁0.22 覆土 10YR3/2黒褐色粘質土

覆
土
1 10YR3/2黒褐色粘質土 形態

備

　

考

外

う
。
醐暗誰勘無剛群形

態

平面形態
|

隅丸方形 ?1主軸方位 IN―ポ■

そ の 他

第■号住居跡

遺構実測図 1第19図   1遺 物実測図 1第69図
そ

　

の

　

他

柱
穴
不明

位

置

グリッドI N2Ell,NlEll

竃

位置 鰈不 明
標  高 440.95-440.97

覆土
規

模

規模 1不明   1床 面積 1不明
形態

壁高 旧醒酌.22
備

　

　

　

考

0_40XO.60(焼 土範囲)
SB-10と 切り合う。
東半分は調査区域外

覆二 1 10YR2/3黒褐色粘質土

形

態

平面形態 1不明   1主 軸方位 1不明

そ の 他

第12号住居跡

遺構実測図 1第20図   1遺 物実測図 1第70図
そ
　
　
の
　
　
他

柱
穴
Pl(0.43XO_33XO.20)

位

置

グリッド N14E10,N14Ell,N13E9,N13E10

竃

位置 床面東寄り  1規 模 10。 47XO,37(焼土範囲)
標  高 440.54-440.58

覆土
規

模

醸 3.62X3.381床面積
形態

壁高 1東壁0.11 北壁0.05
備

考

観-15に切られる。
覆
土
1 10YR3/1黒褐色シルト

形

態

平面形態 隅丸方形か 1主軸方位 IN-180■

そ の 他

第 4表  竪 穴 住 居 跡 観 察 表 (3)
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第13号住居跡 (規模の単位はm)

遺構実測図 1第21図  1遺物実測図 1第71図 そ
　
　

の
　

　

他

柱
穴
不 明

位

置

グリッド S19E7, S20E7

竃

位置 規模
標  高 441.32-441.39

覆土
規

模

規模 13.48× ? 1床面積 1不明
形態

壁高 1東壁0.08 北壁0.05
備

考

西半分は調査区域外
覆二 11043/2黒褐色シルト

形

態

平面形態 隅丸方形 ?1主軸方位 1不明

そ の 他

第14号住居跡

遺構実測図 1第22図   1遺物実測図 1第72図
そ
　
　
の
　
　
他

柱

穴

Pl(0.38XO。 35)

位

置

グリッド S21E7,S22E7,S22E8

標  高 441.12-441.19

竃

位置 北壁 規模 10.92X O。 65

規

模

規模 14.0× ? 1床面積 1不明 覆土

壁高 1南壁0。 25 東壁0_15 形態

覆土 1 1 10YR2/3黒褐色シルト 備

　

　

考

西半分は調査区域外

形

態

平面形態 不明   1主 軸方位 IN-2.■
そ の 他

第15号住居跡

遺構実測図 1第23図   1遺物実測図 1第73図
そ
　
　
の

　

他

柱

穴

０
め
０

３

３

４

３

４

９

０

０

０

４

４

３

Ｐｌ
門
Ｐ５

髭〔I:4111:銘 |&鋸:
位

　

置

グリッド S25E9,S25E10,S26E9,S26E10,S26Ell
S27E9,S27E10

竃

位置 北壁中央   1規 模 11.35X l.05
標  高 440。 98-441_10

覆土 10YR3/1黒褐色 (褐色混)砂質土
規

模

規模 14.96× 4.50 床面積
形態

壁高 1東壁0.18 北壁0.08
備

考

覆
土 」II穏:チ!曇糧琶碇駐≦撃督急宅惑書室)

形

態

平面形態 隅丸方形か 1主軸方位 IN-1″ ―▼

そ の 他

第16号住居跡

遺構実測図 1第24図   1遺物実測図 1第74図
そ
　
　
の
　
　
他

柱

穴
::〔I:illl:二

!||:itl  iそ ||:illl::拿 ||:二i;位

　

置

グリッド S23E10,S23Ell,S24E10,S24Ell,S25E10
S25Ell

竃

位置 東壁 規模 1鶴 80 X O.54
標  高 441.04-441.12

覆土 】II穏:チi曇福琶懲暑圭(炭化物、焼土混)規

模

規模 1478X4481床面積

壁高 1西壁0。 12 】ヒ壁0,06 形態

覆
土
1 10YR3/1黒褐色砂質土 備

考

形

態

平面形態 隅丸方形  1主軸方位 IN-810-E

そ の 他

第 5表  竪 穴 住 居 跡 観 察 表 (4)
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第17号住居跡 (規模の単位はm)

遺構実測図 1第25図   1遺物実測図 1第75図 _
そ
　

　

の
　

　

他

柱

　

穴

不明

位

　

　

置

グリッド
S24E12,S24E13,S25E12,S25E13,S26E12
S26E13

電

位置 東壁     1規 模 10.90× ?
標  高 440.93-441.06

覆土
規

　

模

規模 1380X? 1床面積 1不明
形態

壁高 1西壁0.25 北壁 0。 16
備

考

北壁の焼土の範囲 (0.40X O。 30)
覆

　
土

11043/1黒褐色土 (砂礫を多く含み、堅く締ま
っている)
2 10YR3/1黒褐色土 (焼土、炭化物を含む)

形

　

態

平面形態 不明   1主 軸方位 IN-43° -7

そ の 他

第18号住居跡

遺構実測図 1第26図   1遺物実測図 1第76図
そ

の

他

柱

　

穴

Pl(0.58XO.56XO.48)P2(0_52XO.50XO.2妙
P3(0.64XO,56XO.32) P4(0.59 XO.54XO。 35)
P5(0.50XO。 30XO.09) P6(0。 42XO.40XO.22)
P7(0.56XO。 38XO.08)

位

　

　

置

グリッド
S22E14,S22E15,S23E13,S23E14,S23E15
S24E13,S24E14,S24E15

標  高 440.90-441.00

竃

位置 東壁  1規模 10。 90 XO,70 煙道の長さ1.30

規

　

模

規模 15.65X5.35 床面積 不明
覆土

11043/1黒褐色砂質土 (指頭大の礫を含む)
2 10YR3/3暗褐色ンルト (竃構築土)
3 10YR3/4暗褐色シルト (床に貼った土)壁高 1南壁0.34 西壁0.09

覆

土

10VR3/1黒褐色砂質土 (指頭大の礫を含む)
10YR3/1黒褐色砂質土ににぶい責褐色土をプロ

ック状に含む (床面の貼り上)
10YR2/3黒褐色ンルト (暗褐色土力,ク混じり)
10YR2/3黒褐色ンルト

形態

備

考

床面は貼り床である

形
　
態

平面形態 隅丸方形  1主軸方位 1卜860■

そ の 他

第19号住居跡

遺構実測図 1第27図   1遺物実測図 1第 77図
そ
　
　
の
　
　
他

柱

　

穴

不明

位
　
置

グリッド S24E13,S24E14,S25E13,S25E14

標  高 440.82-440.84

竃

位置 規模

規
　
模

規模 1不明   1床 面積 1不明 覆土

壁高 1西壁0.86 北壁0.34 形態

覆

土
1 10YR3/1黒褐色砂質土 備

考

SB 18に切られる

形

　

態

平面形態 不明   1主 軸方位 1不明

そ の 他

第 6表  堅 穴 住 居 跡 観 察表 (5)
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第20号住居跡 (規模の単位はm)

遺構実測図 1第28図   1遺物実測図 1第78図

そ

の

他

柱

　

穴

PI(0。 65XO.64XO.60)  P2(0.55XO。 48XO.32)
P3(0.38XO.33XO.52)  P4(0.50XO。 45XO.43)
P5(0.70XO.60XO.21)  P6(0.23XO。 23XO.12)位

　

　

置

グリッド
S20E16,S20E17,S21E15,S21E16,S21E17
S22E15,S22E16S22E17

竃

位置 西壁  1規模 10.50 X O_75 煙道の長さ1.12
標  高 440。 76-440.90

覆土

10m5/1褐色強粘質土 (焼土と炭化物を多く
含む)竃の灰と考えられる
10VR3/1黒褐色土 (焼土がまばらに含まれる)
焼土の塊
10VR3/2黒褐色シルト (全体に灰が混じって
いる)
5YR2/4極暗赤褐色土
7.5YR3/4暗褐シルト (焼土を含む)

規

　

模

規模 15.90X5。 301床面積 1推定29.OHf

壁高 1北壁0_40 南壁0。 21

覆

土

110m3/1黒褐色 (褐色混じり)シルト
2 10YR3/1黒褐色 (褐色混じり)シルト (小礫を
含む)
3 10YR3/1黒褐色シルト (小礫を含む)
410Y24/3にぶい黄褐色シルト
5 10YR3/1黒褐色シルト

形態

備

　

　

考

床半分に貼り床がみとめられる。
形

　

態

平面形態 隅丸長方形 1主軸方位 IN-399▼

そ の 他

第22号住居跡

遺構実測図 1第29図   1遺物実測図 1第79図

そ

の

他

柱

穴
な し

位
　
置

グリッド S20E17,S20E18,S21E17,S21E18

竃

位置 北壁  1規模 10.70X O.70 煙道の長さ1.05
標  高 440.71-440。 79

覆土

1 10YR2/3黒褐色シルト
2 10YR3/2黒褐色ンルト
3 10YR3/1黒褐色ンルト (焼土混じり)
4 10YR3/1黒褐色 (褐灰色混じり)粘質土
510Y22/3黒褐色 (暗褐色混じり)粘質土

規

　

模

新胞莫14.14X? 床面積 不明

壁高 1西壁0.39 南壁0.34

覆

土
11042/3黒褐色シルト

形態

形

　

態

平面形態 隅丸方形か?1主軸方位 IN-16e_▼ 備

　

考

床は貼り床である。
東側は調査区域外

そ の 他

第23号住居跡

遺構実測図 1第30図   1遺物実測図 1第80図
そ

の

他

柱

穴
な し

位

　

置

グリッド S18E17,S18E18,S19E17,S19E18,

竃

鱚
鰈
東壁 (0,70 X O.80) 煙道の規模 (0。 64XO.20)
】座≧(0。 70 XO_80) 爆日萱の肉則廉(0.85XO.30)標  高 440.64-440。 70

規

　

模

規模 13.80X3.40 床面積 1

覆土

110Ⅵ13/3贈熊尋tシルト
2 10YR3/1黒褐色粘質土
3 10YR3/3暗褐色シルトが焼け込んでいる土
410Ⅶ 4/2灰黄褐色粘質土

壁高 1南壁0,46 】陛 0,34

覆

土
110m2/3黒褐色 (暗褐色混じり)粘質土
2 10YR2/3黒褐色粘質土 形態

形

　

態

平面形態 隅丸長方形 1主軸方位 IN-87.E 備

　

考そ の 他

第 7表  竪 穴住 居跡 観 察 表 (6)

-87-



第 1号掘立柱建物跡  (遺構実測図 第31酌 (規模の単位はm)

位置 グリッド S10E6,S10E7,S10E8,SllE6,SllE7,SllE&S12E6,S12E7,S12E8,S13E6,S13E7,SSE8

規模 1桁行 2間×梁行 2間 (3_20× 5.30)1柱間寸法 1桁行4.10 梁行2.65 主軸方向 い♂―E

柱 穴

Nd 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備 考 Na 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備 考

楕円形 土師甕等 GIBl) 2 0,74 楕円形 土師甕等

3 隅娠彬 土師甕 艤 あり 4 &46 楕円形

5 楕円形 筋 あり 6 隅飯婦 土師菰 艦聘 (81日2) 梓痛あり

7 不定形

躯蝶
内部
(81饉3)

8 0。 63 楕円形 土師甕、内黒郭
弥生甕

甑 あり

緒

第 2号掘立柱建物跡  齢 実測図 第3那め

位置 グリッド S8E6,S8E7,S8E8,S8E9,SOE5,S9E6,S9E7,S9E8,S9E9

規模 1桁行 4間×梁行 2間 (8.60× 4.50)1柱間寸法 1桁行2_15 築行2.25 1主軸方位 |卜8Tギ

柱 穴

Na 長径 短径 深さ 平面形 遺 物 備  考 No 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備 考

1 0。 襲 楕円形 鰺 る 2 楕円形

3 円形 4 円形

5 円形 6 楕円形 掛嵐 土勝 等 柱痕あり

7 円形 甑 あり 8 楕円形 土師甕等 柱痕あり

9 円形 楕円形 土齢聾駄昂y卍生等 隷 承在掲底あり

円形 栂勢〕残る 円形

0。 39 円形 楕円形

円形 円形

円形 樹第秘曳る 楕円形

0,44 円形 る目兵意JttF(82Bl) 円形 裏込石あり

円形 撃‰否郡 顔
あり

備考 I SB04 SB06を切る

第 3号掘立柱建物跡  (遺構実測図 第33図 )

位置 グリッド S4E7,S4E8,S5E7,S5E8

規模 1桁行 2間×梁行 2間 (3.60X3_20)1柱 間寸法 1桁行1.80 梁行1.60 主軸方位N-9ば ■

柱 穴

NtL 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備  考 Nd 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備  考

橋円形 2 楕円形

3 円形 4 円形

5 0.44 楕円形 裏込石あり 6 楕円形

7 円形 裏込石あり 8 0.22 円形

9 円形 裏込石あり 楕円形 土臨 須意(83目 1)

円形 J,性甕G3B2) 円形 ?

楕円形

備考

第 8表  掘立柱建物跡観察表 (1)
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第 4号掘立柱建物跡  (遺構実測図 第34図 ) (規模の単位はm)

位置 |グ リッド S4E9,S4E10,S4Ell,S5E9,S5E10,S5Ell

規模 桁行 ?× 梁行 2間 (?× 3.70)1柱間寸法 1桁行2.30 梁行1.851主軸方位 1卜 8″ ▼

柱 穴

Ntx 長径 短径 深 さ 平面形 遺  物 備 考 Ntl 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備  考

1 楕円形 土師甕等 柱材残る 2 精円形 義T諌≧賽尋協勘事福縄習
3 円形 4 円形 土師郭等

5 円形 土師郭等 6 0.6410.48 精円形 土師甕等、内黒郭 (84図 2) 柱痕あり

備考 SB08と切りあう。東側は調査区域外

第 5号掘立柱建物跡  (遺構実測図 第35図)

位置 |グ リッド S5Ell,S6Ell 規模 1桁行 4間×梁行?Q.20× ?)1柱間寸法 1桁行1.05 梁行1.401主軸方位 1洋10■

柱 穴

NG 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備  考 NQ 長径 短径 深 さ 平面形 遣 物 備   考

1 円形 2 円形

3 円形 土師甕等 4 円形

5 0。 22 円形 土師義、内黒等 6 0,23 円形 土師義等

7 円形 8 円形

備考 1東側は調査区域外

第 6号掘立柱建物跡  (遺構実測図 第36図)

位置 グリッド SlE8,SlE9,SlE10,S2E&S2E9,S2E10,S8E8,S3E9、 S3E10

規模 桁行 3間×梁行 2間 (5.40× 3.6)1柱間寸法 桁行1.80 梁行1.801主軸方位 N 90° ―▼

柱 穴

No 長径 短径 深さ 平面形 遺 物 備 考 Ntl 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備 考

円形 土師養、須恵甕等 柱痕あり 2 楕円形

3 精円形 土師甕、須意壷等 4 ？

ｏ 円形 ? 土師甕等

5 精円形 土師甕等 6 円形 土師義等 柱痕あり

7 円形 8 ？

・ 不明

9 ？

・ 不明 精円形 須恵壷

精円形 楕円形 土椰ム内塁部氣須壼1(85目 1)

備考

第 7号掘立柱建物跡  (遺構実測図 第37図)

位置 グリッド SlE9,SlE10,SlEll,S2E9,S2E10,S2Ell,S3E9,S8E10,S3Ell

規模 桁行 3間×梁行 2間 (5。 20× 3.80)1柱間吋法 1桁行1.73 梁行1.901主軸方位 IN 86生 E

柱 穴

Na 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備 考 Ntx 長径 短径 深 さ 平面形 遣 物 備 考

精円形 J、 須恵甕等 2 隅丸形 土師養

3 隅鰯 土師甕等 柱痕あり 4 隅服彬 土

"ム

内塁ムlyF(86日 1)

5 隅鰯 J甕、筵略(8餌か 柱痕あり 6 ？

・
0.25 精円形 柱痕あり

7 0.55 楕円形 土師甕 柱痕あり 8 円形 土師義等 柱痕あり

9 楕円形 土師甕、須意甕等

備考 Ы06に切られる。

第 9表  掘 立 柱 建 物 跡 観 察 表 (2)
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第 8号掘立柱建物跡  (遺構実測図 第38図) 鰈 の単位はm)

位置 グリッド SlE7,SlE8,S2E7,S2E8

鰈 桁行 2間×梁行 2間 (2_70× 2.601柱間寸法 1桁行1.85 梁行1.301主軸方位 N-100-E

柱 穴

No 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備  考 NtL 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備 考

1 楕円形 土師甕 甑 あり 2 円形 柱痕あり

3 ？

・ 不明 4 円形

5 円形 柱痕あり 6 円形 土Hw愛、須恵甕 柱痕あり

7 円形 須恵郭 8 円形 土師甕等

9 円形 0.43 楕円形 土師郭

円形 円形 土師甕

円形

備考

第 9号掘立柱建物跡  (遺構実測図 第39図 )

位置 グリッド NlE7,NlE8,OE7,OB8

鰈 桁行 2間×梁行 ?(2.40× 2.60)1柱間寸法 1桁行1.20 梁行 I主軸方位 1卜 10° ■

柱 穴

Ntx 長径 短径 深 さ 平 面 形 遺   物 備  考 NG 長径 短径 深 さ 平 面 形 遺   物 備  考

1 隅丸長方形 2 隅丸長方形 土師郭 柱痕あり

3 隅丸彬 土師甕 4 ？

・ 不明

5 隅丸長方形 土師養

備考 SK202に切られる。

第10号掘立柱建物跡  (遺構実測図 第4醒め
位置 グリッド H4E9,N4E10,N3E9,N3E10

鰈 桁行2間×梁行 1間 ?(3.40× ?)1柱間寸法 1桁行1.70 梁行2_151主軸方位 1卜90.■

柱 穴

No 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備  考 Ntl 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備  考

精円形 2 円形

3 円形 顔 あり 4 円形

5 円形

備考 1西側は損乱を受けている。

第11号掘立柱建物跡  礎 測図 第41酌

位置 グリッド N10E9,N10E10,N9E9.N9E10

難 桁行2間×梁行 2間 G。 40× 4.00)1柱間寸法 1桁行1.70 梁行2.001主軸方位 1卜♂■

柱 穴

No 長径 短径 深 さ 平 面 形 遺 物 備  考 Na 長径 短径 深 さ 平 面 形 遺 物 備  考

1 隅丸婦 2 0。 44 円形

3 円形 柱痕のみ 4 ４
４ 円形 柱痕あり

5 0。 47 円形 絆席あり 6 隅丸方形 土師甕

7 0.44 隅丸方形 礎石のみ

備考

第 10表  掘 立 柱 建 物 跡 観 察 表 (3)
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第12号掘立柱建物跡  (遺構実測図 第42図) 鰈 の単位はm)

位置 グリッド N6E10,N6Ell,N5E10

規模 1不明 1柱間寸法 桁行1.95 梁行1.651主軸方位 IN-10'■

柱 穴

No 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備 考 No 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備 考

円形 J甕、須恵躊 (87El) 2 楕円形 土師甕、土師郭

3 円形 4 0,44 円形 須恵郭

備
考
東側は調査区域外

第13号掘立柱建物跡  (遺構実測図 第4麓め

位置 グリッド N8E10,N8Ell,N7E10,N7Ell

鰈 桁行 2間×梁行 ?(3.95× ?)1柱間寸法 1桁行1.80 梁行2.06 主軸方位 1卜 1げ ―E

柱 穴

No 長径 短径 深 さ 平 面 形 遺 物 備 考 Nd 長径 短径 深 さ 平面形 遺   物 備 考

隅丸方形 2 楕円形 土師甕

3 円形 須恵養、土師甕、須恵杯 4 円形

備
考
東側は調査区域外

第14号掘立柱建物跡  に 構実測図 第4哩め

位置 |グ リッド N10E9,N10E10,NllE9、 NllE10,N12E9,N12Elo

規模 1桁行 3間×梁行 2間 (5,30× 3.90)1柱間寸法 1桁行1.77 梁行1.951主軸方位 1卜
『
■

柱 穴

No 長径 短径 深 さ 平面形 遺   物 備  考 Ntx 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備 考

1 楕円形 須恵郭 2 楕円形 須恵鶏触壷(8田 1)

3 楕円形 裏込石あり 4 円形

5 円形 6 円形 上師甕、内蛛 須恵壺

7 円形 柱痕あり 8 楕円形 柱痕あり

9 0。 42 円形 醒K須恵壷 &45 円形 柱痕あり

備
考

第15号掘立柱建物跡  (遺構実測図 第45図)

位置 |グ リッド N14E10,N14Ell,N13E10  N13Ell,N12E10,N12Ell

規模 1桁行 2間×梁行 2間 ?(3_40X4.00?)1柱間寸法 1桁行1.70 梁行2.00 主軸方位 1卜 8° ■

柱 穴

No 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備 考 Ntl 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備 考

1 0。 33 楕円形 土師妻、須恵甕 2 隅丸絨

3 円形 須恵郭、内黒等 4 隅丸彬

5 円形 須恵郭ヽ内黒等 6 隅飯諺 瓢 J養 (89図 1)

7 隅飯婦

備
考
東側は調査区域外

第 11表 屈立柱建物跡観察表 (4)
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第 1号柱穴列  (遺構実測図 第46図) (規模の単位はm)

位置 グリッドI N19Ell,N19E12,N18Ell 柱 穴

隷 8.101柱間寸法 1行 1.64 No 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備 考

主軸方位 IN 13。 ■? 1 円形 柱痕あり

備

　

考

2 0.45 楕円形 顔 あり

3 楕円形 柱痕あり

第 2号柱穴列  (遺構実測図 第47酌

位置 グリッドI S5E8,S6E8 柱 穴

規模 3.501柱間寸法 行1.75 Nc 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備 考

主軸方位 IN―ぜ―▼ 楕円形

備

　

考

2 楕円形

3 楕円形 上師甕

第 3号柱穴列  (遺構実測図 第48図 )

位置 グリッドI S5E10,S5Ell,S6E10 柱 穴

鰈 3.501柱間寸法 1行1.40 血 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備 考

主軸方位 IN-8-E 円形 上師菱ヽ内黒郭

備

　

考

2 円形 土師甕

3 0.22 円形 上師高郭、土師養

第4号柱穴列  (遺構実測図 第49図)

位置 ク
″
リッ ト I S12E10,S13E10,S14E10 柱 穴

規模 血 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備 考

柱間寸法 行2.00 1 0.22 円形 土師甕 柱材が残る

主軸方位 N-1・ ―E 2 円形

備
　
考

3 円形

4 楕円形

第 5号柱穴列  (遺構実測図 第50図)

位置 グリッドI S12E10,S13E10,S14E10 柱 穴

鰈 5.851柱間寸法 1行1_45 Nd 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備 考

主軸方位 |ほぼ座北 1 楕円形 上師甕

備

　

　

　

考

2 0.28 0.22 円形

3 楕円形 上師甕

4 0.22 円形

5 円形

第 12表  柱 穴 列 観 察 表 (1)
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第 6号柱穴列  (遺構実測図 第51図 ) (規模の単位はm)

位置 グリッドI NlE8,NOE8 柱 穴

鰈 柱間寸法 1行 1.55 No 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備    考

主軸方位 IN-1° ―V 1 円形 上師甕 礎石が残る

備

　

考

2 不明

3 円形 土師甕 礎石が残る

第 7号柱穴列  (遺構実測図 第52図)

位置 グリッドI N19E12,N18E12 柱 穴

規模 柱間寸法 1行1.50 Nd 長径 短径 深 さ 平 面 形 遺 物 備    考

主軸方位 IN-12° 司 1 0.44 楕円形 ?

備

　

考

2 円形

3 楕円形 上師

第 8号柱穴列  (遺構実測図 第53図)

位置 グリッドI S18E7,S19E7,S20E7 柱 穴

鰈 柱間寸法 行1_48 No 長径 短径 深 さ 平面形 遺 物 備 考

主軸方位 IN-10-E 楕円形

備

　

　

　

考

2 楕円形 土師養 柱痕あり

3 楕円形 弥生甕、土師甕等

4 円形

第 13表  桂 穴 列観 察 表 (2)
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遺構No 図8Nc 長径m 短径m 深さm 覆 土 出 土 遺 物 備 考

SK01 54凹-3 10Ⅶ3/2黒褐色粘質上 柱痕あり

S【02 54辟3 0.70 図中に記入 土師 柱痕あり 柱材出土
S【03 54凹-3 0.62 図中に記入 柱痕あり

S【 08 5411-3 0.22 0.20 10YR2/2黒褐色粘質土

S【 10 54圏-3 図中にHEA

SK15 10YR4/1褐灰色 (暗褐色、炭化物混)土 土師 柱痕あり

SK16 54凹-3 10Yt2/2黒褐色十

S【 17 54辟3 0.22 1043/1黒褐色 (暗褐色混)粘質土

SK18 54図卜3 10YE3/1黒褐色 (暗褐色混)粘質土

S【 19 54目-3 10YR3/1黒 褐色 (暗褐色混)粘質土

S【20 54国-3 図中に記入

S【21 54図卜3 0.27 図中に記入 柱痕あり

S【22 54目-3 0.52 0.27 10Ⅶ3/1黒褐色 (贈褐色混)粘質土 土師

S【23 54図■3 0.22 0.18 図中に記入 裏込石あり

S【24 54卜3 0。 46 0.40 図中に記入

S【26 54担-3 0.28 0.19 1043/2黒褐色十

S【27 0.43 0.40 0.32 10m3/2黒褐色十

S【28 54ロト3 0.45 0.48 10VR3/1黒褐色 (暗褐色混)土 土師・須恵

S【29 54ロト3 0.26 0.25 0.28 10YR3/1黒褐色 (暗褐色混)粘質土

S【30 54国-3 0.25 10YR2/2黒褐色粘質土 土師

SK31 54国-3 0.28 10m3/1黒褐色 (暗褐色混)粘質土

S【32 54図ド3 10YR2/2黒 褐色 (暗褐色混)粘質土 土師

S【33 54図-3 0.32 10VR2/3黒 褐色 (暗褐色混)粘質土 土師

S【34 54ロト3 0.39 0.26 1043/1黒褐角キ (暗褐色混)粘質土

S【35 54酢3 0.52 0.08 10YR2/3黒 褐色粘質土

SK38 54国卜3 0.59 0.12 ll141.7/1黒 粘質土 無

SK39 54酢3 0.40 0.16 10YE2/2黒褐色粘質土 (炭化物含む) 裏込石あり

SK40 54国卜3 0.48 0.12 10VR3/1黒 褐色粘質土

S【41 54ロト3 0.22 10Ⅶ 2/3黒褐負十

S【42 54国卜3 10VR2/2黒褐色 (暗褐色混)土 裏込石あり

S【44 54図-3 1043/1黒褐負十 (暗掲色混)

S145 54ロト3 10YR2/2黒褐負十 土師・須恵 (90図 )

S146 54国-3 10VR2/2黒褐色粘質土 土師

S【47 54酢3 0.30 10m2/3黒褐色 (暗褐色渤 土

S【48 54ロー3 10VE2/3黒 褐色 (暗褐色混)土

S【49 54国13 0.35 0.10 10VE3/1黒 褐角十

S【50 5413 0.30 0。 30 0.37 1043/1黒褐色 (暗褐色混)土 土師

S【52 0.22 0.06 10m2/3黒褐色粘質土

S【53 54図-3 0.50 0.50 10VR3/1黒褐色 (暗褐色混)粘質土

S【54 54卜3 0.30 1042/3黒褐色粘質土 土師

SK56 54ロド3 0.32 0.13 10m2/3黒褐缶+
SK57 54図卜3 0.22 0.10 10m2/3黒褐色粘質土

S【58 54国卜3 0.40 lllVH2/1黒と10YE2/8黒 4Btの混り上 土師 柱痕あり

第 14表  土 坑 観 察 表 (1)
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離 h 図8Nc 長径m 短径m 深さm 覆 土 出 土 遺 物 備 考

SK59 54図-3 0.36 10YR3/3黒褐色粘質土 柱痕あり

S【60 54国-3 0.40 0.32 0。 22 10YR2/2黒掲色粘質土 柱痕あり

SK61 0.18 0.16 10YR2/2黒褐色粘質土

S【62 54目-3 0.18 0.17 0.12 10YR3/1黒褐色粘質土

S【63 54凹-3 0.18 0。 16 0.08 10YR3/1黒褐色十

S【 64 54図13 0.40 0.38 0.19 10VR3/1黒褐色 (にぶい黄褐色励 土 土師

S【84 54目-3 0.38 0.35 0。 32 図中に記入

SK85 54国ド3 0。 23 0_23 0.08 10Ⅶ3/1黒褐色 (褐色混)粘質土 裏込石あり

SK86 54国-3 0.27 0.24 0.22 10m4/1褐灰色十 柱材残存

S【87 54目
「
3 0。 20 0.06 10Vn3/1黒褐缶十

S【88 54国-3 0.18 0.17 0.08 10YR2/2黒褐色 (褐色混)粘質土

S【80 54日卜3 0。 38 0.30 図中に記入 土師・須意 柱痕あり

S【90 54田-3 0.50 0.46 0.23 10VR3/1黒褐負十

M91 54B3 0.33 0.30 0。 22 10m3/1黒褐負十 (炭化物、焼土励 土師

S【 92 6 1.87 0.15 10YR3/1黒褐色粘質土 (炭化妹趾拶く舘) 機・J・無(90D・偏腑 皿状の土坑

S【 98 54日■3 0.25 0.24 0。 10 10YE2/3黒褐負十 土師

S【 94 54四-3 0.28 0.26 0。 18 ll143/1黒褐缶+(炭化物、焼土混) 土師

SK95 54目●3 0。 36 0.19 10YE2/1黒色土 (炭化物、焼土励 土師 裏込石あり

SK96 54目「 3 0.16 0。 15 10YR3/1黒褐色 (暗褐色混)土 土師

SK97 54目13 0。 76 0。 30 隠中に記入 土師

S【 98 0.50 0。 40 0.28 区中に記入 土師

SK99 54国-3 0.52 0.30 図中に記入 土師

S【 100 54日-3 0。 30 0。 28 0.18 10VR2/3黒褐色 (暗褐色混)上

S【 101 54ロト3 0.20 0.20 10VR3/2黒褐角十 土師。須慮

S1110 54田-2 0.07 10YR2/3黒褐色シルト 土師・須恵 (90図 ) 不定形で浅ヽヽ皿状

S【 117 54ロト2 0.40 0.12 10YR3/3黒褐色砂質土

S【 133 54目-2 0.52 0.46 0.48 10YR2/3黒褐角十

S【 136 54図■2 0.18 0.06 10YR3/4暗褐色砂質土

SK137 0.36 0.36 0.05 10m3/3暗褐色砂質土

S【 142 0.48 0.33 10VE2/3黒褐色 (暗褐色混)土 土師・須恵

S【 143 54日に2 0.50 0.55 10YH2/2黒褐色 (暗褐色混)土 土師・須恵

S【148 54ロト2 0。 33 0。 32 0.32 10YR2/3黒褐色シルト 土師 (9礎め

SK149 0.50 0.08 10YR3/3暗褐色砂質土 土師 。須恵 (90図 )

S【 150 54国卜2 0。 16 0,15 10VE2/2黒褐色シルト (小石混)

SK151 0.48 0.42 0.36 10YR2/1黒褐色シルト (小石混) 土師

S【 152 54ロト2 0。 32 0.30 0。 18 10YE2/1黒褐色シルト 土師

SX154 54国卜2 0.26 0.25 0。 16 10YR2/2黒褐色シルト

S【 157 54国卜2 0.38 0.26 0.27 10YR3/1黒掲缶十 土師

S【 158 0.08 10YR3/1黒褐角十

SK159 54ロト2 0。 32 0.30 0.13 107R3/1黒 褐色十 無

SK162 54国-2 0.38 0.32 0.07 10VR4/3褐色砂質土

S【 163 54目-2 0。 30 0.07 1043/1黒褐角十 (暗褐色、炭化物混) 土師

S【180 54国卜2 0.43 10m2/1黒色シルト 土師

第 15表  土 坑 観 察 表 (2)
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齢 h 図8Na 長径m 短径m 深さm 覆 土 出 土 遺 物 備 考

S【181 0.20 0。 18 0.05 10Ⅶ3/3暗褐色砂質土 土師

S【 183 54酢2 0。 32 0.30 0.59 10YR2/1 黒燈ヨEノルト (炭イ碗期め 土師

S【 186 0.40 0.38 0.38 10YR2/2黒褐色十

S【 187 54ロト2 0.48 0.40 0。 46 10VR2/3黒褐色シルト 土師・須恵

S【 189 0.34 0,33 0。 18 10YR3/2黒褐色シルト

S【 190 54m 2 0.48 0.36 0.18 10m3/2黒褐色シルト

S【191 54国●2 0.22 0。 21 0.06 10VE3/3暗褐色シルト

S【 192 54ロト2 0。 30 0.30 0.07 1043/3暗褐色シルト

S【 193 54図-2 0。 30 0.30 0。 15 ll143/4暗褐色粘質土

S【 194 54国-2 0,26 0.23 0.26 1042/3黒褐色シルト 土師

S【 196 54国-2 0。 28 0.24 0.12 10YE2/3 興RttBねヨE′ルト

S【 202 54国卜6 0.60 0.20 図中に記入 抵 須敵彬数 (90図 )

S【203 54国卜6 1.42 0.62 0.20 図中に記入 抵 籍鮒斃定(90図 )

S【205 0.29 0。 22 0。 14 1042/1黒色シルト

S【 206 54国-2 0.50 0.48 0。 20 1043/1黒褐角十 (礫混) 土師

S【 207 54目-6 0.75 0.42 集石

S【208 54国に2 0.38 0.37 0.42 10m2/2黒綱引邑シアレト (/J巧百混) 土師

S1209 54ロト2 0。 42 0.32 0.10 10YR2/1黒 色シルト (炭化物、焼土混) 土師

S【210 0.16 0.12 0.12 10m2/2黒褐色シルト

S【 211 54国卜2 0,46 0。 36 0.34 1043/1黒褐負十 (小石励 土師

S【 212 0.38 0。 36 0.14 10m2/2黒褐色シルト(小TT、 炭化物混)

S【213 54国Ⅲ2 0.26 0。 20 0。 18 10YR2/2黒 褐色シルト

S【222 54固-1 0.76 0.66 0.34 10YR2/2黒 褐色 (暗褐色混)シルト

S【224 54酢1 0.50 0.48 0.07 10YE2/2黒褐色砂質土

S【228 54図-2 0.48 0.32 0.08 10YR3/1黒褐缶十

S【230 54ロト2 0.85 0.28 0.21 10YR3/1黒褐缶十 平面がおたまじゃく呼

S【232 54目
「
2 0.60 0.29 0.23 10V14/1褐灰色 C4H色混)土 土師

S【234 54酢 1 0.26 0.24 0。 16 10m3/1黒褐色粘質土

S【235 54凹-3 0.22 0。 21 0.20 10VR3/1黒 褐色 (暗褐色混)粘質土

SK236 54国卜3 0.56 0。 42 0。 18 図中に記入

S【 238 54ロト3 0.40 0。 28 0。 12 1042/3黒褐色粘質土

S【241 54目-3 0.27 0.27 0。 36 10YR3/1黒褐負十 柱痕、裏込石あり

S【242 54ロー3 0.18 0.17 0.20 10VR3/1黒褐角十

S【243 54辟3 0。 20 0.13 0.26 1044/1褐灰角十 (暗褐色土、炭励

S【245 54酢2 1.45 0.10 図中に記入 土師 (90図 ) 平面は不定形の皿状

SK250 54国-3 0.52 0。 40 0.16 10VE3/1黒 褐色粘質土

S【252 54ロド2 1.10 1.10 0.52 図中に記入 土師 平面は円形のすり鉢形

S【253 54国卜2 0。 48 0.47 0.20 10m3/2黒褐色シルト

S【255 54ロー2 0.50 0.40 0.42 1043/2黒褐色シルト 土師

S【256 0.48 0.43 0_26 10YE2/2黒 褐色シルト (小砂利励 土師

S【257 54国卜2 0.19 0.13 1042/2黒褐色シルト (小砂利励

S【260 54図卜2 1.25 0.14 1042/2黒褐色シルト (炭化物混) 底面に炭化物が広がる

S【261 0.52 0.48 0.29 10m3/1黒褐色十 (礫混) 土師

第 16表  土坑 観 察表 (3)
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遺構Ntx 図MNc 長径亜 短径m 深さm 覆 土 出 土 遺 物 備 考

SK262 54昨 2 0.55 図中に記入 土師・須恵 (90図)

S【265 54国卜3 0.29 10Vn3/2黒褐色粘質土

S【266 54ロト3 0.10 10m3/2黒褐色粘質土

SK270 54111 (0.72) 0。 23

SK271 0.32 10m2/1黒色粘質土

SK279 54辟 1 0.29

S【281 54四-1 0.65 図中に記入  (炭化物、焼上を含む) 何かを焼いていた土坑

S【292 54辟 1

S【300 54ロー1 0.13 浅ヽヽ皿状

S【301 54酢 1 0.25 0.10 10VE3/1黒褐缶十 SK302と 対のピット

S【802 54国卜1 0.26 10YE3/1黒褐色土 SK301と 対のピット

S【803 54酢 1 0.22 0.18 0,12

SK312 5411-4 0。 26 10Ⅶ3/1黒褐色粘質土(カタタ鵬 缶十め 土師 柱痕あり

S【313 54目-4 0.80 0.60 0.55 10VE3/1黒褐色粘質土(カフ姑褐色十混) 土師・須恵

S【314 54酢4 0.28 1043/1黒褐色粘質土 土師

S【315 54国卜4 0.58 10Ya3/1黒褐色粘質土 土師 。須恵 (00図)

S【316 54田-4 0.26 10粗3/1黒褐色粘質土 土師・須恵 (90図)

S【317 54国-4 0.26 10Ⅶ3/1黒褐色粘質土 土師・須恵

S【318 54国-4 0.14 10YR3/1黒褐色粘質土 無

S【319 54ロト4 0.50 10m3/1黒褐色粘質土 土師

S【320 54酢 4 10Vn3/1黒褐色粘質土

田 21 54図卜4 0.22 10Ⅶ3/1黒褐色粘質土

S【322 5411 4 1044/1褐灰色粘質土

S【323 54酢4 10m3/1黒褐負十 礎石あり

SK324 lo43/1黒褐色土 土師

S【325 0.26 10Ⅶ3/1黒褐角十

S【326 54肝4 1043/1黒褐色粘質土 土師 (90図)・ 須恵

S【327 54肝4 1043/1 44Rtti C/J環 励 土師・須恵 (90図 ) SK328と 同一建物か

SK328 54凹-4 0。 78 10YR3/1黒褐角十 (小礫潮 土師 SK327と 同一建物か

S【329 54国卜4 0.40 0.38 lllVR3/1黒褐色粘質土 土師

S【330 54116 2.00 図中に記入 土師・須恵 (90図) 多量の上器出土

S【334 54国卜4 0.42 土師・須恵

S【336 54国に4 (0.40) (0。 40) (0。 lllj 107R3/1黒褐色砂質土

SK387 54酢 4 0.48 1043/1黒褐色砂質土 礎石あり

SK340 54ロト4 0.27 0.22 0.10 土師

SK341 0.30 0。 22 0_12 10VR5/1褐灰色十 土師

SK345 54酢5 0.47 0.40 0。 20 lllm5/1褐灰色 (暗褐色混)土 上師。須恵

S【347 54酢 5 0.40 0.12 土師

S【348 54国-5 0.30 0.29 0.45 土師

SK350 54肝5 0.47 0.46 (― )
土師

S【351 54図■5 0.37 方形 SK352と同一建物か

S【352 54目■5 0,17 土師 方形 SK351と同一建物か

第 17表  土坑 観 察 表 (4)
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第 60図  第 2号 堅 穴 住 居 跡 出土 土器 実 測 図
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第 61図  第 3号 堅 穴 住 居 跡 出土 土 器 実 測 図 (1)
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第 61図  第 3号 堅穴住居跡 出土土器実測図 (2)
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第 62図  第 4号 堅 穴 住 居 跡 出土 土器 実 測 図
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第 63図  第 5号 竪 穴 住 居 跡 出土 土 器 実 測 図
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第 64図  第 6号 竪 穴 住 居 跡 出土 土 器 実 測 図 (1)
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第 64図  第 6号 堅 穴 住 居 跡 出土土器 実 測 図 (2)
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第 66図  第 8号 竪穴住居跡 出土土器実測図
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第 68図  第 10号 竪 穴 住 居 跡 出土 土 器 実 測 図 (2)
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第 70図  第 12号 堅 穴 住 居 跡 出土 土 器 実 測 図 (1)
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第 70図  第 12号 堅穴住居跡 出土土器 実測図 (2)
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第 76図  第 18号 竪穴住居跡出土土器 実測図 (2)
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第 78図  第 20号 竪穴住居跡 出土土器実測 図 (1)
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第 80図  第 23号 竪穴住居跡 出土上器 実測図 (1)
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第 80図  第 23号 堅穴住居跡 出土土器実測図 (2)
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第 92図  第 3号 溝 跡 出土 土器 実 測 図 (2)
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．＆

２

醒賄躍醐
磐:阜事:打癖
む 無高台の郭

内面底径10.0

6)議
邑墓衰ラキリ

0)ロ クロナデ

SB01

59酢 3

鉢
　
無

０
５呻残高４．鯨
磐:櫛,i談

回縁部は内湾する $)ロクロナデ

9)ロクロナデ

SB01

59目1 4 師

甕

　

土

０
８離時叫
響:議b訪評
む日縁部は「 く」の字状に折曲
する
器厚は極めて薄い

⑪ デ
リ
デ
リ

ナ
ズ
ナ
ズ

コ
ケ
コ
ケ

ヨ
ラ
ョ
ラ

劇部へ劇
部ヘ

日
胴
口
胴
0)

SB02

60日
「
 1

曜
　
無

狐み径―
残高 2,0

標録
・
轟
響:穂身窪

$)回転ヘラケズリ

Q)ロ クロナデ

SB02

60日- 2

蓋
　
嫌矯申的
磐:鶴チ炉
む 裾部先端で折れる $)ケズリ

Q)ロ クロナデ

SB02

60酢 3

郭
　
無

Ｄ
ｌ
３
．３
．
一

Ｑ
醒雲 磐:綿,I騒

直線的に開く体部 $)ロ クロナデ

$)ロ クロナデ

SB02

60B-4

郭
　
無潮底径．中

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
閉
$)7.5VR6/4にぶい桂
Q)7.5Y鴎 /4にぶい橙

直線的に開く体部 $)

Q)

SB02

60日‐ 5 師

甕

　

土

０
４口径ぐ‐２．棘鯨
巻:融:覇種 盈健鉦亭

絃発 $)

(内 )

SB02

60日
「
 6 師

甕

　

土

緊「 0
脆 挽
D

胎
焼
色
護鼻
、粗砂粒含む
Φ 7.546/6橙
$)7.546/4にぶい橙

非常とこ薄い器壁 $)ヘラケズリ

0)

SB02

60日1 7

養
　
無回径．韓蝶蜘
響:計4解絲

$)タ タキロ

●)タ タキロ

SB02

60目1 8 師

甕

　

土 縣底径．中
緩鮨融縄

目蜃葦ほ却民する
$)刷毛調整

Q)刷毛調整

SB02

60B  9 師

甕

　

土

口径．
残高 ２
．鍮

胎
焼
色

雲母、細砂粒含む

尋抒写号霊そ秀穏ぶぃ橙

$)刷毛調整

0)

SB03

61酢 1 師

郭

　

土 郷底径．中
響:禅群

体部は内湾する 6)ヘラケズリ

●)ミ ガキ
黒色処理

SB03

61目
「
 2

郭
　
無

Ｄ
４　部

く‐５．４
一静

醒絲酪畷

胎
焼
色

細砂粒含む

蘇隅娠り宋
口縁部は僅かに外反する 6)ロ クロナデ

$)

SB03

61酢 3 師

甕

　

土

０
９
　
部

口径く２２
．残高 ４
．底径 一
射

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む

〒乳闘雉民輻
口縁部は外反する ＄

＄

口縁部ヨヨナデ

ロ縁部ヨヨナデ

土 器 観 察 表 (1)
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遺構Ю
図8N0 絡顧

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

SB03

61日- 4

甕

土師 :宮:息 1チFЪ

胎
焼
色

平底 α)ナデ

0)ナデ

SB03

61肝 5

養

土師
護とを)
底部1/4

強

笹 畳毒
、雲母、粗砂粒含む

0)10YR3/1黒褐
Q)10VR3/1黒褐

平底 α)ヘラケズリ

0)ナデ

SB03

61肝 6

甕
　
無

一
＆

一部
醒嬬醒肝
響:蒲争透
む ０

０

タタキロ

タタキロ

S303

61酢 7

誤

卸

０
８
　
部口径て‐３．棘裾径．叫

強

笹 巨斧
―粗砂粒含む
0)7.5m5/4にぶい褐
Q)7.5YR6/4に ぶい橙

S字状口縁 ＄

●

SB03

61酢 8

甕

土師

口径．
残高 ３
．
４
鍮

胎
焼
色
静 瓢 翻飴

む

絡れ調究愁L追

口縁部は外反する
日唇部に刻日

＄

９

SB04

62隠- 1

郭

土師

ω４．４・螂
醒嫡酪罐
磐:樽
'3い

鵡鼻含夕會驀な部
$)宿躍霜熙茸ヨ争昇

ケズリ
0)横位のヘラミガキ
黒色処理

SB04

62日1 2

聴

薙

JRみ径―
残高 1.5

握鍮_轟

胎
焼
色

微砂粒含む
餅

8:風路サll棗

裾部で折れる
ロクロ作り

＄

＄

ロクロナデ

ロクロナデ

SB04

62園- 3

甕

土師

聰綿躍醐
磐:観と評 愛層まB舜喪ぜ宅蓄羞象燈塾

る

6)ヘラケズリ

Q)

SB04

62日■ 4 師

養

　

土

一
４

■

２

醒嫡酪醐
巻:議
:肇方像iダ
む平底 り

り
ズ
あ
力
鞭
デ

ヘ
木
ナ

＄

Ｑ

SB04

62ロト 5

謗
　
卸

一　　　　・・・・・・・・・一．． 二略姉櫂螂
響:議

:尋こ拓岳審
む
岱豊紀写での透かしを持つ

$)綴キ
0)ナデ

SB04

62ロト 6

台

　

師

器

　

土

一　　　・̈・い「・一一　　　一

径一口回径斜

回
残
裾
接
磐:議!融|」甘[:む

$)ナデ

0)ナデ

SB04

62日干 7

養

姓

緊
「
8

底径 ―
頚部一部
繰鶴究臨

頚部は緩やかにくびれる 6)波状文 二段止めの簾条文

Q)

S304

62日- 8

甕

土師

賭「 5
鍮

胎
焼
色

雲母、粗砂粒、石英娼崎む
餅

絡と謡:先にぶiキ9鵡

口縁部折り返して段を有する 6)剥落が著しく不明

Q)

SB04

62酢 9

訂

卸牌裾径．中

胎
焼
色
酔
郭 、静 推 む

$)5VR3/3暗赤褐
印)5YR5/4に ぶい赤褐

S字状口縁 0)表面の磨耗捕 しく不明

0)

SB04

62酢 10

養

土師
口径．脳 &  勲 0)刷毛調整

0)

SB04

62目-11

甕

土師

一
１
．４
醒嬬醒醐
蓼槻党韓

平底 ６

０

第 19表  土 器 観 察 表 (2)
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酬
図UN0 機 猿  尋 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 とよ か

SB04

62E 12

養

土師

一
１
．４

３

醒姉醒醐
磐:議:蘇ξi嘔

平底 ＄

●

SB04

62日■13

養

土師
談  (,F!)
底部1/8
基暴昇ユニ格岳ことと追

平底 Φ

⑪

S304

62酢14

望

魅

一

２

．
６

．
４

Ｑ
Ｖ

径
高
径
部

口
残
底
底
響:尋争I嫉郷ユ

平底 ０

０

SB04

62日-15

望

土師 :言:阜1チ::)

胎
焼
色写FIξ静,す」彗i§
む平底 Φ

①

SB05

63卜 1

郭

土師

‐３
４
９
醒評 磐:孔勲頸零

む平底より内湾して立 卜がり開
く
ロクロ作り

$)ロ クロナデ
底部切り離し不明
Q)

SB05

63ロド 2

甕

土師

展豊(2&♂

唇縁部二部

胎
焼
色盈写二括彗尊持【∃
む口縁部は外反する ６

０

SB05

63酢 3

養

土師絢
呻
樫1尋子I滸岳弓ζ紬橙

平底 Φ

①

SB06

64酢 1

郭

土師

ｍ２．７・螂
醒姉酪瞭
磐:箱纏

口縁部は内湾する Φ ヘラケズリ

0)

S306

64酢 2

郭

土師潮鍮
胎
焼
色編 碑

内湾して開き口縁部で折れて
さらに内湾する

＄

Ｑ

SB06

64B-3

郭

土師

０

．
２

．

一

配嫡
酪Ｗ
攀儡握鶴

脅壕蔀は内湾する
6)ヘラケズリ

$)

SB06

64ロド 4

郭

土師

口径(10.8)
残高 3.6

鯨

胎
焼
色

細砂粒含む

群鵡鱚
百議覇億語醤チぞがある Φ ヘラケズリ

Q)

SB06

64日- 5

郵

土師

賭Q鋼
底径 一
1/2

強

笹鍮 評
恐覇走呈塚湾
して量がり口Φ ヘラケズリ

0)ミ ガキ

SB06

64肝 6

郷

土師

４

５
，
一

略縞酪開

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む

群醐像ぎ
丸底より内湾してヤ トがリロ
縁部に至る

G)鶴昇争ズリ
0)

SB06

64B  7

郭

土師

緊 そ な
底径 一
4/5

胎
焼
色 識晟こ盈、印
0)黒

恐野走呈客
湾して批がリロΦ ヘラケズリ

0)黒色処理

SB06

64酢 8

郭

土師

０
３
　
４離蹄
胎
焼
色

石共 礫、粗砂粒含む

尋抒亀5VE6んにぶい褐
きa鼻砲皇管部
より頼する6)体部ベラケズリ

Q)黒色処理

SB06

64酢 9

高郭

土師

展讐「 4
撰鍮
~
胎
焼
色 鵡 杷ゝぶい橙
Q)黒～1046/縦引囃

6)

0)ミ ガキ

第 20表  土 器 観 察 表 (3)

-130-



帥蜘
観
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

SB06

64酢 10

訴

土師

一
２

．
０

。
２

１

／

醒姉櫂躙

胎 ;礫、粗砂粒含む

笹:駆
:韻税伊

裾部は大きく広がる $)ヘラケズリ

0)ヘラケズリ

０
　
　
一‐

ＳＢ

　

蠅

訪

土師

一　　（̈・́́
・一一　　　一

径
『口
径
部

日
残
裾
接
響:議:諭磐源ζ

6)

0)

SB06

64酢 12 師

鉢

　

土口径く‐５。６≫櫛底径．中
塊 :冒暑

、駄 粗砂粒含む

色;8:れ評認先にぶi瑶

口縁部は緩く僅かに外反する ０

０

SB06

64酢 13 師

鉢

　

土

０
０騨
岬
基議:詠群摺

脅壌鎌憩先端で小さく外反す
る

6)癬異▼ナデ
0)

ＳＢＯ
　
囲

蓋

無

径
　
１
脇縞櫂薪
響:締炭リーブ灰

狐み部は偏平な宝珠形を呈す
る
内面に返りがつく
ロクロ作り

α)自然釉を施す

0)ロクロナデ

SB06

64酢 15

郭蓋

無

饗旨
径

「
3

裾径 ―
裾部‐部
後締優

口縁部に返しがつく ロクロナデ

ロクロナデ

Φ

①

SB06

64酢 16

郭

無
口径く‐０．撤

胎 ;細砂粒含む

笹:駆多翻i鍛
平底より外傾して立ち上がる

内面底径 6.0

ロクロナデ
底部ヘラケズリ
ロクロナデ

$)

G)

SB06

64ロト17

郭

無

暴讐 万0
底径 (7.0
底部■部
蟹辱争群5'灰
$)5Y7/1灰白 内面底径 8.2

$)底部回転ヘラケズリ

0)ナデ

SB06

64ロト18

鉢
　
嫌

０
０

１
．４

一
噸妬酪醐

細砂粒含む
財

絡輔チ炎

胎
焼
色

短く外反する日縁部 6)ロ クロナデ

Q)ロクロナデ

SB06

64酢 19

盤
　
無剛底径．中
響:尋予孝鼻,1灰
Q)7.5Y5/1灰

ぞ誠嫁丸
みをもち口唇部で面α)ロ クロナデ

Q)ロクロナデ

ＳＢＯ　　脱

甕

土師

展讐髯I:?
鯨 響:諄蕪
む 口縁部は強く外反する

朧 塚ど季
い $)口縁部ヨヨナデ

。)炉葵甲
毛調整

SB06

64酢 21

甕

土師
錘
Q生
60J

口覇賠阻/3
基鯨こ亀キ与:;ξl立
含む
呂鍮憩是な慕基徐

反する 6)胴部ヘラケズリ
Q)口縁部から胴話ナデ

ＳＢＯ　　．哩
師

甕

　

土口径ぐ２２．。職
む胎

焼
色

日縁部は外反する ⑪

①

SB06

64酢 23 師

甕

　

土

０
０馴底径．呻
響:爾藩、甲 騨 亀琴

泰循する $)ヘラケズリ

$)ヘラケズリ

ＳＢ０６　蜘

甕

土師中残高３．４鍮
基碓縄

口縁部は外反する Φ

①

SB06

64酢25

甕

土師

の
２澱
呻
響:議I説轟理祗呂最

覆桑写ふ咎唇
する

粘土紐積み上げ

$)ヘラケズリ

$)ヘラケズリ
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帥
図8N0 糀顧

法   量
残   存 器 質 成 形 。 形 態 ほ か 整 形 ほ か

ＳＢＯ　　贈

養

土師

く‐７．。６．５・爛

略嬬醒瞭

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
餅

緞;l謡子先にぶi嘔

口縁部は外反し日唇部は面を
取る

$)胴部ヘラケズリ

0)

ＳＢＯ　　．哩

甕

土師離底径．岬
響:諸怖ζ

呂鍮憩見矮泰微唇す
る 0)刷毛調整 ナデ ケズリ

Q)刷毛調整

SB06

64日-28

養

土師

０
４殿鯨
基  む 日縁部は強く外反する胴部は張りがある

6)刷毛調整

0)刷毛調整

ＳＢＯ　　贈

甕

土師

０
７剰時醐
磐:写
FIξ予称こ甘」
眩含む口縁部は緩く外反する 6)胴部ヘラケズリ

0)

SB06

64目
「
30

養

土師瓢 磐:講項勘i鍮
日縁部は短く屈曲して外反す
る
日縁部に向収りを施す

一ア
　
　
デ

ナ
　
ナ

ω

①

SB06

64置-31

甕

土師

径．高‐２．径．爛

口
残
底
胴
磐:謎絲毯

$)

0)刷毛調謹

SB06

64日-32

甕

土師
時韓鵬
穆:静姶

虹 Φ 刷毛調整

0)ナデ ケズリ

SB06

64目-33

甕

土師

６
Ｄ翻
呻
磐:議ξ]浄」き持≧∃
む ⑪握鶏通肇蒼ぢ

0)

ＳＢＯ
　
隅

甕

土師

一

１

．
６

．
２′
／

略嬬醒醐
響:議fttit韓
む平底 Φ

⑪

ＳＢＯ　　阻

甑

土師

飾
爛

口
残
底
底
後議:融範を籍

望逓暑教ヱ写
する Φ

⑪

ＳＢＯ　　阻

ニ
ユ
　
師

ミ
チ
ア
土

９
４
６

径
高
径
２

日
器
底
Ｖ
響:識0詠駅理

拠 ね $)

$)ミ ガキ
黒色処理

ＳＢＯ
　
隅

評

卸紬裾径．的
磐:議:融そ範
むS字状口縁 ＄

０

SB07

65酢 1

郷

土師

口径ぐ‐‐
．
２＞

残高 ３
．
９
焔

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
閉

絡亀
5Wれにぶい橙

丸底より折れて直立し口縁部
に至る

$)ヘラケズリ

0)黒色処理

SB07

65目- 2

郷

無 脚底径．中

胎
焼
色
畳砕粒含
む

絡鶴緩

$)ロ クロナデ

0)ロ クロナデ

SB07

65目- 3

郭

無

口径く‐０
．
８＞

残高 ２
．
０
鍮

胎
焼
色
豊卑粒含む

〔杵;路チ号ほ

$)ロ クロナデ

Q)ロ クロナデ

SB07

65目- 4

甕

土師

簾
「
5

底径 (5.D
底部1/3
磐:穂ア蓬 牽層は薄い

Φ

①

第 22表  土 器 観 察 表 (5)

-132-



珈
図脚 納顧

法   量
残   存 器 質 成 形 。 形 態 ほ か 整 形 ほ か

SB07

65日- 5

養

上師

口径 ―
残高 1.2

騒 1疵
・D 響:隷0む 平底 Φ

①

SB08

66酢 1

郭

土師孵底径．中
磐:譴絲雲L瑳 丸みのある体部 $)ヘラケズリ

Q)黒理

SB08

66ロト 2

郭

無口径．弾牌
響:1計帯岳],I優自 内面底径 7_0

α)底部回転ヘラキリ

0)ロ クロナデ

SB08

66日● 8

郭

無

簾「3
騒1庭・の

胎
焼
色
畳卑粒含む

滸; 多:子子サi ;岳自 内面底径 7.0

Φ矮部回転
ヘラキリ後ヘラ調

0)ロクロナデ

SB08

66卜 4

邦
　
薙 瓢

胎
焼
色
畳津粒含
む

緞;|!辞

`,不

灰

$)ロ クロナデ

0)ロ クロナデ

SB08

66目- 5

甕

土師
麗 (lP
口綱謁阻/4
響:離逢ぴ

口縁部は短く外反する α)ナデ

0)ナデ

SB08

66日
「
 6

甕

土師

口径(16.2)
残高 1.8

鍮

胎
焼
色

粗砂粒含む
財

緞; 細チ:懲

口縁部は外反する ⑪

①

SB08

66B  7

養

土師綿底径．中
響:締綿嘘

口縁部は外反する ω

①

SB08

66目- 8

甕

土師

緊Q&7

鍮 登写F;言材寺g含
む 回縁部は外反する $)縦のミガキ

Q)横のミガキ

SB08

66日1 9

養

土師

賭 れ
牌 後融:鏃雲L璃

平底 ０

０

SB08

66卜10

甕

姓 郷鍮
響:融:螂彙

α)波状文を施す

9)ミ ガキ

SB08

66目-11

甕

姓

５
Ｄ

一
１
．＆
２

ぐ

／

騒
醐
&議:融郭
む平底 0)ヘラケズリ

9)

SB09

67日■ 1

辱

土師

口径 G_0)
残高 2.1

鯨

胎 テ礫、粗砂粒含む

雹:尋抒評認肉魯
～7なぶい橙

lLu朗理 韓 い Φ

⑪

SB09

67日- 2

訴

土師

星ぞ話1とP
聘3/4戦部

胎
焼
色
離融濫む

8:7誨目
Y27/6e10V巳 7/4に封l責棧

郷部に脚を付す $)苧部下半から脚部ヘラケズ
●)郭部ミガキ 脚部ヘラケズ
リ 黒理

SB09

67日- 3

訴

土師

回径 ―
残高 5,0

霜鍮れ名比

胎
焼
色

雲母、礫、白色砂粒含む
断

絡孫鶏鰯 鶏牌

郷部に脚を付す α)郭部から脚部ヘラケズリ

0)翻 部ヘラケズリ

SB09

67B-4

鉢

土師

展轡
(1浄
34J

底径 一
1/3

胎
焼
色
賢浮粗砂粒含む

8:謡磯制解解囃
脅ゑ黒驚禦
より外反して① ヘラケズリ

0)ナデ
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嗣
図版m 締顧

法   量
残   存 質器 成 形 。 形 態 ほ か 整 かほ形

SB09

67目1 5

郭蓋

無

毅奮径「 1
握鍮里象

0)磐:櫛除
裾部は大きく開き先端で小さ
く内側に折れる

俳)ロ クロナデ

Q)ロ クロナデ

SB09

67E  6

郭

無

０
４

４

４

一

径
高
径
３

日
器
底
Ｖ
響:縣藩iO綿

藩罷雑蛮2直線
mこ開

内面底径 8.0

0)底部回転ヘラキリ

0)ロ クロナデ

SB09

67B  7

郭

無

展豊
(1争
?

豚
~ 響:縛蒻∵
む 直線的に開く体部

内面底径 8.6

$)ロ クロナデ

Q)唇ヂ降 ラキリ

SB09

67ロト 8

郭

無

展讐(lζ:3)
底径 ―
口縁部一部
響:尋
,:滸ラ旱1肝謡チ纂蔀

直線的に開く体部 ロクロナデ

ロクロナデ

⑪

①

SB09

67圏卜 9

甕

土師

４

０

　

４回径‐２．勲肺
&乱鍵糟g

張りのない胴部より外反して
日縁部に至る
小型の甕でゆがみが大きい

⑪ ヘラケズリ

0)ヘラケズリ

SB09

67ロト10

甕

土師

星讐(4と !)
底径 ―
BIVH3-3
響:融契身衝監

吾ゑ争砲皇響
子

より外反して

|1暑
曇露忌ゑAコケ奏サ

SB09

67酢 11

甕

土師

残高(4駐争
臨 1/4
響:議:融謬解

張りのない胴部より外反して

尾量難掻憲皇げ
6)胴部ヘラケズリ

0)胴部ヘラケズリ

SB09

67日112

甕

土師剛底径．中
響:議
!魏欅�

誓泳良t娑召薮轟絶蟹底僅
か

粘土紐積み上げ

6)表面が剥落していて不明

$)表面が剥落していて不明

SB09

67ロト13 師

養

　

土

６
０日径一棘螂呻

曖酪
′

′呻脇
礫、粗駒
胎
焼
色

平底 ＄

●

SB09

67酢 14

一霊
　
無瓢 響:儡サI委

口縁帯を有する ロクロナデ

ロクロナデ

０

０

SB10

68ロト 1 師

郭

　

土

日径 ―
残高 2。 1

1:と尋:」lζH6)

塊:豊摩粒含
む

色;絡 亀5Y25/6明赤褐
①

°)墓継
SB10

68酢 2

蓋
　
無

Ｄ
２
の

２

４

＆
隧縞羅螂
&禅募

番念繋銘掃老舟琴蔭彰る Φ

⑪

ロクロナデ ケズリ
ロクロナデ

SB10

68B  3

聴

無

JRみ径―

霜暴
`,子

I) &縛長
裾部先端で小さく折れる ①

①

ロクロナデ

ロクロナデ

SB10

68酢 4

郭
　
無

黒蔓
(1:感

暉静酎1/4
響:尋
,そF舞

丸みのある平底 ω
 fi言:晩 ;[;ニリ
$)ロ クロナデ

SB10

68酢 5

郭

薙

口径(13.0
残高 3.8

鯨

燦:饗津学含
む

色;絡 子評評チ:亀

丸みのある平底
体部は直線的に開く

ロクロナデ

ロクロナデ

Φ

①

SB10

68日
「
 6

郭
　
無

口径 ―

籐雇(1社 :)
一部
磐:i静号

[ξ

るサ!優
四角形の高台を付す ロクロナデ

ロクロナデ

①

①
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帥
図版Ю 練顧

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

SB10

68ロト 7

菱

土師申饂 臨牌帥
胎
焼
色

小型の蓑
張りのある胴部より強く外反
して口縁部に至る

6)口縁部ヨヨナデ

。)ヂ要
から胴部ヘラケズリ

SB10

68目- 8 師

甕

　

土

０
８
　
４

１
．４

一
ν

謬

嘲
擾綜予群晶舞橙
Q)7.5Y26/6橙

分署8言
皇響
部より外反して

Ｇ

●

SB10

68日- 9

養

土師

口径(12.9
残高 3.6

焔
と::儡チ:]母;員4:

小型の甕
口縁部は外反する

Φ

①

SB10

68日-10

甕

土師

７
，７
．
一
Ｖ

Ｏ

　

部

略
姉
酪
瞭
響:議:蘇ミt嘔 菅ぞ8壕熱彊聖き

り緩く外反
粘土紐積み上げ 8呂鍮蔚塁昌亀

デ

SB10

68B ll 師

甕

　

土

口径 ―
残高 2.9

騒 1宛
⊃

胎 ;礫、粗砂粒含む

箇:群れ翻雉武嘔
平底 0)ヘラケズリ

Q)

SB10

68日112

甕

土師

２
か翻
］
磐i説_瑠承
9)2.5V4/1黄灰

平底 表面の剥落著しい

ナデ

９

９

SB10

68ロト13

一望
　
　
無

口径 ―
残高 45

椙肇語
(10・ llJ響:榔

,I褒

高台を付す 0)底部ナデ 胴部ヘラケズリ

0)ロ クロナデ

SB10

68日-14

甕
　
撤
甚蔓
qとρ

醐
後穂ラ∵
む 6)胴部タタキロ

0)ケズリ ナデ

SB10

68卜15

甕

無

口径(19.り
残高 2.8

焔

胎 ;細砂粒含む

笹:群み評[先鍛
日縁部に回収りを施す ロクロナデ

ロクロナデ

＄

Ｑ

SBll

69酢 1

郭

無

展籍 「 6
屡鍮≦肇D
響:辱
I争,子民旨～y許淡黄

6)表面は磨耗していて不明

Q)表面は磨耗していて不明

SBll

69昌- 2

郭
　
無 鍮参響:議:轟テ丹営旨

含む α)底部回転ヘラキリ

0)ロクロナデ

SBll

69肝 3

一盟
　
　
無 郷時中
磐:詐争線曽

口縁帯を有す ロクロナデ

ロクロナデ

⑪

①

SB12

70日1 1

辱

土師
麓 ti
3/4

塊:賢浮
粗砂粒含む

色;絡 量弱/4に
ぶい橙 深祭

は直線的に開く $)表面が剥落していて不明

Q)ミ ガキ
抑

SB12

70日- 2

郭

土師

暴轡 (1と :)
底径 7.1
BF― /4

磐:尋
キ畳
路拷己雲嘘

藩は直線的に開く 6)表面が剥落していて不明

0)黒色処理

SB12

70酢 3

郭

無

口径 13.0
器高 3.8

肝
駐4 基蹴
む 平底

体部は直線的に開く

内面底径 7_6

α)底部回転糸切痕あり

0)ナデ

SB12

70B-4

郭
　
薙

星豊
(1争
?

底径 (5.5)
隣 底31/4

線:質浮粗
砂粒含む

色 ;0)5Y6/1灰
0)5Y6/1灰

省馨鎌毒粛農甲羞
内面底径 6_6

器 景凄
?9離
し後未調整

火欅あり
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帥
図8N0

綿
顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

SB12

70日- 5

郷
　
筵
径．高‐．径く６．螂

口
残
底
底
響:議

:争毎 内面底径 7.0

$)底部回転糸切痕あり

印)ロクロナデ

SB12

70日- 6

郭

無

暴豊
1&:

底径 9.8
:よ ,ヨ時虎雰子
響:静母∵
む
蕩法縣 0)底部回転ヘラケズリ

●)ナデ

SB12

70日- 7

郷
　
無

醒縞醒悦
響:諄臨
む 高台を付す

箱形の体部
0)底部回転ヘラケズリ

0)ロ クロナデ

SB12

70日- 8

甕

無

星豊
『
5

底径 (7.8)
一部

胎
焼
色 二予群5'優～N4/灰

タタキロ

ナデ

④

①

SB12

70日- 9

横瓶

無

口径 ―
残高 20.3

噺

~
胎
焼
色

粗砂粒含む
餅

綿記/炭昼7.評5/2灰褐

胴部俵形 目キ
釉
夕
然
デ

タ
自
ナ

ひ)

Q)

SB13

71日- 1

蓋
　
嫌陥裾径て‐５．榊
響:♂絲白

口縁部は先端で折れる ロクロナデ

ロクロナデ

＄

Ｑ

SB13

71目- 2

郭

無
口径く‐３．３＞翻 磐:舗冒
む 体部は直線的に開く

内面底径 7.9

6)底部切り離し後ヘラ調整

●)ロクロナデ

SB13

71B  3

郭

無 脚
呻

胎
焼
色
賢浮細砂粒含む

絡孔謡盟チ〕9【4目寛:チ!ケ【

直線的に開く体部

内面底径 7.0

$)晨
象尺すデズリ

$)ロ クロナデ

SB13

71酢 4

郭
　
無

口径(15.0)
残高 2.8

踏 為
響:藷冨み

直線的に開く体部
器厚はやや薄手

⑪

①

ロクロナデ

ロクロナデ

SB13

71日- 5

郭
　
無郷底径．中
磐:謡疑
む 直線的に開く体部

器厚はやや薄手

＄

●

ロクロナデ

ロクロナデ

SB13

71日- 6

郭

無

日径(13.0
残高 3.2
底径 ―
口場暗卜→部
磐:櫛≧

直線的に開く体部
器厚はやや薄手

＄

＄

ロクロナデ

ロクロナデ

SB14

72田- 1

郭

土師

の
３
　
部
諌
叫
響:腱浄絲黒鑢内湾す

る体部 ひ)磨耗が著しく不明

$)黒色処理

SB14

72日- 2 師

郭

　

土

５
っ口径．棘鵬
基齢龍

'瞭

0)磨耗が著しく不明

Q)磨耗が著しく不明

SB14

72日- 3

聴
　
無

饗脅
径

「
3

裾径(1■ 0)
裾部一部
響:謡√
む 口縁部は先端で折れる ロクロナデ

ロクロナデ

＄

●

SB14

72目- 4

郭

無

口径く‐２
．
０，

残高 ２
．
８
鶴 響:静穂民
む ロクロナデ

ロクロナデ

＄

＄

SB14

72図1 5

郭

須恵

展雷
「
2

底径 (7.0)
底部1/2
響:♂覇課

直線的に開く体部

内面底径 7.5

$)屋粂易す遜し後ヘラケズリ
$)
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嗣
図ON0 締顧

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整   形   ほ   か

SB14

72日- 6

甕

上師

日径(15.8)
残高 1.2
底径 ―
日縁部‐部

胎
焼
色
賢浮
粗砂粒多量に含む

綿謡:チ:選

日縁部は外反する ０

０

SB14

72日■ 7

養

土師

５
０

一
２
．＆

２

く

／

径
局
径
部

口
残
底
底
磐:爾
ib謡,Tに武ヽ系

平底 Φ

①

SB14

72日1 8

甕

上師

一
４
＆
部
醒鰈

胎 ;石英(礫、粗砂粒含む

査:蘇鶏λ懸と追
平底
器厚は薄い

$)付着物あり

●)

SB15

73酢 1

郭

土師

０
．２
二

ｙ
噸姑酪嘲

胎
焼
色

浅く内湾気味の体部 $)体部ヘラケズリ

0)ナデ

SB15

73ロド 2

嬬

無

２
０

一
■

５
．

径

Ｑ

み
高
径
部

狐
残
裾

一

胎 ;黒色微粒、粗砂粒含む

管:群多艶先談
口縁部は先端で折れる ロクロナデ

ロクロナデ

ω

⑪

SB15

73国- 3

堺
　
無

‐０．＆７．薪

醒縞醒爾

胎
焼
色
質浮
粗蜘 含む

0)10Y25/1褐灰
0)10YR7/1灰白

晋療的に開く体部
ゆがんでいる

内面底径 6.5

9)療琴刀矮弁昇
キ歩冥靭

Q)ロクロナデ

SB15

73酢 4

甕

土師

日径 13_8
器高 145

夢纂 ~

胎 ;石共 礫ヽ祖砂粒含む

笹:駆1鶏月謙
恐形の胴部より外反して日縁

憩I轟暑み上げ

Φ ヘラケズリ

●)ヘラケズリ ナデ

SB15

73酢  5 師

甕

　

上口径く‐８．残高９．底径．呻

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む
財
$)7.544/6枠 3/4H諄掲
0)7/5m5/4騨囀～3/4解

震ι皇晉離 2大
きく外

粘土紐積み上げ

デ
リ
デ
リ

ナ
ズ
ナ
ズ

コ
ケ
コ
ケ

ョ
ラ
ョ
ラ

嘲鵬螂鵬

Φ

①

SB15

73酢  6

甕

土師

口径Q7.D
残高 8_6

籐 誦
窪:繭穂3線 麗確

鉦移
る 0)日縁部ヨコナデ

胴部ヘラケズリ
9)ナデ ミガキ

SB15

73酢  7

甕

上師

Ｄ
ｌ
７
．＆

一
囀
噸姑睡脚

胎
焼
色譲5岳方そと,F雪褐写

弩部
は「く」の字状に外反

粘土紐積み上げ

$)胴部ヘラケズリ

$)ミ ガキ

SB15

73酢  8 師

甕

　

土

５
０

一
■

６
，４
ｒ
ゝ
／

径
高
径
部

口
残
底
底

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
断

緞:孔評評チi極
ぶい褐

平底 0)ケズリ ナデ

●)ナデ

SB15

73酢  9 師

養

　

土

展晉 「 7
屡鍮1/歩

5 坪ユξ吾与手】‖与§
む平底 0)ヘラケズリ

$)ヘラケズリ

SB15

73ロト10

舗甕　卸

７

部口径．韓陣
胎
焼
色

粗砂粒含む

駆:子と:チ:奪g
S字状口縁 9)田部刷毛調整

Q)

SB16

74目- 1

郭

土師

９
９離底径．晒
畳砕粒含む
6)2.5Y26/6橙
$)2.5YR6/6橙

胎
焼
色

墟 ω ヘラケズリ

Q)ナデ

SB16

74酢 2

聴
　
無

毅豊
径盈息
編霧部
響:蒲融奔子三霧

JRみは偏平な宝珠形を呈する ＄

●

SB16

74田- 3 師

甕

　

上

３

．
０

．

一澤
醐
攀臨モ靱

薔患黒捷塾習部
より外反して

思棚
っている
⑪覆習省字塀部タ

テケズリの
① 細い工具によるヨコケズ リ
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帥
図版m 練顧

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整   形   ほ   か

SB16

74日- 4

甕

土師

■
７
．
一
ν

鞭嬬醒螂
塊 :宣弄

、雲母、粗砂粒含む

色;絡 評評チ:懲

日縁部は「 く」の字状に外反
する
器壁は非常に薄い

ω

⑪

SB16

74目- 5

蓋

土師

０
４
　
４群底径．卿
響 :尋
ヨ革暴えき

粗砂粒含む 露強ぢ鳥之
の獄に頼 ω

⑪

SB16

74日- 6

甕

無

日径(17.llj
残高 2.3

唇鍮

胎 ;粗砂粒含む

雹:尋子と離尤葬サ三吸

先端に日縁帯をもつ ＄

Ｑ

SB16

74日- 7

甕

姓

０
０
　
部口径て‐５．残高３．時叫
獲儡雉鍵

日縁部は段を有する $)日縁部波状文を施す

0)

SB17

75卜 1

郭

土師日径‐０．棘飾
胎 ;粗砂粒含む

笹:群闘鱚
墟
口縁部は折れて立つ

9)口縁部ヨコナデ

。)体
部ヘラケズリ

SB17

75日- 2

郭

土師

展讐(1ケ 30J
底径 ―
口縁部一部
襲綜予群晶え橙
0)5YR6/6橙

舌蜃零は/J、さく外反する

＄

Ｑ

SB17

75酢 3

嬬

無

饗魯径「 9
握鍮里轟0磐:杯芸

裾部端部で折れる ω)ロ クロナデ

$)ロ クロナデ

SB17

75酢 4

郭

須恵

・‐・７醐
部
醒嬬聴離
&諸獅ニサ朝 内面底径 8_0

6)邑
鍮邑鋲ラキリ

$)

SB17

75目- 5

郭

無

２
Ｄ時残高‐．鵬
鍵:賢砕粒含
む

色;協 盈:4:チB褒福

高台を付す C)ロ クロナデ

Q)ロ クロナデ

SB17

75目- 6

養

土師

２
０

一
２
．９
．部

径
面回猟静

回
残
底
底
繰龍藤L追

平底 Φ

①

SB17

75圏- 7

甕

姓口径．櫛艦
胎 ;礫、粗砂粒含む

雹:駆翻雉武キ熱
口縁部を折り返している ω

①

SB17

75酢 8

甕

姓

９
　
部
騨
射
塊:麗昇、粗砂粒含む色;絡 評盟究懲

口縁部は外反する α)波状文を施す

0)

SB18

76目‐ 1

郷

土師

口径 (9,0
残高 3,0
底径 ―
職 B33

塊:蚕昇、粗砂粒含む色;8;酢認,:窪
にぶい橙

丸みのある杯部 Φ 体部ヘラケズリ

0)

SB18

76置- 2

郭

土師
:y自

(iュ

計
暉静酪導

擦 :宣斧
、粗砂粒、礫多量に的

色 ;Φ 546/6橙
0)黒

遜環な丸みをもって開く体部$)表面
が剥落していて不明

0)黒理

SB18

76酢 3

郭

上師

０
２
　
４

２
．３
．
一
Ｖ

噸
姉
酪
嘲
基紳韓

丸みのある体部 6)

0)黒色処理

SB18

76酢 4

郭

土師

的３．‐一脚

醒霜
躍瞭

鍵:賢浮粗砂粒含む色;絡 量
弱たにぶとヽ橙

丸みをもって開く体部 6)ケズリ ナデ

●)黒色処理
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帥蜘
器種
顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 :よ か

SB18

76日- 5

郭

土師

口径 (9.0

饂 磐:謬惚と魏
丸みのある体部 $)日縁部ヨヨナデ

。)黛協
ケズリ

SB18

76B- 6 師

郷

　

土 脚
的
&尋
壽営
齢猪悟曇:橙

口縁部は短く外反する Φ

Q)黒色処理

SB18

76ロト 7

郭

土師

暴豊『 1
鰍

llJ

胎 ;礫、粗砂粒含む

雹:駆撃ν礎
$)表面が剥落していて不明

9)黒理

SB18

76酢  8

郭蓋

箱

裂脅
径

「
9

裾径(16.6)
裾部■部
響:杯ユ

口縁部は先端で折れる $)ナデ

0)ナデ

SB18

76日- 9

聴

嫌

９
０嵯残高０．縄
基息子尋耳H灰

裾部は短く屈曲して内額する
口縁端部で折れる

Φ

①

SB18

76B-10

郭

嫌

暴讐 (「0
底径 (5.0
底部一部
襲簡,I懇

平底 ⑪ 底部ヘラケズリ

0)

SB18

76酢 11

郭

無

日径 ―
残高 1.1

:三ξ岳1チ:・
2)登縛長

平底 ① 底部ヘラケズリ

0)

SB18

76日-12

郭

無
甚震 『:
嚇
響:静綿ユサ朝 扉錐賜を卦

る 6)底部回転ヘラケズリ

0)ナデ

SB18

76卜 13

郭

無

２
０

一

２

．
く９

．れ

賭
躊 響:1尋;:ξttiサ l葬子三毅

高台を付す
体部は箱形を呈する

$)ナデ

0)ナデ

SB18

76E-14

甕

土師棚底径．中
後爾恐g蜘 民継 綿

雹 $)ヘラケズリ

0)ミ ガキ

SB18

76日-15

甕

土師的残高３．４艦
響:隷磯
粗砂粒舘口縁部は大きく外反する $)口縁部ケズリ

0)

SB18

76日-16

甕

土師

展審 1万 5
底径 ■5
胴部～底部
繰儡宛蝉 愁厖最暑ヨ至厚部

6)表面が剥落していて不明

Q)表面が剥落していて不明

SB18

76日干17

甕

土師
口径．紳鍮 堵箱[鍬摺

張りのない胴部
粘土紐積み上げ

6)ヘラケズリ

0)ヘラケズリ ナデ

SB18

76日-18

甕

土師駐底径．蜘
磐:説b覇塞

粘土紐積み上げ $)刷毛ケズリ

0)刷毛ケズリ

SB18

76日-19

甕

土師縄
8 後諭縄

粘上紐積み上げ $)ヘラケズリ

0)ナデ

SB18

76酢20

甕

土師

０
０

一
２

．
６

．
３

く

／

簾
騒 磐:離鍵 亀

平底 Φ

①

第 29表  土 器 観 察 表 (12)

-139-



嗣
図8N0 維顧

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整   形    ほ   か

SB18

76酢 21

養

無 縄
1

胎
焼
色牌躙

張りのある胴部 6)ロ クロナデ

0)同心円状の押さえ目

SB18

76酢22

函

土師

暴箇
(1&P

底径 G.D
1/4

胎
焼
色
静 瓢 粗婉班崎む

絡:鵜充隅索福

丸底気味の平底に1孔を穿つ $)表面が剥落していて不明

Q)表面が剥落していて不明

SB18

76日■23

重

土師

口径．
残高 ４
．
０
鍮

胎
焼
色

粗砂粒含む
餅

験;写隅元だ鑑

口縁部は段を有する 0)

印)ミ ガキ

SB19

77酢 1

高郭

土師口径‐７．紳裾径‐２．嚇

胎
焼
色
賢砕粒含
む

$)2.546/6橙
Q)2.546/6橙

賓琴瞥畜念葦走≧菅
を経て外

脚部は柱状を呈し裾部で屈曲
して大きく開く

6)表面が剥落していて不明

Q)表面が剥落していて不明

SB19

77日
「
 2

訴

土師

口径 16.7
器高 13.3

冊 iガ

胎
焼
色

粗砂粒含む
財

絡と謡饂チ息:g

郷部は接合部より稜を経て大

員き含ξ≧臭囃 是部
6)表面が剥落していて不明

Q)

SB19

77日- 3

訪

土師

５
５
０
３

●
　

●
　

●
／

鶏
鰯
響:儡綿縮

疫事雪替念難走≧雪を経
て外

側報を離 録霊去接合 器届景撃星
g芽軍

SB19

77日ド 4

高郷

土師

６
．０
．５
．〃
噛細細鰯

胎
焼
色

粗砂粒含む

蘇多:とと:チ:隅ョ員4目
郭部は接合部より稜を経て大
きく外反する日縁部に至る

盤報躙 寿路育きく開
き
6)表面が剥落していて不明

0)脚部ナデ

SB19

77日
「
 5

謗

土師
翻
隠
蟄儡チ縫 資撃嫁替念難走≧菅

を経て外

脚部は柱状を呈し裾部で屈曲
して大きく開く

$)脚部タテミガキ

0)表面が剥落していて不明

SB19

77□- 6

謗

土師

口径 ―
残高 8.4

掌:ξ岳1与】ン:
巻:鶴響縮

脚部は筒部が内湾し裾部は屈
曲して大きく広がる

6)表面が剥落していて不明

0)表面が剥落していて不明

SB19

77日- 7

謗

土師

星讐 (「 1)
裾径 13.5
蛤静用
響:二争群晶え橙
0)7.5YR6/6橙

製習で箭て
かに折れて裾部で6)表面が剥落していて不明

$)表面が剥落していて不明

SB20

78許  1

郭

土師

０
０
０
．３
．
一

Ｑ
醒縞酪Й
響:穂身魯 線は内講る

Φ ヘラケズリ

0)ナデ

SB20

78日
「
 2

郭

土師

０
０
　
４

０
．３
．
一
Ｖ

噸
姑
醒
嚇
基穂舞雹 偽 は内瀞 る

6)表面が剥落していて不明

$)表面が剥落していて不明

SB20

78ロト 3

不

土師

つ

０
０

２
．５
．４
醒縞醒靱

胎
焼
色

粗砂粒含む
餅

絡と評子チi炎自

姫
回縁部は稜を経て内湾する

① ヘラケズリ

0)ナデ

SB20

78許 4

郭

土師

黒豊
1と

:
底径 ―
醐 /嚇 弊権
む 姫 G)ヘラケズリ

0)ヘラミガキ
黒理

SB20

78日- 5

郷

土師

回径Q4.つ
残高 3_4

噺

~
胎
焼
色
静 瓢 粗砂粒含む

8:輿
5YR6たにぶい橙

丸みのある体部より外反して
回縁部に至る

0)体部ヘラケズリ

。)昼雛早
ナデ

SB20

78酢  6

謗

土師
舗勒螂

口
残
裾
脚

胎
焼
色諸臨桑 嬢塔宗樫識く裾部

0)表面が剥落していて不明

Q)表面が剥落していて不明
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帥蜘
納
顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

SB20

78酢 7

聴

薙

毅豊
径
「 0畳鍮 ~

胎
焼
色

粗砂粒含む

駆、:チ褒

躯 $)ロ クロナデ
窯印のようなヘラ痕あり
$)ロ クロナデ

SB20

78酢 8

郭
　
嫌

暴讐 &t
底径 6.8
無
磐:静:薪蔀蟄

吾蜃暴麿窪療薄内湾する
内面底径 3.8

$)底部回転ヘラキリ

$)表面が剥落していて不明

SB20

78日1 9

甕

土師

‐９．５３０．４・締

略縞酪醒

胎
焼
色

雲母、礫、粗砂粒含む
朗

酷; 鵡チ:明無

曲
口
な
る
か
す
や
反
緩
外
り
り

$)胴部ヘラケズリ

$)ナデ

SB20

78饉-10 師

甕

　

上

議
餘

口
器
底
ほ

胎
焼
色 説.盈5拷懲暑
む

0)N3/暗灰 ;:::ことす:甘:ニユ:籐
し6)田部ヘラケズリの後ナデ
Q)鰯 後ミガキ

SB20

78酢 11 師

甕

　

土

３
．４

一
強

唯縞醒醐

胎 ;粗砂粒含む

笹:群饂躙架ぴ
吾蜃部は緩やかに外反する

$)胴部ヘラケズリ

0)ナデ

SB20

78酢 12

養

土師

鉛
絲

口
器
底
ほ
磐:融:朝罹

き矮部は僅かに外反する
$)ヘラケズリ

●)ヘラケズリ ミガキ

SB20

78B 13 師

甕

　

土

０
４
っ
醒縞醒剪
穆:琳手与l尋こチi需警:チオ1祭1輻

6)剥離が著しい
ヘラケズリ
Q)表面が剥落していて不明

SB20

78日-14

甕

上師

０
０馴鯨
磐:樽元明縮 彗形呈蝦部

から外反する日縁 リ
デ
ズ
ナ
ケ
コ

蒔
紳
舛
伽

胴
回
ミ
黒

＄

●

SB20

78酢 15

甕

土師

日径(17.働
残高 7.5
底径 ―
隠静用将
響:厨Ⅷ薬量;縮

$)胴部ヘラケズリ
ロ縁部ヨコナデ
0)ミ ガキ

ＳＢ２　　ｍ

養

土師

９

．
６

．

一略嬬醒醐
磐:櫛舞蕪

費學媛
部より口縁部で短く外 6)ヘラケズリ

0)ヘラケズリ

SB20

78卜 17 師

養

　

土
馴
鯨
磐:請融盟臨

胴部より外反する日縁部に至
る

ω ヘラケズリ

0)ヘラケズリ

SB20

78酢 18

甕

土師

星轡
『
7

底径 6。 8
底部
響:爾iI鶴 韓歩B装硝鶴 牌ぢ

⑪綜魚び歩ズリ
Q)刷毛調整

SB20

78日-19

甕

土師

４

０

一
２
．＆

３

ｒ

ｂ

／

径
高
径
部

口
残
底
底

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む

尋抒評路完境祭糟
赤褐

$)底部木葉痕あり

$)

SB20

78日-20

甑

姓

６
．２
．
一
存

１
１
　
ウ死

一盗
局
径
ぼ

口
器
底
ほ

胎
焼
色
蚕鼻、礫、粗
砂粒含む

$)544/6赤褐
0)黒

麓揺怒雅郭:郡
は6)ヘラケズリ
Q)ヘラミガキ
黒色処理

Ｂ２
　
脱

Ｓ

　
　
　

７

一霊
　
　
無

Ｄ
２

７

．
７

．

一聴姉略醐
磐:誘冒
む

瀬 蟻箸事省
に/Jヽさく開く

$)ロ クロナデ

$)

Ｂ２　　
脱

Ｓ

　
　
　

７

高郭

土師

展籍
(『み

脚部一部
巻:議
:誰だ距
む脚部に孔を有する ω羅劫

$)
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帥
図版Ю 納顧

法   量
残   存 器 質 成 形 。 形 態 ほ か 整 かほ形

SB22

79目- 1

郵

土師

４０
４‐

一脇

噸
縞
略
醐
基蔦訥綽
む $)表面が剥落していて不明

0)表面が剥落していて不明

SB22

79E  2

郭

土師

星豊(1と P
底径 ―
暉鵬

塊 :雹斧
、礫、粗砂粒含む

色;絡
4評認月にぶ献福

6)ヘラケズリ

0)ミ ガキ

SB22

79日- 3

郭

土師

口径(15.D
残高 40

臨 1/4

胎 ;石共 礫、粗砂粒含む

笹:鞠路に熱ヽ難
6)ヘラケズリ

°)記
通

SB22

79日- 4

高郭

土師

星審『 5
艦
&1

強

雹 静
瓢 礁粗砂粒舘

絡多鵡先ぞ!瓢解姿報
小さな脚部 ω

①

SB22

79ロト 5

閣蓋　卸

口径QO.llJ
残高 20。 9

臨 1/4

胎
焼
色
静
瓢 虫 粗砂粒諮

絡鶏先獣離影辮

張りのない胴部より外反して
回縁部に至る
粘土紐積み上げ

6)ヘラケズリ

Q)ヘラケズリ ヘラナデ

SB22

79□- 6

甕

土師郷底径．中
接諭絲

ω

Q)ケズリ

SB22

79B  7

甕

土師

口径 一

暦録_轟
5 響:融轟蘇毯

丸みのある胴部 6)ヘラケズリ

0)ヘラケズリ

SB22

79日干 8

甕

土師

７
０

一
■

７

．
３

く

／

醒妬酪瑯
響:黒亀扇許こ盈、深
0)5VR3/1黒褐

$)底部木葉痕あり

$)

SB22

79日■ 9

養

無 釧 巻:諄碁雰象
6)破片が小さく不明

0)破片が小さく不明

SB23

80ロト 1

不

土師

星轡(1;:P
底径 一
岬
磐:写争ユ尋拓g砂
粒含む ９

Ｑ

SB23

80日- 2

郭

土師

の
６口径く．３．鰍
胎 ;雲母、謀ヽ粗砂粒含む

笹:臨器に拶
む宅8患鼻笹雪去

り緩く外反α)体部ヘラケズリ
。)軸 累

ケズリ

SB23

80日- 3

甕

土師騨時呻
後編 こ亀キ印 琴

28森熱把聖査
り緩く外反⑪ ヘラケズリ

0)ナデ

SB23

80日- 4

甕

土師］残高２‐．８鯨
塊:静
瓢 k粗砂粒舘

色;絡 評饂チ:層奈摺

張りのない胴部より外反して

尾量難掻憲皇げ
① ヘラケズリ

Q)ヘラケズリ

SB23

80卜 5

甕

土師

の
３
　
４

６
．３
。
一
Ｖ

鞭
釉
酪
嘲

擁!静 凱 k腕鮒色;絡 評盤肉奈糧
薔羞黒定皇響部
より外反してα)胴部ヘラケズリ

$)ナデ

SB23

80酢 6

甕

土師郷鍮
響:議:融健
腕鈴口縁部は外反する ω

①

SB23

80田- 7

甕

土師撒
申
響:議I訥像鷲
む平底 ⑪ ヘラケズリ

Q)ヘラケズリ
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帥
図UN0 納顧

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 :よ か

SB23

80日ド 8

甕

土師

口径 ―
残高 1.5

騒
■4 蟄繭4儡

Φ

①

SB23

80日- 9

養

土師郷底径．申

胎
焼
色
麗鼻、k粗砂粒含

む
⑪ 7.5YR5/6明褐
Q)7.5Y巧 /6明褐～4/1褐灰

口縁部は小さく外反する Ｏ

Ｑ

SB23

80卜 10

朗甕　卸

口径 ―
残高 20.4

階 1/3

胎
焼
色

石英、礫、粗砂粒含む
朗

8鵡チi馨路碑
張りのない胴部
粘土紐積み上げ

$)ヘラケズリ

0)ナデ ケズリ

SB23

80B ll 師

甕

　

土

ｍ＆
一締

唯縞隧
蹴
響:尋
,精手与す】髯き
含む鰐緒瑯はだ、さく頼す

る
一アナ

リ
コ
リサ斡”柳

６

０

SB23

80日-12

甑

土師

口径 ―
残高 2.5

騒

~ 磐:尋キニ幹岳戸ぞ炭ぃ橙
下から上へ向かって孔を穿つ 6)粗いケズリ

Q)

SB23

80日
「
13

甕

土師
・・・７・爛
醒嬬隧瞭
響:静鶏誘:鍬窪

⑪

①

ST01

81酢 1

甕

土師口径．抑艦
胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

笹:駆
:子と,チ11言量暮9具Ⅲ島

口縁部を外側へ折り返す ０

０

ST01

81B  2

高郭

土師

緊 ア3
簡纂系D
響:説覇霰を

河理 の訴

Q;機
累雪否lデ

ST01

81ロド 3

甕

土師

口径(12.0
残高 4.1

鍮

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

書:織
:識チ躾碧端

口縁部は短く外反する α)口縁部ヨヨナデ

$)日縁部ヨヨナデ

ST02

82ロト 1

郭

薙

１

０径．高２．径て８．爛

口
残
底
底
響:静財誕象
0)5P2/1紫黒

高台を付す 6)底部回転ヘラケズリ

0)ナデ

ST02

82B  2

嬬

無

狐み径―
残高 1.6
裾径(14.8)
裾部一部
磐:息子儲「侯～N4/灰

裾部先端で折れる 0)ケズリ ナデ

0)ナデ

ST03

83日■ 1

養

無 結底径．呻
磐:芦項み簸

6)タタキロ

Q)ナデ

ST03

83酢 2

甕

姓 郷矯
鍵 :静

雲母、粗砂粒含む

色テ
8〕 評監充誘条為

口縁部は外反する $)波状文を施す

0)

ST04

84酢 1

辱

土師潮底径．中
磐 :綿 /6橙
0)黒

α)ヘラケズリ

0)ミ ガキ
黒理

ST04

84目- 2

甕

土師

回径(19.6)
残高 2_3

鍮

胎 テ粗砂粒含む

笹:蘇糊朧
口縁部は外反する 6)日縁部ヨヨナデ

0)日縁部ヨヨナデ

ST06

85ロト 1

蓋

無

展轡
「
7

底径 ―
口短譜卜J部

強

雹 線
口縁部は外反する $)ナデ

0)ナデ
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酬
図UN0

器種
碑

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 とよ か

ST07

86酢 1

不

土師

口径 (3.5)
残高 1.9

鍮
響:議:綸桑

省豪蕪蔭培ぞ群れて立つ Φ ヘラケズリ

9)

ST07

86国- 2

訪

土師

展警 万6
裾径 6.3
底部
響:静蝉
む 珂ヽさい脚を付す 0)ヘラケズリ

0)郭部黒色処理

ST12

87日- 1

郭

無口径．韓鵬
響:簡子委

平底
ロクロ作りと思われる

6)底部切り離しは回転ヘラキ
リと思われる
Q)ナデ

ST14

88日- 1

郭

須恵

賭
「
9

底径 8.0
底部1/2

塊:畳砕粒含
む

色;緞
;、:チ疫

上げ底気味の底部 α)底部回転ヘラキリ

0)ナデ

ST15

89酢 1

甕

土師日径．櫛焔
磐:写
Fttξ7争」ミ持≧∃
む回縁部に丸みをもつ ０

０

S【 45

90酢 1

郭

嫌

一
■
６
．

径
高
径
部

日
残
底
底
を::儡チ争;【ョミ

平底

内面底径 6.6

Φ即 挙翠刀り
Q)

S【 92

90ロト 1

郷

土師

口径(11.妙
残高 2.9

唇鍮
響:尋
,とF再

'料

g眈
含む墟 C4Jヘラケズリ

・ )基雹九理
S【 92

90日- 2

甕

土師

暴豊 !争 ;
底径 (8.llJ
2/3
響:爾臨慾魏

粘土紐積み上げ 0)表面が磨耗していて不明

●)表面が磨耗していて不明

S【 92

90日- 3

蓋

姓

部径 G.D
残高 3.6

編霰部二部
響:議:融藍こ

0)

印)ケズリ

S【 110

90日- 1

郭

土師綱底径．的
磐:爾ユ尋昇曽
粗砂粒含む雄 0)ヘラケズリ

0)

S【 110

90酢 2

不

土師

０
１

日径ぐ‐３
．器高 ５
．鯨 弊禅毯

姫 0)ヘラケズリ

m)黒色処理

S【 110

90酢 3

舗
甕　
魅絲編
磐:穂ア隅熱

S字状口縁 6)刷毛調整

0)

S【 148

90日- 1

舗養
姓
径．高２．径〓螂

口
残
裾
台

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
財

絡乳鶏鱚

0)

Q)ケズリ

S【 149

90卜 1

郭

箱

星豊
(lB::)

底径 一
回拐璃卜→蔀

胎
焼
色
豊砕粒含
む

$)N5/灰
0)10YR4/1褐灰

直線的に開く体部 ０

０

剛
　
陸

Ｓ

　

　

９

郭

無

一
２
。ぐ８
．れ

径
高
径
部

回
残
底
底
響:著露毒ん慇A級

高台を付す
箱形の体部

0)底部回転ヘラケズリ

Q)ナデ

削　　９０日．

郭

須恵

‐３
．４
６
．薪

径
高
径
ぼ

口
器
底
ほ
響:糠藤 談的に開く脚

内面底径 8.2

9)底部回転糸切り
ロクロナデ
Q)
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遺HN0
図UN0 納顧

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 か:き形

S【 203

90日- 2

辱

嫌

口径(13.分
器高 3.6

ラ舒 6,0

胎
焼
色

細砂粒含む

〔1,子:::学 :チ】黄ぅ驚ζ首2罠黄
舌療的に開く体部

内面底径 7.0

$)底部回転糸切り
ロクロナデ
0)ナデ

S【 203

90国
「
 3

郭

須恵

９
９
０
定

３
．３
．０
．組

Ｑ

Ｑ
嘘

醒
縞
醒
冊
響:儡A級

離念縣
0)底部回転ヘラケズリ

$)ナデ

S【 203

90ロト 4

鉢

無

日径(12.8)
残高 7_0

鍮

胎
焼
色い餅躙

厚手で回唇部に面が取られる デ
　
一ア

ナ
　
ナ

０

０

S【 245

90卜 1

郭

上師

暴讐(1と p
底径 ―
1/2
磐:議
:蔚藤縣鞣

決解事する脚
ヘラケズリ⑪

⑪

S【 262

90肝 1

高郭

土師

口径 ―

儒融6磐:隷蔦
帷むラッパ状に開く脚部 0)ヘラケズリ

裾部ナデ
Q)ケズリ

S【 315
S【 316

90置- 1

郭

無

一
１
．７
．部
議
睡
牌綿
胎
焼
色

平底

内面底径 8_0

⑪ξ妥琵鵡喜峯藷基
りその体

Q)ロ クロナデ

S【 326

90固1 1

堺

土師中弾鍮
響:議‰綽阜森昂

ほ長言
$)回縁部ヨコナデ

0)夢葵今
ラて秀単

SX327

90酢 1

不

須恵

０
６
８騨底径５．蜘
響:樋

,I炎

謹療的に開く榔
内面底径 8.0

$)夢要T轟
ラ吉ケ9娑李
デ

0)ロクロナデ

S【 330

90日干 1

gE

姓

口径(20.8)
残高 5。 3

鯨
響:尋ヨI暑身者長1粒
含む大きく外反する日縁部 $)韓

0)勒

S【 330

90酢 2

甕

土師

口径(17.つ
残高 5.4
底径 ―
日縁部一部
響:写亭;ξ聯む甘g彗
脱含む琴2のある胴部より屈曲外反0)表面が剥落していて不明

9)表面が剥落していて不明

SK330

90日■ 3

柑

上師中中鍮
磐:尋争革5元芸檜
砂粒含む α)ミ ガキ

0)刷毛調整の後ミガキ

S【 380

90田- 4

鉢

土師

一
４

３
．

醒第
離
一部
響:議扇労齋§
む平底より直線的に立ち上がる $)奇考が施されていたと思わ

°)泉雹基彩
S【 380

90酢 5

謗

姓

Ｄ
６
　
部

口径く２３
．残高 ５
．絲

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む

群糊偽
口唇部に刻み目を施す 0)羽髯皇ど密彩

$)泉雹基彩
S【 330

90酢 6

鉢

姓

展轡(1と P
底径 ―
口縁部一部
響:爾
Sヽ,打ご彗」
陛含む口縁部がやや内湾する 0)赤色塗彩

①羅轟
SK330

90協- 7

高郭

姓

０
０回径ぐ‐３．韓鍮
胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

笹 :顧
脳 絲

阻 74LAIH

内湾気味の郭部 0),H色鍔

0)赤色塗彩

珊　　鵬

鉢

姓

か
０
　
４

５
。５
。
一
Ｖ

Ｑ

　

部

醒
嬬
醒
噛
響:議ξ]豚 そ́解
む口縁部は内湾する 9)翻 好下ぢご否盟れ

る
Q)ミ ガキ 赤色塗彩
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嗣
図脚
糀
顧
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か か:ま形整

珊　　鵬

訴
　
姓

口径08_0
残高 5.0

督鍮

胎 ;石英、雲母、粗砂粒含む

笹:蔚穐チ:選
郭部は浅く内湾気味に開く $)タテのミガキ

0)ミ ガキ

S【 330

90日-10

訪
　
姓
醒賄糀螂
1.3
胎
焼
色
雹斧
、雲母、粗砂粒含む

絡舗酔鍵欝赤褐
語で
は接合部より段を有して$)ケズリ

$)ミ ガキ

珊　　９０日．．

訴
　
姓

７
０駐隅
胎
焼
色
畳斧
、雲母、粗砂粒含む

絡鶏チ4廷武キ無

脚部に円形の透かしを有する $)表面が剥落していて不明

0)表面が剥落していて不明

S【330

90B 12

訪
　
卸

８
０雑
呻

胎
焼
色
雹斧
、雲母、粗砂粒含む

絡雅謡:兜そ螺L鳩

脚部に円形の透かしを有する α)ミ ガキ

0)ミ ガキ
刷毛調整

S【 330

90日-13

諦
　
卸

６
０

一
４

７
．４
Ｑ
Ｖ

略姉羅躙

胎
焼
色
巨毒
、雲母、粗砂粒含む

絡鶏チ:蒻轟

脚部に円形の透かしを有する C4Jタ テのミガキ

0)表面が剥落していて不明

S【 330

90酢 14

訴
　
姓

７

０

一

５

。
０

。
２

Ｑ
Ｖ

睡

脚
響:   む
0)5YR5/6明赤褐

T部
は接合部より直線的に開 ω

0)

S【 330

90酢15

訪
　
卸

一
４

６
．２

醒嬬羅躙
磐:櫛舞窪縮 捩惑と目撃を示奇庭高場

あ透α)ヘラミガキ
9)ヘラケズリ 刷毛調整

珊
　
幽

謗
　
師
魏蜘脚

口
残
裾
脚
響:鯰犠
$)5m4/1褐灰

爛昭孫?段繁謙島
部

6)タテのミガキ

0)ヨ コのミガキ

S【 380

90B 17

郭

　

師

一働
　

土

口径 ―
残高 2.0

簡鍮≦艶
6)磐:議選種i橙

$)

Q)

珊
　
幽 師

甕

　

土

０
０離底径．呻
覇醜群
む
誓ぞ
ξ魯ヨE肇

去
り屈曲外反 $)刷毛調整

$)刷毛調整

S【330

90ロト19 師

甕

　

土

口径 一

露聯あ
胎
焼
色
雹季
、雲母、粗砂粒含む

絡評路狩繋 跡褐
平底より立上がり張りのある
胴部に移行する

Φ 刷毛調整

0)ナデ

S【 330

90日-20 師

甕

　

土 孵底径．中
繰議晟群
む日縁部は外反する 一ア

リ
デ
リ

ナ
ズ
ナ
ズ

コ
ケ
ヨ
ケ

ヨ

ラ

ヨ

ラ
熙
燃
$)

0)

S【380

90日卜21

甕
　
姓中櫛焔
基議勲範
む日縁部を内鶴へ折り返す 6)刷毛調整

$)刷毛調整

S【 330

90日122 師

甕

　

土 ‰底径一的
磐:説.繋福
む 目属朝雀甲チ曜を墾存警す $)

$)

S【 330

90酢23

舗養
姓

口径ぐ‐６
．
６，

残高 ３
．
５
鍮

胎
焼
色
宣斧1雲

母、粗砂粒含む

協乳鵡握韓

S字状口縁 6)刷毛調整

$)

S【 330

90日・ 24

評

姓

賭 万2
督鍮
響:穂舞蒻疑

S字状口縁 0)

$)

土 器 観 察 表 (19)
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剛
図版Ю 納顧

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 とま か

S【 330

90日-25

舗
甕
卸

回径 ―
残高 1_8

督鍮

胎
焼
色

祖砂粒含む
財

協鶏先醸培縮
S字状口縁 ６

０

S【 330

90酢26

舗
甕　
姓

展讐 
「
1

据径 10.4
台部

塊 :静
雲母、粗砂粒含む

色 ;0)2.5Y23/4暗赤褐
Q)2.543/3暗赤褐

台部の先端に面取りを施す $)刷毛調整 ヘラケズリ

Q)刷毛調整 ヘラケズリ

珊　　贈

舗甕　姓

日径 ―
残高 2.2

懇鍮
(9.6)

胎 ;粗砂粒含む

笹:群
l:子と:チォF:岳RIヽ1旨餞

台部の先端に面取りを施す 6)刷毛調整

●)刷毛調整

S【 330

90日-28

誤

卸

２
０

一
４
＆
部
簾
粋

胎
焼
色議:諭塔彗彗
陛含む 0)刷毛調整

0)ケズリ ナデ

S【 330

90題-29

舗甕　姓

口径 ―
残高 3_1

握瓢
駐8 磐:議:融騨電

0)ケズリ

0)ミ ガキ

S【 330

90酢30

評

卸

一
３
．９
．部

径高猟
静

口
残
裾
台 韓韓

た
に即］］

胎
焼
色

宅弾2先
端は内側へ折り返し ＄

＄

S【 330

90日-31

付

　

師

台
甕
　
土

一
＆

７
．４

ｒ

ｌ

／

醒第櫂部

胎
焼
色

雲母、粗砂粒含む
財

絡鵜鵜だ曇福

$)ケズリ

0)ケズリ

キ
　
キ

ガ
　
ガ

デ
　
　
デ

ナ
　
ナ

S【 330

90酢32

霊

土師

最轡 万6
底径 (7.D
底部一部

強

笹 豊摯
粒含む
$)7.5YR7/6橙
●)7.5YR7/4に ぶい橙

平底 ＄

Ｑ

S【 330

90酢38

甕

土師

一
■

３
．

醒嬬醒脚

胎
焼
色

石英、雲母、粗砂粒含む
財

協れ:4子究脅ぶぃ橙

平底 小さい底部 Ｇ

Ｑ

剛　　隅

甕

弥生

一

２

．
６

．

醒嬬酪醐

強

密 静
瓢 礫、粗砂粒鉗

絡孔辮

`4廷

ミキ発

平底 Φ

⑪

S【 330

90目-35

甑

姓

０
４
０
４
蜘縞聴醐

胎
焼
色写F甘ξ酵称彗甘」
陛含む平底に 1孔を穿つ $)表面が剥落していて不明

9)ミ ガキ

SDol

91回- 1

嬬

無

狐み鶴 .5
残高 1.4
裾径 ―
狐み部
基編 倭

偏平の疑宝珠形を呈する ０

０

SD01

91日… 2

郭

薙 孵鍮
基縛芸

直線的に開く体部 α)ナデ

0)ナデ

SD01

91目- 3

郭

無

星轡(1と P
底径 ―
口続周阻/4

強

笹 畳砕
粒含む

絡盈熙究奔サ三チ庚

直線的に開く体部 0)ナデ

Q)ナデ

SD01

91日- 4

郭

無 懃
胎
焼
色
畳津粒含
む

絡晋鶴たオリーブ灰

直線的に開く体部 α)ロクロナデ

0)ロ クロナデ

SD01

91目- 5

郭

須恵

一
■

６
．

醒嬬醒醐
磐:諸ユ籟豹三毅

平底

内面底径 7.0

6)底部回転糸切り

Q)ロ クロナデ
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酬
図8N0 緩

法   量
残   存 器 質 成 形 。 形 態 ほ か 整 かほ形

SD01

91目- 6

郭

無

口径 ―

縄
`,:Ь

基席
む
譲広脇

6)体部下半回転ヘラケズリ

$)ロ クロナデ

SD01

91酢 7

蓋

無

星審
「
8

底径 一
口辺部一部
響:蘇芸

口縁部は大きく開く ロクロナデ＄

Ｑ

SD01

01酢 8

器台

土師
麻
臨
響:尋熟覇霧ぞ

脚部に透かしの孔を有する 0)表面が剥落していて不明

$)表面が剥落していて不明

SD01

91目- 9

望

姓

展豊 
「
9

底径 (7.8)
底部1/2
響:蒲頸現健鋲ぶ鶏 罵遅発

詞責み上げ
ミガキ

ミガキ

６

０

SD03

92日干 1

郭

土師

●

　

●

　

一
／蜘紳螂岬
登融練ξi輻

浅く丸みのある体部 $)ヘラケズリ

0)ナデ

SD03

92E  2

郭

土師藉 響:尋角ど協捲Fttv3将
少し丸みをもって開く体部 $)ヘラケズリ

0)

SD03

92E-3

邦

土師口径．４．棘蘇
笹:融磁扉:袖ィ胞

丸みのある体部 $)ヘラケズリ

0)ミ ガキ

SD03

92日■ 4

郷

土師潮艦
響:融
:轟聴騨

裂鰹と、
$)表面が剥落していて不明

$)ミ ガキ

SD03

92酢 5

郭

土師

口径．
残高 ２
．鵬 響:請臨 紗盈

平底 $)ヘラケズリ
ナデ
Q)表面が剥落していて不明

SD03

92日- 6

郭

土師
言彗三
1喜

|
DFMM1/2

胎
焼
色 綿 /朗縮
0)黒

丸みをもって大きく開く体部 Φ即日舜響
あり

0)ミ ガキ
黒色処理

SD08

92許 7

郭

土師

，
０

・
０

・
８歩
た
噸縞麒噸

胎
焼
色

石英、粗砂粒含む
餅

絡翼
Y26/3にぶい黄橙

者履的に開く体部
$)底部手持ちヘラケズリ

Ct4)臨

SD03

92日- 8

郭

土師

４
０

一
■

６
．４

く

／

醒嬬酪酎

強

芭盈秤・岨
平底 $)表面が剥落していて不明

$)黒色処理

SD03

92ロト 9

局郷

土師

４
０

一

５

，
９

，
３

ｒ

う

／

賭
踏

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む

協1:鵜チとにぶt輻

ラッパ状に開く脚部 齢)ヘラケズリ
ミガキ
Q)ヘラケズリ

SD03

92E 10

謗

土師
離
裾径一螂

胎
焼
色
畳砕粒含む

協II穏:究 にぶi霞曜

$)ミ ガキ

0)ケズリ

SD03

92日-11

高郭

土師

一　　　「・̈̈
・一二醒姉羅螂
基儡ぇ蝉

郭部を脚部に差し込んで接合 $)表面が剥落していて不明

0)表面が剥落していて不明

SD03

92日‐12

購

無

３
．■

一

径

　

部

鵬第羅陣

胎
焼
色 灰

灰棚卿山

偏平な疑宝珠形を呈する Φ

⑪
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嗣
図版Ю 紳顧

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 か:よ形

SD03

92目-13

嬬

無

４

働

一

２

．
６

．

径

Ｑ

み
高
径
４

狐
残
裾
Ｖ

胎
焼
色
璧浮粗砂粒含む

緞〕ヽ:チ優

裾部先端で折れる 0)

$)

一アナ
リ
　
リ

ロ
あ
　
あ

ク
欅
デ
欅

口
火
ナ
火

ヘラケズリ

SD03

92酢 14

郭蓋

無

毅豊
径
万4

裾径(17.5)
一部

胎
焼
色
豊酔粒含む

酪; :ヽチ 号岳

裾部先端で折れる C)ケズリ ナデ

0)ケズリ ナデ

SD03

92日-15

謎
　
無

２
の

一

３

．
２

．

径

Ｑ
脇妬櫂И

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
餅

陥; :ヽチ ;【

裾部で折れる ＄

＄

自紬

自紬

SD03

92日-16

堺

無
:y三

(1,と

暉静酪1/2

強

笹梅,I優 舌蜃的に開く体部
内面底径 9.0
‖;晏凄日琴
糸切痕あり

火欅あり

SD03

92日-17

郭

無

口径 13.4

fttξ
毒筐31':

胎
焼
色

粗砂粒含む

尋手
予
:子:チi優

平底
直線的に開く体部

内面底径 8_0

$)底部ヘラキリ

$)ロ クロナデ

SD03

92田-18

不
　
嫌
径‐２．高３．径６．嚇

口
器
底
ほ
後綿身褒 誤駆騎?藩

内面底径 6。 0

$)底部回転糸切痕あり

0)ロクロナデ

SD03

92ロト19

郭

無

一
■

７
．

醒嬬睡醐

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
餅

緞;i鮮 :サI 炎

平底

内面底径 7.0

0)底部回転ヘラキリ

G)ロクロナデ

SD03

92日-20

郭

無

展審
「
3

底径 7.4
底部

胎
焼
色
豊酵粒含
む

絡:子:チ!優 内面底径 8_0

平底 $)底部回転ヘラケズリ

Q)ロクロナデ

ＳＤＯ
　
阻

不
　
無

一

１

。

一

醒姉酪酬

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
朗

釉;岳評v央褐灰 内面底径 ?

$)底部手持ちヘラケズリ

$)ロ クロナデ

０
　
　
・２

ＳＤ

　

囲

郭
　
無

暴豊 万4
底径 (6.0
底部一部
響:縣線
む

内面底径 6.4

平底 $)底部回転糸切り痕あり

●)

ＳＤＯ　　幽

郭

嫌口径．韓鵬
塊:質浮
細砂粒含む

色;絡
i肝評尤にぶ‖嚢極 内面底径 5.0

平底 0)底部回転糸切り痕あり

0)

ＳＤＯ　　幽

郭

無

６
．６
．０
，Ｖ
Щ締聴醐
蟄縛臓 扉嘉急纂ぞ箱形を呈する

$)底部回転ヘラキリ

G)ナデ

ＳＤＯ　　．囲

不

蕪

９
Ｄ

回径 一
残高 ３
．隅

胎 テ粗砂粒含む

笹:群
II予:チ1,ほ

高台を付す
体部は箱形を呈する

0)底部回転ヘラケズリ

0)ロクロナデ

ＳＤＯ　　．幽

郭

薙

晟讐 f5
底径 &8
底部3/4

胎
焼
色
豊砕
粒含む

0)5Y5/1灰
Q)5Y5/1灰

高台を付す

津1唇夢目褒会
切痕あり

火欅あり

SD03

92酢27

郭

無

一
０
．＆

４
ノ

′

醒妬醒醐

胎
焼
色

礫、粗砂粒含む
断

緞;ヽ:チ ;【

高台を付す 6)底部回転ヘラケズリ

●)ロクロナデ

SD03

92固-28 師

甕

　

上

０７　部

ぐ２２．７．一静

醒姉酪唯

擁 :亘弄
、礁 粗砂粒含む

色 ;Φ 7,5VR7/4に ぶい橙
印)7.5YR7/4に ぶい橙

口縁部は外反する $)口縁部ヨコナデ

●)日縁部ヨヨナデ

第 39表  土 器 観 察 表 (22)

-149-



脚蜘
緩
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か かほ形整

ＳＤＯ
　
幽

甕

土師

日径Q4.llJ
残高 47

艦
響:議:覇夢
む口縁部は外反する α)表面が剥落していて不明

$)表面が剥落していて不明

ＳＤＯ　　四

甕

土師郷底径．中
響:議:融蔀評

口縁部は外反する $)口縁部ヨヨナデ

$)口縁部ヨコナデ

SD03

92日-31

甕

土師郷艦
響:議詢穂轟

口縁部は外反する $)日縁部ヨヨナデ

Q)

０
　
　
・３

ＳＤ

　

囲

査

土師脚
的
蓼融:晶:身鍵

長く緩く外反する日縁部 ケズリ ナデ①

①

ＳＤＯ
　
四

甕

土師］櫛焔
磐:議b融4即

口縁部は緩く外反する 0)ヘラケズリ ナデ

0)ナデ

SD03

92ロト34

甕

土師

緊
「
8

底径 ―
底部
響:融帯静材斯ときぎた黒

姫 ⑪ ヘラケズリ

0)ナデ

ＳＤＯ
　
四

査

土師

一
２
．４

緊
騒 響:議:融像i斜

/Jヽさt�封耶 Φ ヘラケズリ

9)ナデ

SD03

92日・ 36

甕

土師

一
２
．４
騒

螂
攀議:訛♂

倉盛ぢ暦難災穆寿与ぞり張
り6)刷毛調整
●)

SD03

92酢37

甕

土師

日径 ―
残高 1.9

騒
駐2 響:譲融試♂

平底 $)表面が剥落していて不明

Q)表面が剥落していて不明

SD03

92酢38

甕

土師

2.1
5.6

径
高
径
部

日
残
底
底
多轟議
蜘 平底 ① 底部に木葉痕あり

0)ヘラケズリ ミガキ

ＳＤＯ　　．四

甕

土師

口径
残高

騒

一
１
．４ 基臨儡 I増

小さい底部 ① ヘラケズリ

Q)表面が剥落していて不明

ＳＤＯ　　四

盟

嫌 鰍］時
繰鶴み
瞬む

傘豊
で肩が強く張る短頚壷

|IⅧ子身fリ
SD03

92}41

霊

薙

口径(15.0)
残高 4.3

艦 呻鵬
郎
鱗
胎
焼
色

麟 OIJロクロナデ

Q)ロ クロナデ

SD03

92酢42

盟

無

一
９
．ェ
泡

賭
陥 蟄議Itti長を

'F長

底部に高台を付す ⑪ ヘラケズリ

0)ヘラケズリ

一ア

　

デ

ナ
　
ナ

ＳＤ０８　蜘

霊

嫌口径一蜘鰐 堵続き
高台を付す ω 底部回転ヘラケズリ

0)ナデ

ＳＤ０３　蜘

瓶

嫌

展轡万7
階i)4・

0)響:謡豚
む 扁奪僚むさく削り出し

て作ら6)底部回転ヘラケズリ
$)ロ クロナデ
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iSN0
図版W 攘

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

SD03

92卜45

甕

無

口径Q8.0)
残高 15。 6

臨 1/4
と::†ユlil;:;ユ:5Y5/駅オリーブ

胴部は肩が張り口頚部は長く
大きく開く

$)呂
覇プテ卒ロ
ナデ

0)胴部当て具痕

SD03

92日-46

甕

無

０
０馴底径．呻
響:静幹,'長書
し含む

0)5Y7/1灰自

黍魏宅患二胴部
に外反する日⑪ 平行タタキロ

$)同心円文

ＳＤＯ
　
幽

甕

無

口径C42.0)
残高 16.0

臨 1/4
響:議戯!墓罵ユ委

益聾鍵宅客拿蝦
部に外反⑪ 口縁部に波状文を施す
0)ナデ

SD03

92酢48

査

無

賭Q&P
底径 一
口綱皓卜→部
接鶴み
雌む口縁部は外反し口縁帯を有す

る
$)ナデ

0)ナデ

ＳＤ０３　脚

甕

無

口径Q8.0
残高 3_6
底径 ―
口履鰐辟→部

胎 ;礫(大・ 州つ 、粗砂粒含む

笹:群れ期携ν辮
日縁部は外反する デ

　
　
デ

ナ
　
ナ

⑪

⑪

ＳＤＯ
　
囲

蓋

無 潮底径．中
磐:靭7む

口唇部に面取りを施す α)ナデ

0)ナデ

SD03

92酢51

甕

無口径．勲鍮
響:尋
;子尋み声炭―プ黒

胴部は高めて強く張る $)丁寧なタタキロを施す

0)

SD03

92日干52

甕

無 縣牌 弊輛:鍬魯
平底 ⑪ タタキロ

0)

ＳＤＯ
　
四

甕

無
絲
呻
響:議
b勅騨耐贋

平底 α)タ タキロ

0)ナデ

ＳＤＯ　　四

甕

無

２
０

一
■

＆

４
Ｑ
Ｖ

醒姉酪酪

胎
焼
色
鷲浮粗砂粒含む

8;辞チ優白

平底 6)圏多安すロナデ
0)ナデ ケズリ

SD03

92酢55

甕

無

一
４

＆

４

魏
胎
焼
色

礫、粗砂粒含む

尋干瞬Э夢灰
平底

8ξ 撃
少房年晉

り 指頭痕

ＳＤＯ
　
囲

養

無 脇暗蜘
響:写
:イ触騨瓢/灰 評擬祓 畠角形を呈する

6)体部タタキロ

0)ナデ

SD03

92日卜57

甕

無

展豊場坐♂
臨 1/2
墨鶴姦
瞬む
騨鶏解名鰐瑯都

α)ロクロナデ

0)ロ クロナデ

ＳＤＯ
　
四

甕

薙

展雷 1「 6
底径 ―
底部
緩編,ガ 箕握を呈する

C)タタキロ

$)ナデ

SD03

92日干59

霊

姓

緊 れ
躊
40 響:議6融!騨

平底 Φ 鵜

0)刷毛調整 ミガキ

SD05

98酢 1

訪

姓

暴豊(1&P

督矮部二部&i;阜i,i三;iiこ魚1翠
6)ミ ガキ

Q)表面が剥落していて不明

第 41表  土 器 観 察 表 (24)
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脚蜘 観
法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 形 ほ か

SD05

98酢 2

高郭

土師

７
０日径．韓脳 蜘熱

駄

熱
熱

胎
焼
色

脚部に透かしの孔を有する 6)表面が剥落していて不明

9)表面が剥落していて不明

SD05

98酢 8

高郭

土師

暴讐 ご8
裾径 ―
螂
磐:藷馬盈静y評

α)ミ ガキ

0)ケズリ

SD05

93酢 4

購

無

狐み径―
残高 1.8

握祭皇象
0)響:議

:ξ苫穆
む日縁部は先端で折れる $)ロ クロナデ

印)

SD05

93B-5

甕

土師翻底径．的
弊龍
む 目翻健響謂離チ建紺 Φ

①

SD05

98酢 6

甕

土師

口径 一

雲 _第

2 響:議:鮮
'離

頚部で「 く」の字状に折れる 6)ヘラケズリ

$)ヘラケズリ

遺構外

94酢 1

謗

姓

展讐
1争

!

籍
~ 蟄融I挿
む 哲選銑倦窒詈内湾して開いて8幹

韓

翻

94B-2

訴

姓

＆
５
．
一
２

１

　

　

　

／

醒嬬羅柵
基綿究臨

内湾して開く郭部

が卿翔
い
ガ
て
ン
し
ベ
落
に排瑚

Φ
①

翻

94酢 3

甕

姓

展豊
1往
:

飾
響:芦項脇遠L追 暴呈馨接

壕三静に外反する を
く
文
な鱗

め
は縦
協
観

ジ

Φ

　

①

醐

94B-4

甕

姓

３

．
３

．

一

瑠
臨 響:諸臨ぎ
む 薔羞黒定皇響部より娠する

日縁部の先端は折り返す

α)櫛描条線文を施す

0)ヘラケズリ

醐

94卜 5

甕

姓

０
・＆

一
〃
評
嘲
響:儡懸い褐

池魚農事ビ告爆離走塾警や
か
紹鞠 紳 疑ある

翻

94卜 6

甕

姓
口径．９．鰍 響:評轟逸

朧 祭桑客
に外反する
8秦老渇影畢手猪きプ
に6

翻

94酢 7

甕

姓 鰍底径．呻
響:諄轟雇ξLキ無

薔羞黒定皇塚部
から外反する
8冥詈要妥子俣要唸尾争

ズリ

翻

94酢 8

甕

姓 鎚 基儡尤囃
S字回縁台付甕 CllJ脚団 覇 離

a)

醐

94酢 9

甑

姓

一０
，
０
４０
弼

醒
第
醒
鯉
蓼鶴窪韓 『評

缶霧乳ヒ種宅碧事塚
と径6)刷毛調整
Q)刷毛調整の後ミガキ

翻

94酢10

堺

土師歎
胎 ;粗砂粒含む

笹:尋伊ヽガ喝鼈央に韓
丸みのある体部 6)ヘラケズリ

°)墓銑
醐

94酢11

鉢
　
餌

４
０駐底径く‐‐．申
響:請纏

高台を付す
器厚は厚手

α)表面が剥落していて不明

$)表面が剥落していて不明

第 42表  土 器 観 察 表 (25)
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遺構Ю
図8N0 納櫛

法   量
残   存 器 質 成 形 ・ 形 態 ほ か 整 かほ形

遺構外

94酢 12

郭

　

師

一局

　

上

一
４
６
．

径
高
径
部

日
残
裾
脚

擁:賢砕粒含
む

色;緞
;:穏:チ:謁索糧

小型の高郭

茶裳薄爵?裾
部にかけてラッ0)ミ

ガキ

$)ヘラケズリ

醐

94国-13 恵

蓋

　

須 緞裾径．晒
塊:豊砕粒含
む

色;釉
;#:チ優

狐み部は偏平の宝珠形を呈す
る

0)粗い回転ヘラケズリ

Q)ロ クロナデの後ケズリ

遺構外

94国-14

郭蓋

須恵

狐み径―
残高 2.4

纏鍮里紫
2)

胎 ;粗砂粒含む

笹:群れ評:先疫
裾部の先端が折れる 0)天丼部付近は回転ヘラケズ

リ
9)ナデ

遺構外

94国-15

郷
　
嫌

３
．
０
４
．
０
６
．
４
螂

醒
縞
醒
Ｍ
樫:牌尋,I倭 告療踊羅騎?深祭

回縁部はやや内
薦尋矮径 7,4

0)底部回転糸切り

0)ロ クロナデ

遺構外

94酢 16

郭

箱

口径(142)

需融 ち)
胎 ;粗砂粒含む

笹;蘇と:予:先談
無高台で箱形を呈する体部

内面底径 8.0

0)底部及びその周辺を回転ヘ
ラケズリ
0)ナデ

醐

94酢 17

郭

須恵
呻縞触醐
磐:辮長
●)N4/灰

屎鼻徳嬉形を呈する ‖;蜃欝星晏
ヘラケズリ

醐

94目-18

郭
　
無

一
■

＆

２

配姉躍醐

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良好色;酷
:瞬

`/不

灰

高台を付す 0)底部回転ヘラケズリ

0)ナデ

遺構外

94因-19

椀

灰釉

２
紛

一
２
．＆
部

径
働質静

口
残
底
底
磐:静争母今抒舟,自
Q)2.5Y7/1灰白

Ｏ

Ｑ

ロクロナデ

ロクロナデ

翻

94田-20

鉢

陶器

５
０時残高２．鵬
塊:賀砕
粒含む
色;釉
;訂鶴学ダ蛮掲

体部の向血に施釉されている $)底部回転ヘラケズリ

盤汽鉢
遺構外

94目-21 師

甕

　

土

遍部豊(1社 ?
底径 ―
日緑3‐R31/4
響:静二酢岳民と奈憬橙

爪そ譜掻寧雹外
反し先端は僅0)ヘラケズリ

Q)ヘラケズリ

遺構外

94目-22

甕

上師

Ｄ
４
　
部

口径て２０
．残高 ５
。昨 磐:簡墓

張りのない胴部より外反して
口縁部に至る

0)日縁部ヨコナデ
胴部ヘラケズリ
0)胴部刷毛調整の後ナデ

翻

94目-23

養

上師

一
２
．４
略嬬配醐
響:昂争毒こ身鵠鶏赤褐

底部が小さく器壁は薄い ケズリ ミガキ

ケズリ ミガキ

０

９

遺構外

94因-24

霊

須恵

０
．３
．
一
ν

Ｑ

　

部

醒
妬
酪
罐
磐:穂
F侯

口縁部は外反する ＄

Ｑ

遺構外

94国-25

士盟
　
　
無

一
３
．５
．部

ぐ

一

醒姉醒醐
響:糠藤白 省馨客痔字瓶 $)底部回転ヘラケズリ

0)ナデ

遺構外

94国
「
26

高郷

上師

口径 ―
残高 3.4

握審部

胎 ;粗砂粒含む

笹:駆孔謡:雉武輻
脚部に円形の透かしを有する
(3ヶ所)

6)ヘラケズリ ミガキ

0)刷毛ケズリ ヘラケズリ

醐

94酢 27 師

士盟
　

上

０
　
部

一
４

一
一部

醒妬醒罐
響:爾
:争峰勇
含
をぶ‖暮
宮駁景そ震を有する

0)ナデ ミガキ

Q)ナデ ミガキ

第 43表  土 器 観 察 表 (26)
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遺ONa 図UNtx 軸 種  類 長さall 幅 gll 厚さall 重さg 備 考

95日-1 SB09 鋼製品

2 95日-2 SB10 鉄製品 刀子

3 95日-3 SB17 鉄製品 刀子 13.98

4 SB01 鉄製品 21.55

5 SB01 鉄製品 1.24

6 SB06 鉄製品

第 44表  金 属 器 観 察 表

遺物血 図8Na 遺 構 Na 種 類 長さ硼 幅 an 厚さall 重さg 外径gm 口径un 備 考

1 96B l SB20 羽 口 (7.2) G.り (2.O

2
麟
四 SB23 羽口 (3.0)

3 96日-3 srol 羽口 (4.6) 黒色に変色している

4 96目-4 ST01 羽 日 (5.4) 末端部

5
日
四 SB20 鉄滓 100_53

6 96B-6 SB23 鉄洋 7.4

7 SB08 鉄滓

8 SB08 婢 2.4

9 SB08 婢 25

SB21 鉄滓

羽日の長さ、幅、厚さの ( )は残存、外径、内径は推定数字
第 45表  鍛 冶 関 連 観 察 表

珈 図8Ntx 遺構m 種  類 長さan 幅 an 厚さ9E 重さ g 材 質 備 考

97図 1 SD03 石鯨 (3.2) 鉄石英

2 97図 2 SD03 石鏃 (2.4) 黒曜石

3 97図 3 SD03 石鏃 (2_2) 黒曜石

4 97図 4 トレンチ1 石鏃 黒曜石

5 97図 5 Z 石鉄 玉髄

6 97図 6 Z 石鉄 黒曜石

7 97:雪 7 SD03 打製石斧 閃緑岩

8 97:雪 8 SB18 勾玉 玄武岩

9 97図 9 SB20 管玉 駆

97図10 SB02 軽石製品 軽石

97目ζll SB06 隔 犀右安山岩

97図12 SB06 隔 ? 硬砂岩

97図13 SB09 隔 ? 硬砂岩

97日雪14 SB10 隔 2“ 5 継

97図15 SB20 砺 &5 ひん岩

97図16 SB20 隔 21.2 1855 解

97E雪 17 SB20 砺 2■ 0 輝右安山岩

97回雪18 SB22 隔 14400 輝石安山岩

第 46表  石器 観 察 表 (1)
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遺ONd 図版血 軸 種  類 長さcln 幅 94 厚さcln 重さ g 材 質 備 考

97図19 ST03,Pll 隔 22_0 11.0 2200 麟 裏込石に転用されている

97目ζ20 SB06 駆 17。 9 12.8 1540 輝石安山岩

97図 21 SB02 擦・ 融石 1■ 9 12.3 輝石安山岩

97図22 SB06 擦 。融石 14.5 輝石安山岩

97図23 SB06 擦・ 敲石 143 輝石安山岩

97図24 SB09 擦・ 敲石 15.3 輝石安山岩

97B雪 25 SB10 誦 12.0 角閃石安山岩

97E雪 26 SB15 擦・敲石 255 角関石安山岩

97目雪27 SB22 擦・ 改石 13.5 輝石安山岩

97回雪28 S192 擦・ 敲石 10。 6 輝石安山岩

97口ζ29 S192 擦・ 敲石 10.7 輝右安山岩

97日雪30 SD03 凹石・融石 4_7 角閃石石英安山岩

97図31 SD03 胡 薄ね安山岩

97醸32 SD03 磨石 輝為安山岩

97図33 ST01-P7 凹石 12.5 輝石安山岩

97日雪34 Z 凹石 16.5 145 輝石安山岩

SB18 編物石 12.5 幕冶安山岩

SB18 編物石 13.7 48 ひん岩

SB18 編物石 13_5 硬砂岩

魏 遺 構 No 顧 樹 種 備 考

SB06 P6 板状製品 ヒノキ属 長さ10all弱の柱片 6個

2 SB20 約2.OXl.5X6an(4つ に分解)

3 ST01 P5 甑 ヒノキ属 径約169m、 長さ54gn

4 STl12 Pl 甑 ヨナラ属ヨナラ節 長さ約10gnの柱片 4個

5 ST02 Pll 甑 コナラ属 長さ約13anの柱片 2個

6 SK02 離 コナラ属コナラ節 長さ約15gnの柱片 1個

第 48表  木 製 品観 察 表

第 47表  石器 観 察 表 (2)
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付  章
反田遺跡 (長野県上田市)出土木製品の樹種同定

松葉礼子 (パ レオ・ラボ)
1 試料と方法

長野県上田市にある反田遺跡から出上した木製品の樹種を同定した。同定した試料は合計 5点である (表

1)。 同定には、木製品からブロック試料を採取し、その試料から片刃剃刀にて木材組織切片を横断面、接線

断面、放射断面の 3方向作成 した。これらの切片はガムクロラールにて封入し、永久標本 とした。樹種の同

定はこれらの標本を光学顕微鏡下で観察し、現生標本との比較して行つた。主要な分類群を代表する標本に

ついては写真図版に示し、同定根拠は後述する。

なお,同定に用いられた標本はプレパラー ト番号 (YMN129～ 133)を付 しパレオ・ラボ株式会社 (埼玉県

戸田市下前 卜13‐22)1こ保管されている。

同定根拠

1  ヒノキ 働αttα?り即 riS οう″sty(Sieb.et Zucc.)Endl.Cupressaceac 写真図版 la～ lciYMN132

軸方向・放射方向両細胞間道を持たない針案樹材。早材から晩材への移行はやや急で、成長輪界は明瞭。

晩材の量は少ない。樹脂細胞が早材 と晩材の境に接線状に散在 しており、その放射方向壁は結節状に肥厚し

ている。放射組織は放射柔組織のみからなり単列である。分野壁孔は中型の トクヒ～ヒノキ型で 1分野に 2

個程度ある。腐朽のため分野壁孔の細部の形状が確認できなかつた No.5は ヒノキ属と同定した

2  ヨナ ラ属 ヨナ ラ節 2"?rc″ S Sect PriPP′ ∫Fagaceae 写真 図版 2a～2c:YLCN129

成長輪の始めに大型で丸い道管が 1列に並ぶ環孔材。晩材部では急激に径を減じた多角で薄壁の道管が火

炎状に散在する。放射組織はすべて平伏細胞であるが、大きさは明らかに 2階級あり単列と 10列前後に達す

る大型のものから構成される。道管放射組織間壁孔は楕円形の対列状～柵状。軸方向柔組織は晩材部で 3細

胞幅以下の帯状に分布する。同定した試料はいずれも一度乾燥しており道管形状など細胞が収縮している。

特に乾燥の激しかつた No,3の試料は晩材部の道管形状が確認できず、ヨナラ属クヌギ節と区別が出来ず、ヨ

ナラ属と同定した。

Ⅱ 結果

表 1 反田遺跡出土木製品樹種同定試料と結果

No.2 ヨナラ属ヨナラ節  柱根 SK65     YMN 130

同定した結果ヒノキ

とヨナラ属ヨナラ節が

確認できた (表 1)。 柱

根はヒノキ 1点、ヨナ

ラ属ヨナラ節 2点、コ

ナラ属 1点で、板状製

No.3  ヨナラ属 柱根 SK83①  YMN 131
No 4  ヒノキ 柱根 ST01 YMN 132
No 5 ヒノキ属 板状製品  SB06-P6 YMN 133

品にヒノキ属が確認されている。長野県内では善光寺平にある遺跡を中心に大量の樹種同定がされているが、

ヨナラ属ヨナラ節やヒノキなどの樹種はすでにこれらの遺跡で確認されている。コナラ属コナラ節は杭など

の製品に多く、ヒノキは加工材などに多く見られる。長野県内ではヒノキ属のサフラが多く確認されている

遺跡もあるが、今回は分野壁孔の開口部の特徴からヒノキであると同定された。
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写真図版 1 反田遺跡出土木材組織顕微鏡写真

laヒノキ bar:lmm  YMN 132

2aコナラ属ヨナラ節 barlmm YMN 129

bar:0.4mm

bariO.4mm
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全 景 写 真
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ST01(南から)

(柱材残存状態) ST05(西から)

一群
一

ST02(西から)
i.1潔
ST06(西から)

ST03(東から) ST07(西から)



ST08(南から) ST14(東から)

ST00(南から)

STll(東から) SA02(西から)

ST12(西 から) SA06 Pl (B睦晃ξ)



SB01(西から ) SB03(南から )

SB01(篭 ) SB03(篭 )

SB02(F雪 から )

SB02(電 ) SB04(〒雪から )
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SB13(〕東から) SB16(篭 西から )

SB15(南から ) SB17(1甫西から )

SB15(篭  南から ) SB18(西から )

SB16(西から )

-162-



SB19遺物出土状況 SB22(南から )

SB20(南東から ) SB22(篭 南から )

SB20(篭 ) SB23(i獅 から )

SB20(篭 )遺物出土状況 SB23(驚  西から )
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